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    第一章


    
      1さて、ヤコブと共ともに、おのおのその家族かぞくを伴ともなって、エジプトへ行いったイスラエルの子こらの名なは次つぎのとおりである。 2すなわちルベン、シメオン、レビ、ユダ、 3イッサカル、ゼブルン、ベニヤミン、 4ダン、ナフタリ、ガド、アセルであった。 5ヤコブの腰こしから出でたものは、合あわせて七十人にん。ヨセフはすでにエジプトにいた。 6そして、ヨセフは死しに、兄弟きょうだいたちも、その時代じだいの人々ひとびともみな死しんだ。 7けれどもイスラエルの子孫しそんは多おおくの子こを生うみ、ますますふえ、はなはだ強つよくなって、国くにに満みちるようになった。
    


    
      8ここに、ヨセフのことを知しらない新あたらしい王おうが、エジプトに起たった。 9彼かれはその民たみに言いった、「見みよ、イスラエルびとなるこの民たみは、われわれにとって、あまりにも多おおく、また強つよすぎる。 10さあ、われわれは、抜ぬかりなく彼かれらを取とり扱あつかおう。彼かれらが多おおくなり、戦たたかいの起おこるとき、敵てきに味方みかたして、われわれと戦たたかい、ついにこの国くにから逃にげ去さることのないようにしよう」。 11そこでエジプトびとは彼かれらの上うえに監督かんとくをおき、重おもい労役ろうえきをもって彼かれらを苦くるしめた。彼かれらはパロのために倉庫そうこの町まちピトムとラメセスを建たてた。 12しかしイスラエルの人々ひとびとが苦くるしめられるにしたがって、いよいよふえひろがるので、彼かれらはイスラエルの人々ひとびとのゆえに恐おそれをなした。 13エジプトびとはイスラエルの人々ひとびとをきびしく使つかい、 14つらい務つとめをもってその生活せいかつを苦くるしめた。すなわち、しっくいこね、れんが作つくり、および田畑たはたのあらゆる務つとめに当あたらせたが、そのすべての労役ろうえきはきびしかった。
    


    
      15またエジプトの王おうは、ヘブルの女おんなのために取上とりあげをする助産婦じょさんぷでひとりは名なをシフラといい、他たのひとりは名なをプアという者ものにさとして、 16言いった、「ヘブルの女おんなのために助産じょさんをするとき、産うみ台だいの上うえを見みて、もし男おとこの子こならばそれを殺ころし、女おんなの子こならば生いかしておきなさい」。 17しかし助産婦じょさんぷたちは神かみをおそれ、エジプトの王おうが彼かれらに命めいじたようにはせず、男おとこの子こを生いかしておいた。 18エジプトの王おうは助産婦じょさんぷたちを召めして言いった、「あなたがたはなぜこのようなことをして、男おとこの子こを生いかしておいたのか」。 19助産婦じょさんぷたちはパロに言いった、「ヘブルの女おんなはエジプトの女おんなとは違ちがい、彼女かのじょたちは健すこやかで助産婦じょさんぷが行いく前まえに産うんでしまいます」。 20それで神かみは助産婦じょさんぷたちに恵めぐみをほどこされた。そして民たみはふえ、非常ひじょうに強つよくなった。 21助産婦じょさんぷたちは神かみをおそれたので、神かみは彼女かのじょたちの家いえを栄さかえさせられた。 22そこでパロはそのすべての民たみに命めいじて言いった、「ヘブルびとに男おとこの子こが生うまれたならば、みなナイル川かわに投なげこめ。しかし女おんなの子こはみな生いかしておけ」。
    

  


  


  
    第二章


    
      1さて、レビの家いえのひとりの人ひとが行いってレビの娘むすめをめとった。 2女おんなはみごもって、男おとこの子こを産うんだが、その麗うるわしいのを見みて、三月つきのあいだ隠かくしていた。 3しかし、もう隠かくしきれなくなったので、パピルスで編あんだかごを取とり、それにアスファルトと樹脂じゅしとを塗ぬって、子こをその中なかに入いれ、これをナイル川かわの岸きしの葦あしの中なかにおいた。 4その姉あねは、彼かれがどうされるかを知しろうと、遠とおく離はなれて立たっていた。 5ときにパロの娘むすめが身みを洗あらおうと、川かわに降ふりてきた。侍女じじょたちは川かわべを歩あるいていたが、彼女かのじょは、葦あしの中なかにかごのあるのを見みて、つかえめをやり、それを取とってこさせ、 6あけて見みると子供こどもがいた。見みよ、幼おさな子ごは泣ないていた。彼女かのじょはかわいそうに思おもって言いった、「これはヘブルびとの子供こどもです」。 7そのとき幼おさな子ごの姉あねはパロの娘むすめに言いった、「わたしが行いってヘブルの女おんなのうちから、あなたのために、この子こに乳ちちを飲のませるうばを呼よんでまいりましょうか」。 8パロの娘むすめが「行いってきてください」と言いうと、少女しょうじょは行いってその子この母ははを呼よんできた。 9パロの娘むすめは彼女かのじょに言いった、「この子こを連つれて行いって、わたしに代かわり、乳ちちを飲のませてください。わたしはその報酬ほうしゅうをさしあげます」。女おんなはその子こを引ひき取とって、これに乳ちちを与あたえた。 10その子こが成長せいちょうしたので、彼女かのじょはこれをパロの娘むすめのところに連つれて行いった。そして彼かれはその子ことなった。彼女かのじょはその名なをモーセと名なづけて言いった、「水みずの中なかからわたしが引ひき出だしたからです」。
    


    
      11モーセが成長せいちょうして後のち、ある日ひのこと、同胞どうほうの所ところに出でて行いって、そのはげしい労役ろうえきを見みた。彼かれはひとりのエジプトびとが、同胞どうほうのひとりであるヘブルびとを打うつのを見みたので、 12左右さゆうを見みまわし、人ひとのいないのを見みて、そのエジプトびとを打うち殺ころし、これを砂すなの中なかに隠かくした。 13次つぎの日ひまた出でて行いって、ふたりのヘブルびとが互たがいに争あらそっているのを見み、悪わるい方ほうの男おとこに言いった、「あなたはなぜ、あなたの友ともを打うつのですか」。 14彼かれは言いった、「だれがあなたを立たてて、われわれのつかさ、また裁判人さいばんにんとしたのですか。エジプトびとを殺ころしたように、あなたはわたしを殺ころそうと思おもうのですか」。モーセは恐おそれた。そしてあの事ことがきっと知しれたのだと思おもった。 15パロはこの事ことを聞きいて、モーセを殺ころそうとした。
    


    
      しかしモーセはパロの前まえをのがれて、ミデヤンの地ちに行いき、井戸いどのかたわらに座ざしていた。 16さて、ミデヤンの祭司さいしに七人にんの娘むすめがあった。彼女かのじょたちはきて水みずをくみ、水槽すいそうにみたして父ちちの羊ひつじの群むれに飲のませようとしたが、 17羊飼ひつじかいたちがきて彼女かのじょらを追おい払はらったので、モーセは立たち上あがって彼女かのじょたちを助たすけ、その羊ひつじの群むれに水みずを飲のませた。 18彼女かのじょたちが父ちちリウエルのところに帰かえった時とき、父ちちは言いった、「きょうは、どうして、こんなに早はやく帰かえってきたのか」。 19彼女かのじょたちは言いった、「ひとりのエジプトびとが、わたしたちを羊飼ひつじかいたちの手てから助たすけ出だし、そのうえ、水みずをたくさんくんで、羊ひつじの群むれに飲のませてくれたのです」。 20彼かれは娘むすめたちに言いった、「そのかたはどこにおられるか。なぜ、そのかたをおいてきたのか。呼よんできて、食事しょくじをさしあげなさい」。 21モーセがこの人ひとと共ともにおることを好このんだので、彼かれは娘むすめのチッポラを妻つまとしてモーセに与あたえた。 22彼女かのじょが男おとこの子こを産うんだので、モーセはその名なをゲルショムと名なづけた。「わたしは外国がいこくに寄留者きりゅうしゃとなっている」と言いったからである。
    


    
      23多おおくの日ひを経へて、エジプトの王おうは死しんだ。イスラエルの人々ひとびとは、その苦役くえきの務つとめのゆえにうめき、また叫さけんだが、その苦役くえきのゆえの叫さけびは神かみに届とどいた。 24神かみは彼かれらのうめきを聞きき、神かみはアブラハム、イサク、ヤコブとの契約けいやくを覚おぼえ、 25神かみはイスラエルの人々ひとびとを顧かえりみ、神かみは彼かれらをしろしめされた。
    

  


  


  
    第三章


    
      1モーセは妻つまの父ちち、ミデヤンの祭司さいしエテロの羊ひつじの群むれを飼かっていたが、その群むれを荒野あらのの奥おくに導みちびいて、神かみの山やまホレブにきた。 2ときに主しゅの使つかいは、しばの中なかの炎ほのおのうちに彼かれに現あらわれた。彼かれが見みると、しばは火ひに燃もえているのに、そのしばはなくならなかった。 3モーセは言いった、「行いってこの大おおきな見みものを見み、なぜしばが燃もえてしまわないかを知しろう」。 4主しゅは彼かれがきて見定みさだめようとするのを見み、神かみはしばの中なかから彼かれを呼よんで、「モーセよ、モーセよ」と言いわれた。彼かれは「ここにいます」と言いった。 5神かみは言いわれた、「ここに近ちかづいてはいけない。足あしからくつを脱ぬぎなさい。あなたが立たっているその場所ばしょは聖せいなる地ちだからである」。 6また言いわれた、「わたしは、あなたの先祖せんぞの神かみ、アブラハムの神かみ、イサクの神かみ、ヤコブの神かみである」。モーセは神かみを見みることを恐おそれたので顔かおを隠かくした。
    


    
      7主しゅはまた言いわれた、「わたしは、エジプトにいるわたしの民たみの悩なやみを、つぶさに見み、また追おい使つかう者もののゆえに彼かれらの叫さけぶのを聞きいた。わたしは彼かれらの苦くるしみを知しっている。 8わたしは下くだって、彼かれらをエジプトびとの手てから救すくい出だし、これをかの地ちから導みちびき上のぼって、良よい広ひろい地ち、乳ちちと蜜みつの流ながれる地ち、すなわちカナンびと、ヘテびと、アモリびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとのおる所ところに至いたらせようとしている。 9いまイスラエルの人々ひとびとの叫さけびがわたしに届とどいた。わたしはまたエジプトびとが彼かれらをしえたげる、そのしえたげを見みた。 10さあ、わたしは、あなたをパロにつかわして、わたしの民たみ、イスラエルの人々ひとびとをエジプトから導みちびき出ださせよう」。 11モーセは神かみに言いった、「わたしは、いったい何者なにものでしょう。わたしがパロのところへ行いって、イスラエルの人々ひとびとをエジプトから導みちびき出だすのでしょうか」。 12神かみは言いわれた、「わたしは必かならずあなたと共ともにいる。これが、わたしのあなたをつかわしたしるしである。あなたが民たみをエジプトから導みちびき出だしたとき、あなたがたはこの山やまで神かみに仕つかえるであろう」。
    


    
      13モーセは神かみに言いった、「わたしがイスラエルの人々ひとびとのところへ行いって、彼かれらに『あなたがたの先祖せんぞの神かみが、わたしをあなたがたのところへつかわされました』と言いうとき、彼かれらが『その名なはなんというのですか』とわたしに聞きくならば、なんと答こたえましょうか」。 14神かみはモーセに言いわれた、「わたしは、有あって有ある者もの」。また言いわれた、「イスラエルの人々ひとびとにこう言いいなさい、『「わたしは有ある」というかたが、わたしをあなたがたのところへつかわされました』と」。 15神かみはまたモーセに言いわれた、「イスラエルの人々ひとびとにこう言いいなさい『あなたがたの先祖せんぞの神かみ、アブラハムの神かみ、イサクの神かみ、ヤコブの神かみである主しゅが、わたしをあなたがたのところへつかわされました』と。これは永遠えいえんにわたしの名な、これは世々よよのわたしの呼よび名なである。 16あなたは行いって、イスラエルの長老ちょうろうたちを集あつめて言いいなさい、『あなたがたの先祖せんぞの神かみ、アブラハム、イサク、ヤコブの神かみである主しゅは、わたしに現あらわれて言いわれました、「わたしはあなたがたを顧かえりみ、あなたがたがエジプトでされている事ことを確たしかに見みた。 17それでわたしはあなたがたを、エジプトの悩なやみから導みちびき出だして、カナンびと、ヘテびと、アモリびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの地ち、乳ちちと蜜みつの流ながれる地ちへ携たずさえ上のぼろうと決心けっしんした」と』。 18彼かれらはあなたの声こえに聞きき従したがうであろう。あなたはイスラエルの長老ちょうろうたちと一緒いっしょにエジプトの王おうのところへ行いって言いいなさい、『ヘブルびとの神かみ、主しゅがわたしたちに現あらわれられました。それで、わたしたちを、三日かの道みちのりほど荒野あらのに行いかせて、わたしたちの神かみ、主しゅに犠牲ぎせいをささげることを許ゆるしてください』と。 19しかし、エジプトの王おうは強つよい手てをもって迫せまらなければ、あなたがたを行いかせないのをわたしは知しっている。 20それで、わたしは手てを伸のべて、エジプトのうちに行おこなおうとする、さまざまの不思議ふしぎをもってエジプトを打うとう。その後のちに彼かれはあなたがたを去さらせるであろう。 21わたしはこの民たみにエジプトびとの好意こういを得えさせる。あなたがたは去さるときに、むなし手てで去さってはならない。 22女おんなはみな、その隣となりの女おんなと、家いえに宿やどっている女おんなに、銀ぎんの飾かざり、金きんの飾かざり、また衣服いふくを求もとめなさい。そしてこれらを、あなたがたのむすこ、娘むすめに着つけさせなさい。このようにエジプトびとのものを奪うばい取とりなさい」。
    

  


  


  
    第四章


    
      1モーセは言いった、「しかし、彼かれらはわたしを信しんぜず、またわたしの声こえに聞きき従したがわないで言いうでしょう、『主しゅはあなたに現あらわれなかった』と」。 2主しゅは彼かれに言いわれた、「あなたの手てにあるそれは何なにか」。彼かれは言いった、「つえです」。 3また言いわれた、「それを地ちに投なげなさい」。彼かれがそれを地ちに投なげると、へびになったので、モーセはその前まえから身みを避さけた。 4主しゅはモーセに言いわれた、「あなたの手てを伸のばして、その尾おを取とりなさい。——そこで手てを伸のばしてそれを取とると、手てのなかでつえとなった。—— 5これは、彼かれらの先祖せんぞたちの神かみ、アブラハムの神かみ、イサクの神かみ、ヤコブの神かみである主しゅが、あなたに現あらわれたのを、彼かれらに信しんじさせるためである」。 6主しゅはまた彼かれに言いわれた、「あなたの手てをふところに入いれなさい」。彼かれが手てをふところに入いれ、それを出だすと、手ては、らい病びょうにかかって、雪ゆきのように白しろくなっていた。 7主しゅは言いわれた、「手てをふところにもどしなさい」。彼かれは手てをふところにもどし、それをふところから出だして見みると、回復かいふくして、もとの肉にくのようになっていた。 8主しゅは言いわれた、「彼かれらがもしあなたを信しんぜず、また初はじめのしるしを認みとめないならば、後のちのしるしは信しんじるであろう。 9彼かれらがもしこの二つのしるしをも信しんぜず、あなたの声こえに聞きき従したがわないならば、あなたはナイル川かわの水みずを取とって、かわいた地ちに注そそぎなさい。あなたがナイル川かわから取とった水みずは、かわいた地ちで血ちとなるであろう」。
    


    
      10モーセは主しゅに言いった、「ああ主しゅよ、わたしは以前いぜんにも、またあなたが、しもべに語かたられてから後のちも、言葉ことばの人ひとではありません。わたしは口くちも重おもく、舌したも重おもいのです」。 11主しゅは彼かれに言いわれた、「だれが人ひとに口くちを授さづけたのか。おし、耳みみしい、目めあき、目めしいにだれがするのか。主しゅなるわたしではないか。 12それゆえ行いきなさい。わたしはあなたの口くちと共ともにあって、あなたの言いうべきことを教おしえるであろう」。 13モーセは言いった、「ああ、主しゅよ、どうか、ほかの適当てきとうな人ひとをおつかわしください」。 14そこで、主しゅはモーセにむかって怒いかりを発はっして言いわれた、「あなたの兄弟きょうだいレビびとアロンがいるではないか。わたしは彼かれが言葉ことばにすぐれているのを知しっている。見みよ、彼かれはあなたに会あおうとして出でてきている。彼かれはあなたを見みて心こころに喜よろこぶであろう。 15あなたは彼かれに語かたって言葉ことばをその口くちに授さづけなさい。わたしはあなたの口くちと共ともにあり、彼かれの口くちと共ともにあって、あなたがたのなすべきことを教おしえ、 16彼かれはあなたに代かわって民たみに語かたるであろう。彼かれはあなたの口くちとなり、あなたは彼かれのために、神かみに代かわるであろう。 17あなたはそのつえを手てに執とり、それをもって、しるしを行おこないなさい」。
    


    
      18モーセは妻つまの父ちちエテロのところに帰かえって彼かれに言いった、「どうかわたしを、エジプトにいる身みうちの者もののところに帰かえらせ、彼かれらがまだ生いきながらえているか、どうかを見みさせてください」。エテロはモーセに言いった、「安やすんじて行いきなさい」。 19主しゅはミデヤンでモーセに言いわれた、「エジプトに帰かえって行いきなさい。あなたの命いのちを求もとめた人々ひとびとはみな死しんだ」。 20そこでモーセは妻つまと子供こどもたちをとり、ろばに乗のせて、エジプトの地ちに帰かえった。モーセは手てに神かみのつえを執とった。
    


    
      21主しゅはモーセに言いわれた、「あなたがエジプトに帰かえったとき、わたしがあなたの手てに授さづけた不思議ふしぎを、みなパロの前まえで行おこないなさい。しかし、わたしが彼かれの心こころをかたくなにするので、彼かれは民たみを去さらせないであろう。 22あなたはパロに言いいなさい、『主しゅはこう仰おおせられる。イスラエルはわたしの子こ、わたしの長子ちょうしである。 23わたしはあなたに言いう。わたしの子こを去さらせて、わたしに仕つかえさせなさい。もし彼かれを去さらせるのを拒こばむならば、わたしはあなたの子こ、あなたの長子ちょうしを殺ころすであろう』と」。
    


    
      24さてモーセが途中とちゅうで宿やどっている時とき、主しゅは彼かれに会あって彼かれを殺ころそうとされた。 25その時ときチッポラは火打ひうち石いしの小刀こがたなを取とって、その男おとこの子この前まえの皮かわを切きり、それをモーセの足あしにつけて言いった、「あなたはまことに、わたしにとって血ちの花婿はなむこです」。 26そこで、主しゅはモーセをゆるされた。この時とき「血ちの花婿はなむこです」とチッポラが言いったのは割礼かつれいのゆえである。
    


    
      27主しゅはアロンに言いわれた、「荒野あらのに行いってモーセに会あいなさい」。彼かれは行いって神かみの山やまでモーセに会あい、これに口くちづけした。 28モーセは自分じぶんをつかわされた主しゅのすべての言葉ことばと、命めいじられたすべてのしるしをアロンに告つげた。 29そこでモーセとアロンは行いってイスラエルの人々ひとびとの長老ちょうろうたちをみな集あつめた。 30そしてアロンは主しゅがモーセに語かたられた言葉ことばを、ことごとく告つげた。また彼かれは民たみの前まえでしるしを行おこなったので、 31民たみは信しんじた。彼かれらは主しゅがイスラエルの人々ひとびとを顧かえりみ、その苦くるしみを見みられたのを聞きき、伏ふして礼拝れいはいした。
    

  


  


  
    第五章


    
      1その後のち、モーセとアロンは行いってパロに言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅはこう言いわれる、『わたしの民たみを去さらせ、荒野あらので、わたしのために祭まつりをさせなさい』と」。 2パロは言いった、「主しゅとはいったい何者なにものか。わたしがその声こえに聞きき従したがってイスラエルを去さらせなければならないのか。わたしは主しゅを知しらない。またイスラエルを去さらせはしない」。 3彼かれらは言いった、「ヘブルびとの神かみがわたしたちに現あらわれました。どうか、わたしたちを三日かの道みちのりほど荒野あらのに行いかせ、わたしたちの神かみ、主しゅに犠牲ぎせいをささげさせてください。そうしなければ主しゅは疫病えきびょうか、つるぎをもって、わたしたちを悩なやまされるからです」。 4エジプトの王おうは彼かれらに言いった、「モーセとアロンよ、あなたがたは、なぜ民たみに働はたらきをやめさせようとするのか。自分じぶんの労役ろうえきにつくがよい」。 5パロはまた言いった、「見みよ、今いまや土民どみんの数かずは多おおい。しかも、あなたがたは彼かれらに労役ろうえきを休やすませようとするのか」。 6その日ひ、パロは民たみを追おい使つかう者ものと、民たみのかしらたちに命めいじて言いった、 7「あなたがたは、れんがを作つくるためのわらを、もはや、今いままでのように、この民たみに与あたえてはならない。彼かれらに自分じぶんで行いって、わらを集あつめさせなさい。 8また前まえに作つくっていた、れんがの数かずどおりに彼かれらに作つくらせ、それを減へらしてはならない。彼かれらはなまけ者ものだ。それだから、彼かれらは叫さけんで、『行いってわたしたちの神かみに犠牲ぎせいをささげさせよ』と言いうのだ。 9この人々ひとびとの労役ろうえきを重おもくして、働はたらかせ、偽いつわりの言葉ことばに心こころを寄よせさせぬようにしなさい」。
    


    
      10そこで民たみを追おい使つかう者ものたちと、民たみのかしらたちは出でて行いって、民たみに言いった、「パロはこう仰おおせられる、『あなたがたに、わらは与あたえない。 11自分じぶんで行いって、見みつかる所ところから、わらを取とって来くるがよい。しかし働はたらきは少すこしも減へらしてはならない』と」。 12そこで民たみはエジプトの全ぜん地ちに散ちって、わらのかわりに、刈かり株かぶを集あつめた。 13追おい使つかう者ものたちは、彼かれらをせき立たてて言いった、「わらがあった時ときと同おなじように、あなたがたの働はたらきの、日ひごとの分ぶんを仕上しあげなければならない」。 14パロの追おい使つかう者ものたちがイスラエルの人々ひとびとの上うえに立たてたかしらたちは、打うたれて、「なぜ、あなたがたは、れんが作つくりの仕事しごとを、きょうも、前まえのように仕上しあげないのか」と言いわれた。
    


    
      15そこで、イスラエルの人々ひとびとのかしらたちはパロのところに行いき、叫さけんで言いった、「あなたはなぜ、しもべどもにこんなことをなさるのですか。 16しもべどもは、わらを与あたえられず、しかも彼かれらはわたしたちに、『れんがは作つくれ』と言いうのです。その上うえ、しもべどもは打うたれています。罪つみはあなたの民たみにあるのです」。 17パロは言いった、「あなたがたは、なまけ者ものだ、なまけ者ものだ。それだから、『行いって、主しゅに犠牲ぎせいをささげさせよ』と言いうのだ。 18さあ、行いって働はたらきなさい。わらは与あたえないが、なおあなたがたは定さだめた数かずのれんがを納おさめなければならない」。 19イスラエルの人々ひとびとのかしらたちは、「れんがの日ひごとの分ぶんを減へらしてはならない」と言いわれたので、悪わるい事態じたいになったことを知しった。 20彼かれらがパロを離はなれて出でてきた時とき、彼かれらに会あおうとして立たっていたモーセとアロンに会あったので、 21彼かれらに言いった、「主しゅがあなたがたをごらんになって、さばかれますように。あなたがたは、わたしたちをパロとその家来けらいたちにきらわせ、つるぎを彼かれらの手てに渡わたして、殺ころさせようとしておられるのです」。
    


    
      22モーセは主しゅのもとに帰かえって言いった、「主しゅよ、あなたは、なぜこの民たみをひどい目めにあわされるのですか。なんのためにわたしをつかわされたのですか。 23わたしがパロのもとに行いって、あなたの名なによって語かたってからこのかた、彼かれはこの民たみをひどい目めにあわせるばかりです。また、あなたは、すこしもあなたの民たみを救すくおうとなさいません」。
    

  


  


  
    第六章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、「今いま、あなたは、わたしがパロに何なにをしようとしているかを見みるであろう。すなわちパロは強つよい手てにしいられて、彼かれらを去さらせるであろう。否いな、彼かれは強つよい手てにしいられて、彼かれらを国くにから追おい出だすであろう」。
    


    
      2神かみはモーセに言いわれた、「わたしは主しゅである。 3わたしはアブラハム、イサク、ヤコブには全能ぜんのうの神かみとして現あらわれたが、主しゅという名なでは、自分じぶんを彼かれらに知しらせなかった。 4わたしはまたカナンの地ち、すなわち彼かれらが寄留きりゅうしたその寄留きりゅうの地ちを、彼かれらに与あたえるという契約けいやくを彼かれらと立たてた。 5わたしはまた、エジプトびとが奴隷どれいとしているイスラエルの人々ひとびとのうめきを聞きいて、わたしの契約けいやくを思おもい出だした。 6それゆえ、イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『わたしは主しゅである。わたしはあなたがたをエジプトびとの労役ろうえきの下したから導みちびき出だし、奴隷どれいの務つとめから救すくい、また伸のべた腕うでと大おおいなるさばきをもって、あなたがたをあがなうであろう。 7わたしはあなたがたを取とってわたしの民たみとし、わたしはあなたがたの神かみとなる。わたしがエジプトびとの労役ろうえきの下したからあなたがたを導みちびき出だすあなたがたの神かみ、主しゅであることを、あなたがたは知しるであろう。 8わたしはアブラハム、イサク、ヤコブに与あたえると手てを挙あげて誓ちかったその地ちにあなたがたをはいらせ、それを所有しょゆうとして、与あたえるであろう。わたしは主しゅである』と」。 9モーセはこのようにイスラエルの人々ひとびとに語かたったが、彼かれらは心こころの痛いたみと、きびしい奴隷どれいの務つとめのゆえに、モーセに聞きき従したがわなかった。
    


    
      10さて主しゅはモーセに言いわれた、 11「エジプトの王おうパロのところに行いって、彼かれがイスラエルの人々ひとびとをその国くにから去さらせるように話はなしなさい」。 12モーセは主しゅにむかって言いった、「イスラエルの人々ひとびとでさえ、わたしの言いうことを聞きかなかったのに、どうして、くちびるに割礼かつれいのないわたしの言いうことを、パロが聞きき入いれましょうか」。 13しかし、主しゅはモーセとアロンに語かたって、イスラエルの人々ひとびとと、エジプトの王おうパロのもとに行いかせ、イスラエルの人々ひとびとをエジプトの地ちから導みちびき出だせと命めいじられた。
    


    
      14彼かれらの先祖せんぞの家いえの首長しゅちょうたちは次つぎのとおりである。すなわちイスラエルの長子ちょうしルベンの子こらはハノク、パル、ヘヅロン、カルミで、これらはルベンの一族いちぞくである。 15シメオンの子こらはエムエル、ヤミン、オハデ、ヤキン、ゾハル、およびカナンの女おんなから生うまれたシャウルで、これらはシメオンの一族いちぞくである。 16レビの子こらの名なは、その世代せだいに従したがえば、ゲルション、コハテ、メラリで、レビの一生いっしょうは百三十七年ねんであった。 17ゲルションの子こらの一族いちぞくはリブニとシメイである。 18コハテの子こらはアムラム、イヅハル、ヘブロン、ウジエルで、コハテの一生いっしょうは百三十三年ねんであった。 19メラリの子こらはマヘリとムシである。これらはその世代せだいによるレビの一族いちぞくである。 20アムラムは父ちちの妹いもうとヨケベデを妻つまとしたが、彼女かのじょはアロンとモーセを彼かれに産うんだ。アムラムの一生いっしょうは百三十七年ねんであった。 21イヅハルの子こらはコラ、ネペグ、ジクリである。 22ウジエルの子こらはミサエル、エルザパン、シテリである。 23アロンはナションの姉妹しまい、アミナダブの娘むすめエリセバを妻つまとした。エリセバは彼かれにナダブ、アビウ、エレアザル、イタマルを産うんだ。 24コラの子こらはアッシル、エルカナ、アビアサフで、これらはコラびとの一族いちぞくである。 25アロンの子こエレアザルはプテエルの娘むすめのひとりを妻つまとした。彼女かのじょはピネハスを彼かれに産うんだ。これらは、その一族いちぞくによるレビびとの先祖せんぞの家いえの首長しゅちょうたちである。
    


    
      26主しゅが、「イスラエルの人々ひとびとをその軍団ぐんだんに従したがって、エジプトの地ちから導みちびき出だしなさい」と言いわれたのは、このアロンとモーセである。 27彼かれらはイスラエルの人々ひとびとをエジプトから導みちびき出だすことについて、エジプトの王おうパロに語かたったもので、すなわちこのモーセとアロンである。
    


    
      28主しゅがエジプトの地ちでモーセに語かたられた日ひに、 29主しゅはモーセに言いわれた、「わたしは主しゅである。わたしがあなたに語かたることは、みなエジプトの王おうパロに語かたりなさい」。 30しかしモーセは主しゅにむかって言いった、「ごらんのとおり、わたしは、くちびるに割礼かつれいのない者ものです。パロがどうしてわたしの言いうことを聞ききいれましょうか」。
    

  


  


  
    第七章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、「見みよ、わたしはあなたをパロに対たいして神かみのごときものとする。あなたの兄弟きょうだいアロンはあなたの預言者よげんしゃとなるであろう。 2あなたはわたしが命めいじることを、ことごとく彼かれに告つげなければならない。そしてあなたの兄弟きょうだいアロンはパロに告つげて、イスラエルの人々ひとびとをその国くにから去さらせるようにさせなければならない。 3しかし、わたしはパロの心こころをかたくなにするので、わたしのしるしと不思議ふしぎをエジプトの国くにに多おおく行おこなっても、 4パロはあなたがたの言いうことを聞きかないであろう。それでわたしは手てをエジプトの上うえに加くわえ、大おおいなるさばきをくだして、わたしの軍団ぐんだん、わたしの民たみイスラエルの人々ひとびとを、エジプトの国くにから導みちびき出だすであろう。 5わたしが手てをエジプトの上うえにさし伸のべて、イスラエルの人々ひとびとを彼かれらのうちから導みちびき出だす時とき、エジプトびとはわたしが主しゅであることを知しるようになるであろう」。 6モーセとアロンはそのように行おこなった。すなわち主しゅが彼かれらに命めいじられたように行おこなった。 7彼かれらがパロと語かたった時とき、モーセは八十歳さい、アロンは八十三歳さいであった。
    


    
      8主しゅはモーセとアロンに言いわれた、 9「パロがあなたがたに、『不思議ふしぎをおこなって証拠しょうこを示しめせ』と言いう時とき、あなたはアロンに言いいなさい、『あなたのつえを取とって、パロの前まえに投なげなさい』と。するとそれはへびになるであろう」。 10それで、モーセとアロンはパロのところに行いき、主しゅの命めいじられたとおりにおこなった。すなわちアロンはそのつえを、パロとその家来けらいたちの前まえに投なげると、それはへびになった。 11そこでパロもまた知者ちしゃと魔法使まほうつかいを召めし寄よせた。これらのエジプトの魔術まじゅつ師しらもまた、その秘術ひじゅつをもって同おなじように行おこなった。 12すなわち彼かれらは、おのおのそのつえを投なげたが、それらはへびになった。しかし、アロンのつえは彼かれらのつえを、のみつくした。 13けれども、パロの心こころはかたくなになって、主しゅの言いわれたように、彼かれらの言いうことを聞きかなかった。
    


    
      14主しゅはモーセに言いわれた、「パロの心こころはかたくなで、彼かれは民たみを去さらせることを拒こばんでいる。 15あなたは、あすの朝あさ、パロのところに行いきなさい。見みよ、彼かれは水みずのところに出でている。あなたは、へびに変かわったあのつえを手てに執とり、ナイル川かわの岸きしに立たって彼かれに会あい、 16そして彼かれに言いいなさい、『ヘブルびとの神かみ、主しゅがわたしをあなたにつかわして言いわれます、「わたしの民たみを去さらせ、荒野あらので、わたしに仕つかえるようにさせよ」と。しかし今いまもなお、あなたが聞ききいれようとされないので、 17主しゅはこう仰おおせられます、「これによってわたしが主しゅであることを、あなたは知しるでしょう。見みよ、わたしが手てにあるつえでナイル川かわの水みずを打うつと、それは血ちに変かわるであろう。 18そして川かわの魚うおは死しに、川かわは臭くさくなり、エジプトびとは川かわの水みずを飲のむことをいとうであろう」』と」。 19主しゅはまたモーセに言いわれた、「あなたはアロンに言いいなさい、『あなたのつえを執とって、手てをエジプトの水みずの上うえ、川かわの上うえ、流ながれの上うえ、池いけの上うえ、またそのすべての水みずたまりの上うえにさし伸のべて、それを血ちにならせなさい。エジプト全国ぜんこくにわたって、木きの器うつわ、石いしの器うつわにも、血ちがあるようになるでしょう』と」。
    


    
      20モーセとアロンは主しゅの命めいじられたようにおこなった。すなわち、彼かれはパロとその家来けらいたちの目めの前まえで、つえをあげてナイル川かわの水みずを打うつと、川かわの水みずは、ことごとく血ちに変かわった。 21それで川かわの魚うおは死しに、川かわは臭くさくなり、エジプトびとは川かわの水みずを飲のむことができなくなった。そしてエジプト全国ぜんこくにわたって血ちがあった。 22エジプトの魔術まじゅつ師しらも秘術ひじゅつをもって同おなじようにおこなった。しかし、主しゅの言いわれたように、パロの心こころはかたくなになり、彼かれらの言いうことを聞きかなかった。 23パロは身みをめぐらして家いえに入いり、またこのことをも心こころに留とめなかった。 24すべてのエジプトびとはナイル川かわの水みずが飲のめなかったので、飲のむ水みずを得えようと、川かわのまわりを掘ほった。 25主しゅがナイル川かわを打うたれてのち七日なぬかを経へた。
    

  


  


  
    第八章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、「あなたはパロのところに行いって言いいなさい、『主しゅはこう仰おおせられます、「わたしの民たみを去さらせて、わたしに仕つかえさせなさい。 2しかし、去さらせることを拒こばむならば、見みよ、わたしは、かえるをもって、あなたの領土りょうどを、ことごとく撃うつであろう。 3ナイル川かわにかえるが群むらがり、のぼって、あなたの家いえ、あなたの寝室しんしつにはいり、寝台しんだいにのぼり、あなたの家来けらいと民たみの家いえにはいり、またあなたのかまどや、こね鉢はちにはいり、 4あなたと、あなたの民たみと、すべての家来けらいのからだに、はい上あがるであろう」と』」。 5主しゅはモーセに言いわれた、「あなたはアロンに言いいなさい、『つえを持もって、手てを川かわの上うえ、流ながれの上うえ、、池いけの上うえにさし伸のべ、かえるをエジプトの地ちにのぼらせなさい』と」。 6アロンが手てをエジプトの水みずの上うえにさし伸のべたので、かえるはのぼってエジプトの地ちをおおった。 7魔術まじゅつ師しらも秘術ひじゅつをもって同おなじように行おこない、かえるをエジプトの地ちにのぼらせた。
    


    
      8パロはモーセとアロンを召めして言いった、「かえるをわたしと、わたしの民たみから取とり去さるように主しゅに願ねがってください。そのときわたしはこの民たみを去さらせて、主しゅに犠牲ぎせいをささげさせるでしょう」。 9モーセはパロに言いった、「あなたと、あなたの家来けらいと、あなたの民たみのために、わたしがいつ願ねがって、このかえるを、あなたとあなたの家いえから断たって、ナイル川かわだけにとどまらせるべきか、きめてください」。 10パロは言いった、「明日みょうにち」。モーセは言いった、「仰おおせのとおりになって、わたしたちの神かみ、主しゅに並ならぶもののないことを、あなたが知しられますように。 11そして、かえるはあなたと、あなたの家いえと、あなたの家来けらいと、あなたの民たみを離はなれてナイル川かわにだけとどまるでしょう」。 12こうしてモーセとアロンはパロを離はなれて出でた。モーセは主しゅがパロにつかわされたかえるの事ことについて、主しゅに呼よび求もとめたので、 13主しゅはモーセのことばのようにされ、かえるは家いえから、庭にわから、また畑はたけから死しに絶たえた。 14これをひと山やまひと山やまに積つんだので、地ちは臭くさくなった。 15ところがパロは息いきつくひまのできたのを見みて、主しゅが言いわれたように、その心こころをかたくなにして彼かれらの言いうことを聞きかなかった。
    


    
      16主しゅはモーセに言いわれた、「あなたはアロンに言いいなさい、『あなたのつえをさし伸のべて地ちのちりを打うち、それをエジプトの全国ぜんこくにわたって、ぶよとならせなさい』と」。 17彼かれらはそのように行おこなった。すなわちアロンはそのつえをとって手てをさし伸のべ、地ちのちりを打うったので、ぶよは人ひとと家畜かちくについた。すなわち、地ちのちりはみなエジプトの全国ぜんこくにわたって、ぶよとなった。 18魔術まじゅつ師しらも秘術ひじゅつをもって同おなじように行おこない、ぶよを出だそうとしたが、彼かれらにはできなかった。ぶよが人ひとと家畜かちくについたので、 19魔術まじゅつ師しらはパロに言いった、「これは神かみの指ゆびです」。しかし主しゅの言いわれたように、パロの心こころはかたくなになって、彼かれらのいうことを聞きかなかった。
    


    
      20主しゅはモーセに言いわれた、「あなたは朝あさ早はやく起おきてパロの前まえに立たちなさい。ちょうど彼かれは水みずのところに出でているから彼かれに言いいなさい、『主しゅはこう仰おおせられる、「わたしの民たみを去さらせて、わたしに仕つかえさせなさい。 21あなたがわたしの民たみを去さらせないならば、わたしは、あなたとあなたの家来けらいと、あなたの民たみとあなたの家いえとに、あぶの群むれをつかわすであろう。エジプトびとの家々いえいえは、あぶの群むれで満みち、彼かれらの踏ふむ地ちもまた、そうなるであろう。 22その日ひわたしは、わたしの民たみの住すむゴセンの地ちを区く別べっして、そこにあぶの群むれを入いれないであろう。国くにの中なかでわたしが主しゅであることをあなたが知しるためである。 23わたしはわたしの民たみとあなたの民たみの間あいだに区別くべつをおく。このしるしは、あす起おこるであろう」と』」。 24主しゅはそのようにされたので、おびただしいあぶが、パロの家いえと、その家来けらいの家いえと、エジプトの全国ぜんこくにはいってきて、地ちはあぶの群むれのために害がいをうけた。
    


    
      25そこで、パロはモーセとアロンを召めして言いった、「あなたがたは行いってこの国くにの内うちで、あなたがたの神かみに犠牲ぎせいをささげなさい」。 26モーセは言いった、「そうすることはできません。わたしたちはエジプトびとの忌いむものを犠牲ぎせいとして、わたしたちの神かみ、主しゅにささげるからです。もし、エジプトびとの目めの前まえで、彼かれらの忌いむものを犠牲ぎせいにささげるならば、彼かれらはわたしたちを石いしで打うたないでしょうか。 27わたしたちは三日かの道みちのりほど、荒野あらのにはいって、わたしたちの神かみ、主しゅに犠牲ぎせいをささげ、主しゅがわたしたちに命めいじられるようにしなければなりません」。 28パロは言いった、「わたしはあなたがたを去さらせ、荒野あらので、あなたがたの神かみ、主しゅに犠牲ぎせいをささげさせよう。ただあまり遠とおくへ行いってはならない。わたしのために祈願きがんしなさい」。 29モーセは言いった、「わたしはあなたのもとから出でて行いって主しゅに祈願きがんしましょう。あすあぶの群むれがパロと、その家来けらいと、その民たみから離はなれるでしょう。ただパロはまた欺あざむいて、民たみが主しゅに犠牲ぎせいをささげに行いくのをとめないようにしてください」。 30こうしてモーセはパロのもとを出でて、主しゅに祈願きがんしたので、 31主しゅはモーセの言葉ことばのようにされた。すなわち、あぶの群むれをパロと、その家来けらいと、その民たみから取とり去さられたので、一つも残のこらなかった。 32しかしパロはこんどもまた、その心こころをかたくなにして民たみを去さらせなかった。
    

  


  


  
    第九章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、「パロのもとに行いって、彼かれに言いいなさい、『ヘブルびとの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、「わたしの民たみを去さらせて、わたしに仕つかえさせなさい。 2あなたがもし彼かれらを去さらせることを拒こばんで、なお彼かれらを留とめおくならば、 3主しゅの手ては最もっとも激はげしい疫病えきびょうをもって、野のにいるあなたの家畜かちく、すなわち馬うま、ろば、らくだ、牛うし、羊ひつじの上うえに臨のぞむであろう。 4しかし、主しゅはイスラエルの家畜かちくと、エジプトの家畜かちくを区別くべつされ、すべてイスラエルの人々ひとびとに属ぞくするものには一頭とうも死しぬものがないであろう」と』」。 5主しゅは、また、時ときを定さだめて仰おおせられた、「あす、主しゅはこのことを国くにに行おこなうであろう」。 6あくる日ひ、主しゅはこのことを行おこなわれたので、エジプトびとの家畜かちくはみな死しんだ。しかし、イスラエルの人々ひとびとの家畜かちくは一頭とうも死しななかった。 7パロは人ひとをつかわして見みさせたが、イスラエルの家畜かちくは一頭とうも死しんでいなかった。それでもパロの心こころはかたくなで、民たみを去さらせなかった。
    


    
      8主しゅはモーセとアロンに言いわれた、「あなたがたは、かまどのすすを両りょう手ていっぱい取とり、それをモーセはパロの目めの前まえで天てんにむかって、まき散ちらしなさい。 9それはエジプトの全国ぜんこくにわたって、細こまかいちりとなり、エジプト全国ぜんこくで人ひとと獣けものに付ついて、うみの出でるはれものとなるであろう」。 10そこで彼かれらは、かまどのすすを取とってパロの前まえに立たち、モーセは天てんにむかってこれをまき散ちらしたので、人ひとと獣けものに付ついて、うみの出でるはれものとなった。 11魔術まじゅつ師しらは、はれもののためにモーセの前まえに立たつことができなかった。はれものが魔術まじゅつ師しらと、すべてのエジプトびとに生しょうじたからである。 12しかし、主しゅはパロの心こころをかたくなにされたので、彼かれは主しゅがモーセに語かたられたように、彼かれらの言いうことを聞きかなかった。
    


    
      13主しゅはまたモーセに言いわれた、「朝あさ早はやく起おき、パロの前まえに立たって、彼かれに言いいなさい、『ヘブルびとの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、「わたしの民たみを去さらせて、わたしに仕つかえさせなさい。 14わたしは、こんどは、もろもろの災わざわいを、あなたと、あなたの家来けらいと、あなたの民たみにくだし、わたしに並ならぶものが全ぜん地ちにないことを知しらせるであろう。 15わたしがもし、手てをさし伸のべ、疫病えきびょうをもって、あなたと、あなたの民たみを打うっていたならば、あなたは地ちから断たち滅ほろぼされていたであろう。 16しかし、わたしがあなたをながらえさせたのは、あなたにわたしの力ちからを見みさせるため、そして、わたしの名なが全ぜん地ちに宣のべ伝つたえられるためにほかならない。 17それに、あなたはなお、わたしの民たみにむかって、おのれを高たかくし、彼かれらを去さらせようとしない。 18ゆえに、あすの今いまごろ、わたしは恐おそろしく大おおきな雹ひょうを降ふらせるであろう。それはエジプトの国くにが始はじまった日ひから今いままで、かつてなかったほどのものである。 19それゆえ、いま、人ひとをやって、あなたの家畜かちくと、あなたが野のにもっているすべてのものを、のがれさせなさい。人ひとも獣けものも、すべて野のにあって家いえに帰かえらないものは降ふる雹ひょうに打うたれて死しぬであろう」と』」。 20パロの家来けらいのうち、主しゅの言葉ことばをおそれる者ものは、そのしもべと家畜かちくを家いえにのがれさせたが、 21主しゅの言葉ことばを意いにとめないものは、そのしもべと家畜かちくを野のに残のこしておいた。
    


    
      22主しゅはモーセに言いわれた、「あなたの手てを天てんにむかってさし伸のべ、エジプトの全国ぜんこくにわたって、エジプトの地ちにいる人ひとと獣けものと畑はたけのすべての青物あおものの上うえに雹ひょうを降ふらせなさい」。 23モーセが天てんにむかってつえをさし伸のべると、主しゅは雷かみなりと雹ひょうをおくられ、火ひは地ちにむかって、はせ下くだった。こうして主しゅは、雹ひょうをエジプトの地ちに降ふらされた。 24そして雹ひょうが降ふり、雹ひょうの間あいだに火ひがひらめき渡わたった。雹ひょうは恐おそろしく大おおきく、エジプト全国ぜんこくには、国くにをなしてこのかた、かつてないものであった。 25雹ひょうはエジプト全国ぜんこくにわたって、すべて畑はたけにいる人ひとと獣けものを打うった。雹ひょうはまた畑はたけのすべての青物あおものを打うち、野ののもろもろの木きを折おり砕くだいた。 26ただイスラエルの人々ひとびとのいたゴセンの地ちには、雹ひょうが降ふらなかった。
    


    
      27そこで、パロは人ひとをつかわし、モーセとアロンを召めして言いった、「わたしはこんどは罪つみを犯おかした。主しゅは正ただしく、わたしと、わたしの民たみは悪わるい。 28主しゅに祈願きがんしてください。この雷かみなりと雹ひょうはもうじゅうぶんです。わたしはあなたがたを去さらせます。もはやとどまらなくてもよろしい」。 29モーセは彼かれに言いった、「わたしは町まちを出でると、すぐ、主しゅにむかってわたしの手てを伸のべひろげます。すると雷かみなりはやみ、雹ひょうはもはや降ふらなくなり、あなたは、地ちが主しゅのものであることを知しられましょう。 30しかし、あなたとあなたの家来けらいたちは、なお、神かみなる主しゅを恐おそれないことを、わたしは知しっています」。 31——亜麻あまと大麦おおむぎは打うち倒たおされた。大麦おおむぎは穂ほを出だし、亜麻あまは花はなが咲さいていたからである。 32小麦こむぎとスペルタ麦むぎはおくてであるため打うち倒たおされなかった。—— 33モーセはパロのもとを去さり、町まちを出でて、主しゅにむかって手てを伸のべひろげたので、雷かみなりと雹ひょうはやみ、雨あめは地ちに降ふらなくなった。 34ところがパロは雨あめと雹ひょうと雷かみなりがやんだのを見みて、またも罪つみを犯おかし、心こころをかたくなにした。彼かれも家来けらいも、そうであった。 35すなわちパロは心こころをかたくなにし、主しゅがモーセによって語かたられたように、イスラエルの人々ひとびとを去さらせなかった。
    

  


  


  
    第十章


    
      1そこで、主しゅはモーセに言いわれた、「パロのもとに行いきなさい。わたしは彼かれの心こころとその家来けらいたちの心こころをかたくなにした。これは、わたしがこれらのしるしを、彼かれらの中なかに行おこなうためである。 2また、わたしがエジプトびとをあしらったこと、また彼かれらの中なかにわたしが行おこなったしるしを、あなたがたが、子こや孫まごの耳みみに語かたり伝つたえるためである。そしてあなたがたは、わたしが主しゅであることを知しるであろう」。
    


    
      3モーセとアロンはパロのもとに行いって彼かれに言いった、「ヘブルびとの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、『いつまで、あなたは、わたしに屈伏くっぷくすることを拒こばむのですか。民たみを去さらせて、わたしに仕つかえさせなさい。 4もし、わたしの民たみを去さらせることを拒こばむならば、見みよ、あす、わたしはいなごを、あなたの領土りょうどにはいらせるであろう。 5それは地ちのおもてをおおい、人ひとが地ちを見みることもできないほどになるであろう。そして雹ひょうを免まぬかれて、残のこされているものを食くい尽つくし、野のにはえているあなたがたの木きをみな食くい尽つくすであろう。 6またそれはあなたの家いえとあなたのすべての家来けらいの家いえ、および、すべてのエジプトびとの家いえに満みちるであろう。このようなことは、あなたの父ちちたちも、また、祖父そふたちも、彼かれらが地上ちじょうにあった日ひから今日こんにちに至いたるまで、かつて見みたことのないものである』と」。そして彼かれは身みをめぐらして、パロのもとを出でて行いった。
    


    
      7パロの家来けらいたちは王おうに言いった、「いつまで、この人ひとはわれわれのわなとなるのでしょう。この人々ひとびとを去さらせ、彼かれらの神かみなる主しゅに仕つかえさせては、どうでしょう。エジプトが滅ほろびてしまうことに、まだ気きづかれないのですか」。 8そこで、モーセとアロンは、また、パロのもとに召めし出だされた。パロは彼かれらに言いった、「行いって、あなたがたの神かみ、主しゅに仕つかえなさい。しかし、行いくものはだれだれか」。 9モーセは言いった、「わたしたちは幼おさない者ものも、老おいた者ものも行いきます。むすこも娘むすめも携たずさえ、羊ひつじも牛うしも連つれて行いきます。わたしたちは主しゅの祭まつりを執とり行おこなわなければならないのですから」。 10パロは彼かれらに言いった、「万一まんいち、わたしが、あなたがたに子供こどもを連つれてまで去さらせるようなことがあれば、主しゅがあなたがたと共ともにいますがよい。あなたがたは悪わるいたくらみをしている。 11それはいけない。あなたがたは男おとこだけ行いって主しゅに仕つかえるがよい。それが、あなたがたの要求ようきゅうであった」。彼かれらは、ついにパロの前まえから追おい出だされた。
    


    
      12主しゅはモーセに言いわれた、「あなたの手てをエジプトの地ちの上うえにさし伸のべて、エジプトの地ちにいなごをのぼらせ、地ちのすべての青物あおもの、すなわち、雹ひょうが打うち残のこしたものを、ことごとく食たべさせなさい」。 13そこでモーセはエジプトの地ちの上うえに、つえをさし伸のべたので、主しゅは終日しゅうじつ、終夜しゅうや、東風ひがしかぜを地ちに吹ふかせられた。朝あさとなって、東風ひがしかぜは、いなごを運はこんできた。 14いなごはエジプト全国ぜんこくにのぞみ、エジプトの全ぜん領土りょうどにとどまり、その数かずがはなはだ多おおく、このようないなごは前まえにもなく、また後のちにもないであろう。 15いなごは地ちの全面ぜんめんをおおったので、地ちは暗くらくなった。そして地ちのすべての青物あおものと、雹ひょうの打うち残のこした木きの実みを、ことごとく食たべたので、エジプト全国ぜんこくにわたって、木きにも畑はたけの青物あおものにも、緑みどりの物ものとては何なにも残のこらなかった。 16そこで、パロは、急いそいでモーセとアロンを召めして言いった、「わたしは、あなたがたの神かみ、主しゅに対たいし、また、あなたがたに対たいして罪つみを犯おかしました。 17それで、どうか、もう一度どだけ、わたしの罪つみをゆるしてください。そしてあなたがたの神かみ、主しゅに祈願きがんして、ただ、この死しをわたしから離はなれさせてください」。 18そこで彼かれはパロのところから出でて、主しゅに祈願きがんしたので、 19主しゅは、はなはだ強つよい西風にしかぜに変かわらせ、いなごを吹ふき上あげて、これを紅海こうかいに追おいやられたので、エジプト全土ぜんどには一つのいなごも残のこらなかった。 20しかし、主しゅがパロの心こころをかたくなにされたので、彼かれはイスラエルの人々ひとびとを去さらせなかった。
    


    
      21主しゅはまたモーセに言いわれた、「天てんにむかってあなたの手てをさし伸のべ、エジプトの国くにに、くらやみをこさせなさい。そのくらやみは、さわれるほどである」。 22モーセが天てんにむかって手てをさし伸のべたので、濃こいくらやみは、エジプト全国ぜんこくに臨のぞみ三日かに及およんだ。 23三日かの間あいだ、人々ひとびとは互たがいに見みることもできず、まただれもその所ところから立たつ者ものもなかった。しかし、イスラエルの人々ひとびとには、みな、その住すむ所ところに光ひかりがあった。 24そこでパロはモーセを召めして言いった、「あなたがたは行いって主しゅに仕つかえなさい。あなたがたの子供こどもも連つれて行いってもよろしい。ただ、あなたがたの羊ひつじと牛うしは残のこして置おきなさい」。 25しかし、モーセは言いった、「あなたは、また、わたしたちの神かみ、主しゅにささげる犠牲ぎせいと燔祭はんさいの物ものをも、わたしたちにくださらなければなりません。 26わたしたちは家畜かちくも連つれて行いきます。ひずめ一つも残のこしません。わたしたちは、そのうちから取とって、わたしたちの神かみ、主しゅに仕つかえねばなりません。またわたしたちは、その場所ばしょに行いくまでは、何なにをもって、主しゅに仕つかえるべきかを知しらないからです」。 27けれども、主しゅがパロの心こころをかたくなにされたので、パロは彼かれらを去さらせようとしなかった。 28それでパロはモーセに言いった、「わたしの所ところから去さりなさい。心こころして、わたしの顔かおは二度どと見みてはならない。わたしの顔かおを見みる日ひには、あなたの命いのちはないであろう」。 29モーセは言いった、「よくぞ仰おおせられました。わたしは、二度どと、あなたの顔かおを見みないでしょう」。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、「わたしは、なお一つの災わざわいを、パロとエジプトの上うえにくだし、その後のち、彼かれはあなたがたをここから去さらせるであろう。彼かれが去さらせるとき、彼かれはあなたがたを、ことごとくここから追おい出だすであろう。 2あなたは民たみの耳みみに語かたって、男おとこは隣となりの男おとこから、女おんなは隣となりの女おんなから、それぞれ銀ぎんの飾かざり、金きんの飾かざりを請こい求もとめさせなさい」。 3主しゅは民たみにエジプトびとの好意こういを得えさせられた。またモーセその人ひとは、エジプトの国くにで、パロの家来けらいたちの目めと民たみの目めとに、はなはだ大おおいなるものと見みえた。
    


    
      4モーセは言いった、「主しゅはこう仰おおせられる、『真夜中まよなかごろ、わたしはエジプトの中なかへ出でて行いくであろう。 5エジプトの国くにのうちのういごは、位くらいに座ざするパロのういごをはじめ、ひきうすの後のちにいる、はしためのういごに至いたるまで、みな死しに、また家畜かちくのういごもみな死しぬであろう。 6そしてエジプト全国ぜんこくに大おおいなる叫さけびが起おこるであろう。このようなことはかつてなく、また、ふたたびないであろう』と。 7しかし、すべて、イスラエルの人々ひとびとにむかっては、人ひとにむかっても、獣けものにむかっても、犬いぬさえその舌したを鳴ならさないであろう。これによって主しゅがエジプトびととイスラエルびととの間あいだの区別くべつをされるのを、あなたがたは知しるであろう。 8これらのあなたの家来けらいたちは、みな、わたしのもとに下くだってきて、ひれ伏ふして言いうであろう、『あなたもあなたに従したがう民たみもみな出でて行いってください』と。その後のち、わたしは出でて行いきます」。彼かれは激はげしく怒いかってパロのもとから出でて行いった。 9主しゅはモーセに言いわれた、「パロはあなたがたの言いうことを聞きかないであろう。それゆえ、わたしはエジプトの国くにに不思議ふしぎを増まし加くわえるであろう」。
    


    
      10モーセとアロンは、すべてこれらの不思議ふしぎをパロの前まえに行いったが、主しゅがパロの心こころをかたくなにされたので、彼かれはイスラエルの人々ひとびとをその国くにから去さらせなかった。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1主しゅはエジプトの国くにで、モーセとアロンに告つげて言いわれた、 2「この月つきをあなたがたの初はじめの月つきとし、これを年としの正月しょうがつとしなさい。 3あなたがたはイスラエルの全ぜん会衆かいしゅうに言いいなさい、『この月つきの十日かにおのおの、その父ちちの家いえごとに小羊こひつじを取とらなければならない。すなわち、一家族かぞくに小羊こひつじ一頭とうを取とらなければならない。 4もし家族かぞくが少すくなくて一頭とうの小羊こひつじを食たべきれないときは、家いえのすぐ隣となりの人ひとと共ともに、人数にんずうに従したがって一頭とうを取とり、おのおの食たべるところに応おうじて、小羊こひつじを見計みはからわなければならない。 5小羊こひつじは傷きずのないもので、一歳さいの雄おすでなければならない。羊ひつじまたはやぎのうちから、これを取とらなければならない。 6そしてこの月つきの十四日かまで、これを守まもって置おき、イスラエルの会衆かいしゅうはみな、夕暮ゆうぐれにこれをほふり、 7その血ちを取とり、小羊こひつじを食しょくする家いえの入口いりぐちの二つの柱はしらと、かもいにそれを塗ぬらなければならない。 8そしてその夜よる、その肉にくを火ひに焼やいて食たべ、種たね入いれぬパンと苦にが菜なを添そえて食たべなければならない。 9生なまでも、水みずで煮にても、食たべてはならない。火ひに焼やいて、その頭あたまを足あしと内臓ないぞうと共ともに食たべなければならない。 10朝あさまでそれを残のこしておいてはならない。朝あさまで残のこるものは火ひで焼やきつくさなければならない。 11あなたがたは、こうして、それを食たべなければならない。すなわち腰こしを引ひきからげ、足あしにくつをはき、手てにつえを取とって、急いそいでそれを食たべなければならない。これは主しゅの過越すぎこしである。 12その夜よるわたしはエジプトの国くにを巡めぐって、エジプトの国くににおる人ひとと獣けものとの、すべてのういごを打うち、またエジプトのすべての神々かみがみに審判しんぱんを行おこなうであろう。わたしは主しゅである。 13その血ちはあなたがたのおる家々いえいえで、あなたがたのために、しるしとなり、わたしはその血ちを見みて、あなたがたの所ところを過すぎ越こすであろう。わたしがエジプトの国くにを撃うつ時とき、災わざわいが臨のぞんで、あなたがたを滅ほろぼすことはないであろう。
    


    
      14この日ひはあなたがたに記念きねんとなり、あなたがたは主しゅの祭まつりとしてこれを守まもり、代々よよ、永久えいきゅうの定さだめとしてこれを守まもらなければならない。 15七日なぬかの間あいだあなたがたは種たね入いれぬパンを食たべなければならない。その初はじめの日ひに家いえからパン種だねを取すり除のぞかなければならない。第だい一日にちから第だい七日にちまでに、種たねを入いれたパンを食たべる人ひとはみなイスラエルから断たたれるであろう。 16かつ、あなたがたは第だい一日にちに聖せい会かいを、また第だい七日にちに聖せい会かいを開ひらかなければならない。これらの日ひには、なんの仕事しごともしてはならない。ただ、おのおのの食たべものだけは作つくることができる。 17あなたがたは、種たね入いれぬパンの祭まつりを守まもらなければならない。ちょうど、この日ひ、わたしがあなたがたの軍勢ぐんぜいをエジプトの国くにから導みちびき出だしたからである。それゆえ、あなたがたは代々よよ、永久えいきゅうの定さだめとして、その日ひを守まもらなければならない。 18正月しょうがつに、その月つきの十四日かの夕方ゆうがたに、あなたがたは種たね入いれぬパンを食たべ、その月つきの二十一日にちの夕方ゆうがたまで続つづけなければならない。 19七日なぬかの間あいだ、家いえにパン種だねを置おいてはならない。種たねを入いれたものを食たべる者ものは、寄留きりゅうの他国たこく人じんであれ、国くにに生うまれた者ものであれ、すべて、イスラエルの会衆かいしゅうから断たたれるであろう。 20あなたがたは種たねを入いれたものは何なにも食たべてはならない。すべてあなたがたのすまいにおいて種たね入いれぬパンを食たべなければならない』」。
    


    
      21そこでモーセはイスラエルの長老ちょうろうをみな呼よび寄よせて言いった、「あなたがたは急いそいで家族かぞくごとに一つの小羊こひつじを取とり、その過越すぎこしの獣けものをほふらなければならない。 22また一束たばのヒソプを取とって鉢はちの血ちに浸ひたし、鉢はちの血ちを、かもいと入口いりぐちの二つの柱はしらにつけなければならない。朝あさまであなたがたは、ひとりも家いえの戸との外そとに出でてはならない。 23主しゅが行いき巡めぐってエジプトびとを撃うたれるとき、かもいと入口いりぐちの二つの柱はしらにある血ちを見みて、主しゅはその入口いりぐちを過すぎ越こし、滅ほろぼす者ものが、あなたがたの家いえにはいって、撃うつのを許ゆるされないであろう。 24あなたがたはこの事ことを、あなたと子孫しそんのための定さだめとして、永久えいきゅうに守まもらなければならない。 25あなたがたは、主しゅが約束やくそくされたように、あなたがたに賜たまわる地ちに至いたるとき、この儀式ぎしきを守まもらなければならない。 26もし、あなたがたの子供こどもたちが『この儀式ぎしきはどんな意味いみですか』と問とうならば、 27あなたがたは言いいなさい、『これは主しゅの過越すぎこしの犠牲ぎせいである。エジプトびとを撃うたれたとき、エジプトにいたイスラエルの人々ひとびとの家いえを過すぎ越こして、われわれの家いえを救すくわれたのである』」。民たみはこのとき、伏ふして礼拝れいはいした。
    


    
      28イスラエルの人々ひとびとは行いってそのようにした。すなわち主しゅがモーセとアロンに命めいじられたようにした。
    


    
      29夜中よなかになって主しゅはエジプトの国くにの、すべてのういご、すなわち位くらいに座ざするパロのういごから、地下ちかのひとやにおる捕虜ほりょのういごにいたるまで、また、すべての家畜かちくのういごを撃うたれた。 30それでパロとその家来けらいおよびエジプトびとはみな夜よるのうちに起おきあがり、エジプトに大おおいなる叫さけびがあった。死人しにんのない家いえがなかったからである。 31そこでパロは夜よるのうちにモーセとアロンを呼よび寄よせて言いった、「あなたがたとイスラエルの人々ひとびとは立たって、わたしの民たみの中なかから出でて行いくがよい。そしてあなたがたの言いうように、行いって主しゅに仕つかえなさい。 32あなたがたの言いうように羊ひつじと牛うしとを取とって行いきなさい。また、わたしを祝福しゅくふくしなさい」。
    


    
      33こうしてエジプトびとは民たみをせき立たてて、すみやかに国くにを去さらせようとした。彼かれらは「われわれはみな死しぬ」と思おもったからである。 34民たみはまだパン種だねを入いれない練ねり粉こを、こばちのまま着物きものに包つつんで肩かたに負おった。 35そしてイスラエルの人々ひとびとはモーセの言葉ことばのようにして、エジプトびとから銀ぎんの飾かざり、金きんの飾かざり、また衣服いふくを請こい求もとめた。 36主しゅは民たみにエジプトびとの情じょうを得えさせ、彼かれらの請こい求もとめたものを与あたえさせられた。こうして彼かれらはエジプトびとのものを奪うばい取とった。
    


    
      37さて、イスラエルの人々ひとびとはラメセスを出立しゅったつしてスコテに向むかった。女おんなと子供こどもを除のぞいて徒歩とほの男子だんしは約やく六十万人にんであった。 38また多おおくの入いり混まじった群衆ぐんしゅうおよび羊ひつじ、牛うしなど非常ひじょうに多おおくの家畜かちくも彼かれらと共ともに上のぼった。 39そして彼かれらはエジプトから携たずさえて出でた練ねり粉こをもって、種たね入いれぬパンの菓子かしを焼やいた。まだパン種だねを入いれていなかったからである。それは彼かれらがエジプトから追おい出だされて滞とどこおることができず、また、何なにの食料しょくりょうをも整ととのえていなかったからである。
    


    
      40イスラエルの人々ひとびとがエジプトに住すんでいた間あいだは、四百三十年ねんであった。 41四百三十年ねんの終おわりとなって、ちょうどその日ひに、主しゅの全ぜん軍ぐんはエジプトの国くにを出でた。 42これは彼かれらをエジプトの国くにから導みちびき出だすために主しゅが寝ねずの番ばんをされた夜よるであった。ゆえにこの夜よる、すべてのイスラエルの人々ひとびとは代々よよ、主しゅのために寝ねずの番ばんをしなければならない。
    


    
      43主しゅはモーセとアロンとに言いわれた、「過越すぎこしの祭まつりの定さだめは次つぎのとおりである。すなわち、異邦人いほうじんはだれもこれを食たべてはならない。 44しかし、おのおのが金かねで買かったしもべは、これに割礼かつれいを行いってのち、これを食たべさせることができる。 45仮かりずまいの者ものと、雇人やといにんとは、これを食たべてはならない。 46ひとつの家いえでこれを食たべなければならない。その肉にくを少すこしも家いえの外そとに持もち出だしてはならない。また、その骨ほねを折おってはならない。 47イスラエルの全ぜん会衆かいしゅうはこれを守まもらなければならない。 48寄留きりゅうの外国がいこく人じんがあなたのもとにとどまっていて、主しゅに過越すぎこしの祭まつりを守まもろうとするときは、その男子だんしはみな割礼かつれいを受うけてのち、近ちかづいてこれを守まもることができる。そうすれば彼かれは国くにに生うまれた者もののようになるであろう。しかし、無む割礼かつれいの者ものはだれもこれを食たべてはならない。 49この律法りっぽうは国くにに生うまれたものにも、あなたがたのうちに寄留きりゅうしている外国がいこく人じんにも同一どういつである」。
    


    
      50イスラエルの人々ひとびとは、みなこのようにし、主しゅがモーセとアロンに命めいじられたようにした。 51ちょうどその日ひに、主しゅはイスラエルの人々ひとびとを、その軍団ぐんだんに従したがってエジプトの国くにから導みちびき出だされた。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとのうちで、すべてのういご、すなわちすべて初はじめに胎たいを開ひらいたものを、人ひとであれ、獣けものであれ、みな、わたしのために聖別せいべつしなければならない。それはわたしのものである」。
    


    
      3モーセは民たみに言いった、「あなたがたは、エジプトから、奴隷どれいの家いえから出でるこの日ひを覚おぼえなさい。主しゅが強つよい手てをもって、あなたがたをここから導みちびき出だされるからである。種たねを入いれたパンを食たべてはならない。 4あなたがたはアビブの月つきのこの日ひに出でるのである。 5主しゅがあなたに与あたえると、あなたの先祖せんぞたちに誓ちかわれたカナンびと、ヘテびと、アモリびと、ヒビびと、エブスびとの地ち、乳ちちと蜜みつとの流ながれる地ちに、導みちびき入いれられる時とき、あなたはこの月つきにこの儀式ぎしきを守まもらなければならない。 6七日なぬかのあいだ種たね入いれぬパンを食たべ、七日なぬか目めには主しゅに祭まつりをしなければならない。 7種たね入いれぬパンを七日なぬかのあいだ食たべなければならない。種たねを入いれたパンをあなたの所ところに置おいてはならない。また、あなたの地区ちくのどこでも、あなたの所ところにパン種だねを置おいてはならない。 8その日ひ、あなたの子こに告つげて言いいなさい、『これはわたしがエジプトから出でるときに、主しゅがわたしになされたことのためである』。 9そして、これを、手てにつけて、しるしとし、目めの間あいだに置おいて記念きねんとし、主しゅの律法りっぽうをあなたの口くちに置おかなければならない。主しゅが強つよい手てをもって、あなたをエジプトから導みちびき出だされるからである。 10それゆえ、あなたはこの定さだめを年々ねんねんその期節きせつに守まもらなければならない。
    


    
      11主しゅがあなたとあなたの先祖せんぞたちに誓ちかわれたように、あなたをカナンびとの地ちに導みちびいて、それをあなたに賜たまわる時とき、 12あなたは、すべて初はじめに胎たいを開ひらいた者もの、およびあなたの家畜かちくの産うむういごは、ことごとく主しゅにささげなければならない。すなわち、それらの男性だんせいのものは主しゅに帰きせしめなければならない。 13また、すべて、ろばの、初はじめて胎たいを開ひらいたものは、小羊こひつじをもって、あがなわなければならない。もし、あがなわないならば、その首くびを折おらなければならない。あなたの子こらのうち、すべて、男おとこのういごは、あがなわなければならない。 14後のちになって、あなたの子こが『これはどんな意味いみですか』と問とうならば、これに言いわなければならない、『主しゅが強つよい手てをもって、われわれをエジプトから、奴隷どれいの家いえから導みちびき出だされた。 15そのときパロが、かたくなで、われわれを去さらせなかったため、主しゅはエジプトの国くにのういごを、人ひとのういごも家畜かちくのういごも、ことごとく殺ころされた。それゆえ、初はじめて胎たいを開ひらく男性だんせいのものはみな、主しゅに犠牲ぎせいとしてささげるが、わたしの子供こどものうちのういごは、すべてあがなうのである』。 16そして、これを手てにつけて、しるしとし、目めの間あいだに置おいて覚おぼえとしなければならない。主しゅが強つよい手てをもって、われわれをエジプトから導みちびき出だされたからである」。
    


    
      17さて、パロが民たみを去さらせた時とき、ペリシテびとの国くにの道みちは近ちかかったが、神かみは彼かれらをそれに導みちびかれなかった。民たみが戦たたかいを見みれば悔くいてエジプトに帰かえるであろうと、神かみは思おもわれたからである。 18神かみは紅海こうかいに沿そう荒野あらのの道みちに、民たみを回まわらされた。イスラエルの人々ひとびとは武装ぶそうしてエジプトの国くにを出でて、上のぼった。 19そのときモーセはヨセフの遺骸いがいを携たずさえていた。ヨセフが、「神かみは必かならずあなたがたを顧かえりみられるであろう。そのとき、あなたがたは、わたしの遺骸いがいを携たずさえて、ここから上のぼって行いかなければならない」と言いって、イスラエルの人々ひとびとに固かたく誓ちかわせたからである。 20こうして彼かれらは更さらにスコテから進すすんで、荒野あらのの端はしにあるエタムに宿営しゅくえいした。 21主しゅは彼かれらの前まえに行いかれ、昼ひるは雲くもの柱はしらをもって彼かれらを導みちびき、夜よるは火ひの柱はしらをもって彼かれらを照てらし、昼ひるも夜よるも彼かれらを進すすみ行いかせられた。 22昼ひるは雲くもの柱はしら、夜よるは火ひの柱はしらが、民たみの前まえから離はなれなかった。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに告つげ、引ひき返かえして、ミグドルと海うみとの間あいだにあるピハヒロテの前まえ、バアルゼポンの前まえに宿営しゅくえいさせなさい。あなたがたはそれにむかって、海うみのかたわらに宿営しゅくえいしなければならない。 3パロはイスラエルの人々ひとびとについて、『彼かれらはその地ちで迷まよっている。荒野あらのは彼かれらを閉とじ込こめてしまった』と言いうであろう。 4わたしがパロの心こころをかたくなにするから、パロは彼かれらのあとを追おうであろう。わたしはパロとそのすべての軍勢ぐんぜいを破やぶって誉ほまれを得え、エジプトびとにわたしが主しゅであることを知しらせるであろう」。彼かれらはそのようにした。
    


    
      5民たみの逃にげ去さったことが、エジプトの王おうに伝つたえられたので、パロとその家来けらいたちとは、民たみに対たいする考かんがえを変かえて言いった、「われわれはなぜこのようにイスラエルを去さらせて、われわれに仕つかえさせないようにしたのであろう」。 6それでパロは戦車せんしゃを整ととのえ、みずからその民たみを率ひきい、 7また、えり抜ぬきの戦車せんしゃ六百と、エジプトのすべての戦車せんしゃおよびすべての指揮者しきしゃたちを率ひきいた。 8主しゅがエジプトの王おうパロの心こころをかたくなにされたので、彼かれはイスラエルの人々ひとびとのあとを追おった。イスラエルの人々ひとびとは意気揚々いきようようと出でたのである。 9エジプトびとは彼かれらのあとを追おい、パロのすべての馬うまと戦車せんしゃおよびその騎兵きへいと軍勢ぐんぜいとは、バアルゼポンの前まえにあるピハヒロテのあたりで、海うみのかたわらに宿営しゅくえいしている彼かれらに追おいついた。
    


    
      10パロが近寄ちかよった時とき、イスラエルの人々ひとびとは目めを上あげてエジプトびとが彼かれらのあとに進すすんできているのを見みて、非常ひじょうに恐おそれた。そしてイスラエルの人々ひとびとは主しゅにむかって叫さけび、 11かつモーセに言いった、「エジプトに墓はかがないので、荒野あらので死しなせるために、わたしたちを携たずさえ出だしたのですか。なぜわたしたちをエジプトから導みちびき出だして、こんなにするのですか。 12わたしたちがエジプトであなたに告つげて、『わたしたちを捨すてておいて、エジプトびとに仕つかえさせてください』と言いったのは、このことではありませんか。荒野あらので死しぬよりもエジプトびとに仕つかえる方ほうが、わたしたちにはよかったのです」。 13モーセは民たみに言いった、「あなたがたは恐おそれてはならない。かたく立たって、主しゅがきょう、あなたがたのためになされる救すくいを見みなさい。きょう、あなたがたはエジプトびとを見みるが、もはや永久えいきゅうに、二度どと彼かれらを見みないであろう。 14主しゅがあなたがたのために戦たたかわれるから、あなたがたは黙もくしていなさい」。 15主しゅはモーセに言いわれた、「あなたは、なぜわたしにむかって叫さけぶのか。イスラエルの人々ひとびとに語かたって彼かれらを進すすみ行いかせなさい。 16あなたはつえを上あげ、手てを海うみの上うえにさし伸のべてそれを分わけ、イスラエルの人々ひとびとに海うみの中なかのかわいた地ちを行いかせなさい。 17わたしがエジプトびとの心こころをかたくなにするから、彼かれらはそのあとを追おってはいるであろう。こうしてわたしはパロとそのすべての軍勢ぐんぜいおよび戦車せんしゃと騎兵きへいとを打うち破やぶって誉ほまれを得えよう。 18わたしがパロとその戦車せんしゃとその騎兵きへいとを打うち破やぶって誉ほまれを得えるとき、エジプトびとはわたしが主しゅであることを知しるであろう」。
    


    
      19このとき、イスラエルの部隊ぶたいの前まえに行いく神かみの使つかいは移うつって彼かれらのうしろに行いった。雲くもの柱はしらも彼かれらの前まえから移うつって彼かれらのうしろに立たち、 20エジプトびとの部隊ぶたいとイスラエルびとの部隊ぶたいとの間あいだにきたので、そこに雲くもとやみがあり夜よもすがら、かれとこれと近ちかづくことなく、夜よるがすぎた。
    


    
      21モーセが手てを海うみの上うえにさし伸のべたので、主しゅは夜よもすがら強つよい東風ひがしかぜをもって海うみを退しりぞかせ、海うみを陸地りくちとされ、水みずは分わかれた。 22イスラエルの人々ひとびとは海うみの中なかのかわいた地ちを行おこなったが、水みずは彼かれらの右みぎと左ひだりに、かきとなった。 23エジプトびとは追おってきて、パロのすべての馬うまと戦車せんしゃと騎兵きへいとは、彼かれらのあとについて海うみの中なかにはいった。 24暁あかつきの更さらに、主しゅは火ひと雲くもの柱はしらのうちからエジプトびとの軍勢ぐんぜいを見みおろして、エジプトびとの軍勢ぐんぜいを乱みだし、 25その戦車せんしゃの輪わをきしらせて、進すすむのに重おもくされたので、エジプトびとは言いった、「われわれはイスラエルを離はなれて逃にげよう。主しゅが彼かれらのためにエジプトびとと戦たたかう」。
    


    
      26そのとき主しゅはモーセに言いわれた、「あなたの手てを海うみの上うえにさし伸のべて、水みずをエジプトびとと、その戦車せんしゃと騎兵きへいとの上うえに流ながれ返かえらせなさい」。 27モーセが手てを海うみの上うえにさし伸のべると、夜明よあけになって海うみはいつもの流ながれに返かえり、エジプトびとはこれにむかって逃にげたが、主しゅはエジプトびとを海うみの中なかに投なげ込こまれた。 28水みずは流ながれ返かえり、イスラエルのあとを追おって海うみにはいった戦車せんしゃと騎兵きへいおよびパロのすべての軍勢ぐんぜいをおおい、ひとりも残のこらなかった。 29しかし、イスラエルの人々ひとびとは海うみの中なかのかわいた地ちを行おこなったが、水みずは彼かれらの右みぎと左ひだりに、かきとなった。
    


    
      30このように、主しゅはこの日ひイスラエルをエジプトびとの手てから救すくわれた。イスラエルはエジプトびとが海うみべに死しんでいるのを見みた。 31イスラエルはまた、主しゅがエジプトびとに行おこなわれた大おおいなるみわざを見みた。それで民たみは主しゅを恐おそれ、主しゅとそのしもべモーセとを信しんじた。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1そこでモーセとイスラエルの人々ひとびとは、この歌うたを主しゅにむかって歌うたった。彼かれらは歌うたって言いった、

      
        「主しゅにむかってわたしは歌うたおう、

        彼かれは輝かがやかしくも勝かちを得えられた、

        彼かれは馬うまと乗のり手てを海うみに投なげ込こまれた。

        2主しゅはわたしの力ちからまた歌うた、わたしの救すくいとなられた、

        彼かれこそわたしの神かみ、わたしは彼かれをたたえる、

        彼かれはわたしの父ちちの神かみ、わたしは彼かれをあがめる。

        3主しゅはいくさびと、その名なは主しゅ。

        4彼かれはパロの戦車せんしゃとその軍勢ぐんぜいとを海うみに投なげ込こまれた、

        そのすぐれた指揮者しきしゃたちは紅海こうかいに沈しずんだ。

        5大水おおみずは彼かれらをおおい、彼かれらは石いしのように淵ふちに下くだった。

        6主しゅよ、あなたの右みぎの手ては力ちからをもって栄光えいこうにかがやく、

        主しゅよ、あなたの右みぎの手ては敵てきを打うち砕くだく。

        7あなたは大おおいなる威光いこうをもって、

        あなたに立たちむかう者ものを打うち破やぶられた。

        あなたが怒いかりを発はっせられると、

        彼かれらは、わらのように焼やきつくされた。

        8あなたの鼻はなの息いきによって水みずは積つみかさなり、

        流ながれは堤つつみとなって立たち、

        大水おおみずは海うみのもなかに凝こり固かたまった。

        9敵てきは言いった、『わたしは追おい行いき、追おい着ついて、

        分捕ぶんどり物ものを分わかち取とろう、

        わたしの欲望よくぼうを彼かれらによって満みたそう、

        つるぎを抜ぬこう、わたしの手ては彼かれらを滅ほろぼそう』。

        10あなたが息いきを吹ふかれると、海うみは彼かれらをおおい、

        彼かれらは鉛なまりのように、大水おおみずの中なかに沈しずんだ。

        11主しゅよ、神々かみがみのうち、だれがあなたに比くらべられようか、

        だれがあなたのように、聖せいにして栄さかえあるもの、

        ほむべくして恐おそるべきもの、

        くすしきわざを行おこなうものであろうか。

        12あなたが右みぎの手てを伸のべられると、

        地ちは彼かれらをのんだ。

        13あなたは、あがなわれた民たみを恵めぐみをもって導みちびき、

        み力ちからをもって、あなたの聖せいなるすまいに伴ともなわれた。

        14もろもろの民たみは聞きいて震ふるえ、

        ペリシテの住民じゅうみんは苦くるしみに襲おそわれた。

        15エドムの族長ぞくちょうらは、おどろき、

        モアブの首長しゅちょうらは、わななき、

        カナンの住民じゅうみんは、みな溶とけ去さった。

        16恐おそれと、おののきとは彼かれらに臨のぞみ、

        み腕うでの大おおいなるゆえに、彼かれらは石いしのように黙もくした、

        主しゅよ、あなたの民たみの通とおりすぎるまで、

        あなたが買かいとられた民たみの通とおりすぎるまで。

        17あなたは彼かれらを導みちびいて、

        あなたの嗣し業ぎょうの山やまに植うえられる。

        主しゅよ、これこそあなたのすまいとして、

        みずから造つくられた所ところ、

        主しゅよ、み手てによって建たてられた聖所せいじょ。

        18主しゅは永遠えいえんに統すべ治おさめられる」。

      
19パロの馬うまが、その戦車せんしゃおよび騎兵きへいと共ともに海うみにはいると、主しゅは海うみの水みずを彼かれらの上うえに流ながれ返かえらされたが、イスラエルの人々ひとびとは海うみの中なかのかわいた地ちを行おこなった。 20そのとき、アロンの姉あね、女おんな預言者よげんしゃミリアムはタンバリンを手てに取とり、女おんなたちも皆みなタンバリンを取とって、踊おどりながら、そのあとに従したがって出でてきた。 21そこでミリアムは彼かれらに和わして歌うたった、

      
        「主しゅにむかって歌うたえ、

        彼かれは輝かがやかしくも勝かちを得えられた、

        彼かれは馬うまと乗のり手てを海うみに投なげ込こまれた」。

      

    


    
      22さて、モーセはイスラエルを紅海こうかいから旅立たびだたせた。彼かれらはシュルの荒野あらのに入いり、三日かのあいだ荒野あらのを歩あるいたが、水みずを得えなかった。 23彼かれらはメラに着ついたが、メラの水みずは苦にがくて飲のむことができなかった。それで、その所ところの名なはメラと呼よばれた。 24ときに、民たみはモーセにつぶやいて言いった、「わたしたちは何なにを飲のむのですか」。 25モーセは主しゅに叫さけんだ。主しゅは彼かれに一本ぽんの木きを示しめされたので、それを水みずに投なげ入いれると、水みずは甘あまくなった。
    


    
      その所ところで主しゅは民たみのために定さだめと、おきてを立たてられ、彼かれらを試こころみて、 26言いわれた、「あなたが、もしあなたの神かみ、主しゅの声こえに良よく聞きき従したがい、その目めに正ただしいと見みられることを行おこない、その戒いましめに耳みみを傾かたむけ、すべての定さだめを守まもるならば、わたしは、かつてエジプトびとに下くだした病やまいを一つもあなたに下くださないであろう。わたしは主しゅであって、あなたをいやすものである」。
    


    
      27こうして彼かれらはエリムに着ついた。そこには水みずの泉いずみ十二と、なつめやしの木き七十本ぽんがあった。その所ところで彼かれらは水みずのほとりに宿営しゅくえいした。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1イスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうはエリムを出発しゅっぱつし、エジプトの地ちを出でて二か月げつ目めの十五日にちに、エリムとシナイとの間あいだにあるシンの荒野あらのにきたが、 2その荒野あらのでイスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうは、モーセとアロンにつぶやいた。 3イスラエルの人々ひとびとは彼かれらに言いった、「われわれはエジプトの地ちで、肉にくのなべのかたわらに座ざし、飽あきるほどパンを食たべていた時ときに、主しゅの手てにかかって死しんでいたら良よかった。あなたがたは、われわれをこの荒野あらのに導みちびき出だして、全ぜん会衆かいしゅうを餓死がしさせようとしている」。
    


    
      4そのとき主しゅはモーセに言いわれた、「見みよ、わたしはあなたがたのために、天てんからパンを降ふらせよう。民たみは出でて日々ひびの分ぶんを日ひごとに集あつめなければならない。こうして彼かれらがわたしの律法りっぽうに従したがうかどうかを試こころみよう。 5六日か目めには、彼かれらが取とり入いれたものを調理ちょうりすると、それは日ひごとに集あつめるものの二倍ばいあるであろう」。 6モーセとアロンは、イスラエルのすべての人々ひとびとに言いった、「夕暮ゆうぐれには、あなたがたは、エジプトの地ちからあなたがたを導みちびき出だされたのが、主しゅであることを知しるであろう。 7また、朝あさには、あなたがたは主しゅの栄光えいこうを見みるであろう。主しゅはあなたがたが主しゅにむかってつぶやくのを聞きかれたからである。あなたがたは、いったいわれわれを何者なにものとして、われわれにむかってつぶやくのか」。 8モーセはまた言いった、「主しゅは夕暮ゆうぐれにはあなたがたに肉にくを与あたえて食たべさせ、朝あさにはパンを与あたえて飽あき足たらせられるであろう。主しゅはあなたがたが、主しゅにむかってつぶやくつぶやきを聞きかれたからである。いったいわれわれは何者なにものなのか。あなたがたのつぶやくのは、われわれにむかってでなく、主しゅにむかってである」。
    


    
      9モーセはアロンに言いった、「イスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうに言いいなさい、『あなたがたは主しゅの前まえに近ちかづきなさい。主しゅがあなたがたのつぶやきを聞きかれたからである』と」。 10それでアロンがイスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうに語かたったとき、彼かれらが荒野あらのの方ほうを望のぞむと、見みよ、主しゅの栄光えいこうが雲くものうちに現あらわれていた。 11主しゅはモーセに言いわれた、 12「わたしはイスラエルの人々ひとびとのつぶやきを聞きいた。彼かれらに言いいなさい、『あなたがたは夕ゆうには肉にくを食たべ、朝あさにはパンに飽あき足たりるであろう。そうしてわたしがあなたがたの神かみ、主しゅであることを知しるであろう』と」。
    


    
      13夕ゆうべになると、うずらが飛とんできて宿営しゅくえいをおおった。また、朝あさになると、宿営しゅくえいの周囲しゅういに露つゆが降ふりた。 14その降ふりた露つゆがかわくと、荒野あらのの面めんには、薄うすいうろこのようなものがあり、ちょうど地ちに結むすぶ薄うすい霜しものようであった。 15イスラエルの人々ひとびとはそれを見みて互たがいに言いった、「これはなんであろう」。彼かれらはそれがなんであるのか知しらなかったからである。モーセは彼かれらに言いった、「これは主しゅがあなたがたの食物しょくもつとして賜たまわるパンである。 16主しゅが命めいじられるのはこうである、『あなたがたは、おのおのその食たべるところに従したがってそれを集あつめ、あなたがたの人数にんずうに従したがって、ひとり一オメルずつ、おのおのその天幕てんまくにおるもののためにそれを取とりなさい』と」。 17イスラエルの人々ひとびとはそのようにして、ある者ものは多おおく、ある者ものは少すくなく集あつめた。 18しかし、オメルでそれを計はかってみると、多おおく集あつめた者ものにも余あまらず、少すくなく集あつめた者ものにも不足ふそくしなかった。おのおのその食たべるところに従したがって集あつめていた。 19モーセは彼かれらに言いった、「だれも朝あさまでそれを残のこしておいてはならない」。 20しかし彼かれらはモーセに聞きき従したがわないで、ある者ものは朝あさまでそれを残のこしておいたが、虫むしがついて臭くさくなった。モーセは彼かれらにむかって怒いかった。 21彼かれらは、おのおのその食たべるところに従したがって、朝あさごとにそれを集あつめたが、日ひが熱あつくなるとそれは溶とけた。
    


    
      22六日か目めには、彼かれらは二倍ばいのパン、すなわちひとりに二オメルを集あつめた。そこで、会衆かいしゅうの長ちょうたちは皆みなきて、モーセに告つげたが、 23モーセは彼かれらに言いった、「主しゅの語かたられたのはこうである、『あすは主しゅの聖せい安息日あんそくにちで休やすみである。きょう、焼やこうとするものを焼やき、煮にようとするものを煮になさい。残のこったものはみな朝あさまでたくわえて保存ほぞんしなさい』と」。 24彼かれらはモーセの命めいじたように、それを朝あさまで保存ほぞんしたが、臭くさくならず、また虫むしもつかなかった。 25モーセは言いった、「きょう、それを食たべなさい。きょうは主しゅの安息日あんそくにちであるから、きょうは野のでそれを獲えられないであろう。 26六日かの間あいだはそれを集あつめなければならない。七日なぬか目めは安息日あんそくにちであるから、その日ひには無ないであろう」。 27ところが民たみのうちには、七日なぬか目めに出でて集あつめようとした者ものがあったが、獲えられなかった。 28そこで主しゅはモーセに言いわれた、「あなたがたは、いつまでわたしの戒いましめと、律法りっぽうとを守まもることを拒こばむのか。 29見みよ、主しゅはあなたがたに安息日あんそくにちを与あたえられた。ゆえに六日か目めには、ふつか分ぶんのパンをあなたがたに賜たまわるのである。おのおのその所ところにとどまり、七日なぬか目めにはその所ところから出でてはならない」。 30こうして民たみは七日なぬか目めに休やすんだ。
    


    
      31イスラエルの家いえはその物ものの名なをマナと呼よんだ。それはコエンドロの実みのようで白しろく、その味あじは蜜みつを入いれたせんべいのようであった。 32モーセは言いった、「主しゅの命めいじられることはこうである、『それを一オメルあなたがたの子孫しそんのためにたくわえておきなさい。それはわたしが、あなたがたをエジプトの地ちから導みちびき出だした時とき、荒野あらのであなたがたに食たべさせたパンを彼かれらに見みさせるためである』と」。 33そしてモーセはアロンに言いった「一つのつぼを取とり、マナ一オメルをその中なかに入いれ、それを主しゅの前まえに置おいて、子孫しそんのためにたくわえなさい」。 34そこで主しゅがモーセに命めいじられたように、アロンはそれをあかしの箱はこの前まえに置おいてたくわえた。 35イスラエルの人々ひとびとは人ひとの住すむ地ちに着つくまで四十年ねんの間あいだマナを食たべた。すなわち、彼かれらはカナンの地ちの境さかいに至いたるまでマナを食たべた。 36一オメルは一エパの十分ぶんの一である。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1イスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうは、主しゅの命いのちに従したがって、シンの荒野あらのを出発しゅっぱつし、旅路たびじを重かさねて、レピデムに宿営しゅくえいしたが、そこには民たみの飲のむ水みずがなかった。 2それで、民たみはモーセと争あらそって言いった、「わたしたちに飲のむ水みずをください」。モーセは彼かれらに言いった、「あなたがたはなぜわたしと争あらそうのか、なぜ主しゅを試こころみるのか」。 3民たみはその所ところで水みずにかわき、モーセにつぶやいて言いった、「あなたはなぜわたしたちをエジプトから導みちびき出だして、わたしたちを、子供こどもや家畜かちくと一緒いっしょに、かわきによって死しなせようとするのですか」。 4このときモーセは主しゅに叫さけんで言いった、「わたしはこの民たみをどうすればよいのでしょう。彼かれらは、今いまにも、わたしを石いしで打うち殺ころそうとしています」。 5主しゅはモーセに言いわれた、「あなたは民たみの前まえに進すすみ行いき、イスラエルの長老ちょうろうたちを伴ともない、あなたがナイル川かわを打うった、つえを手てに取とって行いきなさい。 6見みよ、わたしはホレブの岩いわの上うえであなたの前まえに立たつであろう。あなたは岩いわを打うちなさい。水みずがそれから出でて、民たみはそれを飲のむことができる」。モーセはイスラエルの長老ちょうろうたちの目めの前まえで、そのように行おこなった。 7そして彼かれはその所ところの名なをマッサ、またメリバと呼よんだ。これはイスラエルの人々ひとびとが争あらそったゆえ、また彼かれらが「主しゅはわたしたちのうちにおられるかどうか」と言いって主しゅを試こころみたからである。
    


    
      8ときにアマレクがきて、イスラエルとレピデムで戦たたかった。 9モーセはヨシュアに言いった、「われわれのために人ひとを選えらび、出でてアマレクと戦たたかいなさい。わたしはあす神かみのつえを手てに取とって、丘おかの頂いただきに立たつであろう」。 10ヨシュアはモーセが彼かれに言いったようにし、アマレクと戦たたかった。モーセとアロンおよびホルは丘おかの頂いただきに登のぼった。 11モーセが手てを上あげているとイスラエルは勝かち、手てを下さげるとアマレクが勝かった。 12しかしモーセの手てが重おもくなったので、アロンとホルが石いしを取とって、モーセの足あしもとに置おくと、彼かれはその上うえに座ざした。そしてひとりはこちらに、ひとりはあちらにいて、モーセの手てをささえたので、彼かれの手ては日没にちぼつまでさがらなかった。 13ヨシュアは、つるぎにかけてアマレクとその民たみを打うち敗やぶった。
    


    
      14主しゅはモーセに言いわれた、「これを書物しょもつにしるして記念きねんとし、それをヨシュアの耳みみに入いれなさい。わたしは天あめが下したからアマレクの記憶きおくを完全かんぜんに消けし去さるであろう」。 15モーセは一つの祭壇さいだんを築きずいてその名なを「主しゅはわが旗はた」と呼よんだ。 16そしてモーセは言いった、

      
        「主しゅの旗はたにむかって手てを上あげる、

        主しゅは世々よよアマレクと戦たたかわれる」。

      

    

  


  


  
    第十八章


    
      1さて、モーセのしゅうと、ミデアンの祭司さいしエテロは、神かみがモーセと、み民たみイスラエルとにされたすべての事こと、主しゅがイスラエルをエジプトから導みちびき出だされたことを聞きいた。 2それでモーセのしゅうと、エテロは、さきに送おくり返かえされていたモーセの妻つまチッポラと、 3そのふたりの子ことを連つれてきた。そのひとりの名なはゲルショムといった。モーセが、「わたしは外国がいこくで寄留者きりゅうしゃとなっている」と言いったからである。 4ほかのひとりの名なはエリエゼルといった。「わたしの父ちちの神かみはわたしの助たすけであって、パロのつるぎからわたしを救すくわれた」と言いったからである。 5こうしてモーセのしゅうと、エテロは、モーセの妻子さいしを伴ともなって、荒野あらのに行いき、神かみの山やまに宿営しゅくえいしているモーセの所ところにきた。 6その時とき、ある人ひとがモーセに言いった、「ごらんなさい。あなたのしゅうと、エテロは、あなたの妻つまとそのふたりの子こを連つれて、あなたの所ところにこられます」。 7そこでモーセはしゅうとを出迎でむかえて、身みをかがめ、彼かれに口くちづけして、互たがいに安否あんぴを問とい、共ともに天幕てんまくにはいった。 8そしてモーセは、主しゅがイスラエルのために、パロとエジプトびととにされたすべての事こと、道みちで出会であったすべての苦くるしみ、また主しゅが彼かれらを救すくわれたことを、しゅうとに物語ものがたったので、 9エテロは主しゅがイスラエルをエジプトびとの手てから救すくい出だして、もろもろの恵めぐみを賜たまわったことを喜よろこんだ。
    


    
      10そしてエテロは言いった、「主しゅはほむべきかな。主しゅはあなたがたをエジプトびとの手てと、パロの手てから救すくい出だし、民たみをエジプトびとの手ての下したから救すくい出だされた。 11今いまこそわたしは知しった。実じつに彼かれらはイスラエルびとにむかって高慢こうまんにふるまったが、主しゅはあらゆる神々かみがみにまさって大おおいにいますことを」。 12そしてモーセのしゅうとエテロは燔祭はんさいと犠牲ぎせいを神かみに供そなえ、アロンとイスラエルの長老ちょうろうたちもみなきて、モーセのしゅうとと共ともに神かみの前まえで食事しょくじをした。
    


    
      13あくる日ひモーセは座ざして民たみをさばいたが、民たみは朝あさから晩ばんまで、モーセのまわりに立たっていた。 14モーセのしゅうとは、彼かれがすべて民たみにしていることを見みて、言いった、「あなたが民たみにしているこのことはなんですか。あなたひとりが座ざし、民たみはみな朝あさから晩ばんまで、あなたのまわりに立たっているのはなぜですか」。 15モーセはしゅうとに言いった、「民たみが神かみに伺うかがおうとして、わたしの所ところに来くるからです。 16彼かれらは事ことがあれば、わたしの所ところにきます。わたしは相互そうごの間あいだをさばいて、神かみの定さだめと判決はんけつを知しらせるのです」。 17モーセのしゅうとは彼かれに言いった、「あなたのしていることは良よくない。 18あなたも、あなたと一緒いっしょにいるこの民たみも、必かならず疲つかれ果はてるであろう。このことはあなたに重おも過すぎるから、ひとりですることができない。 19今いまわたしの言いうことを聞ききなさい。わたしはあなたに助言じょげんする。どうか神かみがあなたと共ともにいますように。あなたは民たみのために神かみの前まえにいて、事件じけんを神かみに述のべなさい。 20あなたは彼かれらに定さだめと判決はんけつを教おしえ、彼かれらの歩あゆむべき道みちと、なすべき事ことを彼かれらに知しらせなさい。 21また、すべての民たみのうちから、有能ゆうのうな人ひとで、神かみを恐おそれ、誠実せいじつで不義ふぎの利りを憎にくむ人ひとを選えらび、それを民たみの上うえに立たてて、千人にんの長ちょう、百人にんの長ちょう、五十人にんの長ちょう、十人にんの長ちょうとしなさい。 22平素へいそは彼かれらに民たみをさばかせ、大事だいじ件はすべてあなたの所ところに持もってこさせ、小しょう事件じけんはすべて彼かれらにさばかせなさい。こうしてあなたを身軽みがるにし、あなたと共ともに彼かれらに、荷にを負おわせなさい。 23あなたが、もしこの事ことを行おこない、神かみもまたあなたに命めいじられるならば、あなたは耐たえることができ、この民たみもまた、みな安やすんじてその所ところに帰かえることができよう」。
    


    
      24モーセはしゅうとの言葉ことばに従したがい、すべて言いわれたようにした。 25すなわち、モーセはすべてのイスラエルのうちから有能ゆうのうな人ひとを選えらんで、民たみの上うえに長ちょうとして立たて、千人にんの長ちょう、百人にんの長ちょう、五十人にんの長ちょう、十人にんの長ちょうとした。 26平素へいそは彼かれらが民たみをさばき、むずかしい事件じけんはモーセに持もってきたが、小ちいさい事件じけんはすべて彼かれらみずからさばいた。 27こうしてモーセはしゅうとを送おくり返かえしたので、その国くにに帰かえって行いった。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1イスラエルの人々ひとびとは、エジプトの地ちを出でて後のち三月つき目めのその日ひに、シナイの荒野あらのにはいった。 2すなわち彼かれらはレピデムを出立しゅったつしてシナイの荒野あらのに入いり、荒野あらのに宿営しゅくえいした。イスラエルはその所ところで山やまの前まえに宿営しゅくえいした。 3さて、モーセが神かみのもとに登のぼると、主しゅは山やまから彼かれを呼よんで言いわれた、「このように、ヤコブの家いえに言いい、イスラエルの人々ひとびとに告つげなさい、 4『あなたがたは、わたしがエジプトびとにした事ことと、あなたがたを鷲わしの翼つばさに載のせてわたしの所ところにこさせたことを見みた。 5それで、もしあなたがたが、まことにわたしの声こえに聞きき従したがい、わたしの契約けいやくを守まもるならば、あなたがたはすべての民たみにまさって、わたしの宝たからとなるであろう。全ぜん地ちはわたしの所有しょゆうだからである。 6あなたがたはわたしに対たいして祭司さいしの国くにとなり、また聖せいなる民たみとなるであろう』。これがあなたのイスラエルの人々ひとびとに語かたるべき言葉ことばである」。
    


    
      7それでモーセは行いって民たみの長老ちょうろうたちを呼よび、主しゅが命めいじられたこれらの言葉ことばを、すべてその前まえに述のべたので、 8民たみはみな共ともに答こたえて言いった、「われわれは主しゅが言いわれたことを、みな行おこないます」。モーセは民たみの言葉ことばを主しゅに告つげた。 9主しゅはモーセに言いわれた、「見みよ、わたしは濃こい雲くものうちにあって、あなたに臨のぞむであろう。それはわたしがあなたと語かたるのを民たみに聞きかせて、彼かれらに長ながくあなたを信しんじさせるためである」。
    


    
      モーセは民たみの言葉ことばを主しゅに告つげた。 10主しゅはモーセに言いわれた、「あなたは民たみのところに行いって、きょうとあす、彼かれらをきよめ、彼かれらにその衣服いふくを洗あらわせ、 11三日か目めまでに備そなえさせなさい。三日か目めに主しゅが、すべての民たみの目めの前まえで、シナイ山さんに下くだるからである。 12あなたは民たみのために、周囲しゅういに境さかいを設もうけて言いいなさい、『あなたがたは注意ちゅういして、山やまに上のぼらず、また、その境界きょうかいに触ふれないようにしなさい。山やまに触ふれる者ものは必かならず殺ころされるであろう。 13手てをそれに触ふれてはならない。触ふれる者ものは必かならず石いしで打うち殺ころされるか、射殺しゃさつされるであろう。獣けものでも人ひとでも生いきることはできない』。ラッパが長ながく響ひびいた時とき、彼かれらは山やまに登のぼることができる」と。 14そこでモーセは山やまから民たみのところに下くだり、民たみをきよめた。彼かれらはその衣服いふくを洗あらった。 15モーセは民たみに言いった、「三日か目めまでに備そなえをしなさい。女おんなに近ちかづいてはならない」。
    


    
      16三日か目めの朝あさとなって、かみなりと、いなずまと厚あつい雲くもとが、山やまの上うえにあり、ラッパの音おとが、はなはだ高たかく響ひびいたので、宿営しゅくえいにおる民たみはみな震ふるえた。 17モーセが民たみを神かみに会あわせるために、宿営しゅくえいから導みちびき出だしたので、彼かれらは山やまのふもとに立たった。 18シナイ山さんは全ぜん山ざん煙けむった。主しゅが火ひのなかにあって、その上うえに下くだられたからである。その煙けむりは、かまどの煙けむりのように立たち上のぼり、全ぜん山ざんはげしく震ふるえた。 19ラッパの音おとが、いよいよ高たかくなったとき、モーセは語かたり、神かみは、かみなりをもって、彼かれに答こたえられた。 20主しゅはシナイ山さんの頂いただきに下くだられた。そして主しゅがモーセを山やまの頂いただきに召めされたので、モーセは登のぼった。 21主しゅはモーセに言いわれた、「下くだって行いって民たみを戒いましめなさい。民たみが押おし破やぶって、主しゅのところにきて、見みようとし、多おおくのものが死しぬことのないようにするためである。 22主しゅに近ちかづく祭司さいしたちにもまた、その身みをきよめさせなさい。主しゅが彼かれらを打うつことのないようにするためである」。 23モーセは主しゅに言いった、「民たみはシナイ山さんに登のぼることはできないでしょう。あなたがわたしたちを戒いましめて『山やまのまわりに境さかいを設もうけ、それをきよめよ』と言いわれたからです」。 24主しゅは彼かれに言いわれた、「行いけ、下くだれ。そしてあなたはアロンと共ともに登のぼってきなさい。ただし、祭司さいしたちと民たみとが、押おし破やぶって主しゅのところに登のぼることのないようにしなさい。主しゅが彼かれらを打うつことのないようにするためである」。 25モーセは民たみの所ところに下くだって行いって彼かれらに告つげた。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1神かみはこのすべての言葉ことばを語かたって言いわれた。
    


    
      2「わたしはあなたの神かみ、主しゅであって、あなたをエジプトの地ち、奴隷どれいの家いえから導みちびき出だした者ものである。
    


    
      3あなたはわたしのほかに、なにものをも神かみとしてはならない。
    


    
      4あなたは自分じぶんのために、刻きざんだ像ぞうを造つくってはならない。上うえは天てんにあるもの、下したは地ちにあるもの、また地ちの下したの水みずのなかにあるものの、どんな形かたちをも造つくってはならない。 5それにひれ伏ふしてはならない。それに仕つかえてはならない。あなたの神かみ、主しゅであるわたしは、ねたむ神かみであるから、わたしを憎にくむものは、父ちちの罪つみを子こに報むくいて、三四代だいに及およぼし、 6わたしを愛あいし、わたしの戒いましめを守まもるものには、恵めぐみを施ほどこして、千代だいに至いたるであろう。
    


    
      7あなたは、あなたの神かみ、主しゅの名なを、みだりに唱となえてはならない。主しゅは、み名なをみだりに唱となえるものを、罰ばっしないでは置おかないであろう。
    


    
      8安息日あんそくにちを覚おぼえて、これを聖せいとせよ。 9六日かのあいだ働はたらいてあなたのすべてのわざをせよ。 10七日なぬか目めはあなたの神かみ、主しゅの安息あんそくであるから、なんのわざをもしてはならない。あなたもあなたのむすこ、娘むすめ、しもべ、はしため、家畜かちく、またあなたの門もんのうちにいる他国たこくの人ひともそうである。 11主しゅは六日かのうちに、天てんと地ちと海うみと、その中なかのすべてのものを造つくって、七日なぬか目めに休やすまれたからである。それで主しゅは安息日あんそくにちを祝福しゅくふくして聖せいとされた。
    


    
      12あなたの父ちちと母ははを敬うやまえ。これは、あなたの神かみ、主しゅが賜たまわる地ちで、あなたが長ながく生いきるためである。
    


    
      13あなたは殺ころしてはならない。
    


    
      14あなたは姦淫かんいんしてはならない。
    


    
      15あなたは盗ぬすんではならない。
    


    
      16あなたは隣人りんじんについて、偽証ぎしょうしてはならない。
    


    
      17あなたは隣人りんじんの家いえをむさぼってはならない。隣人りんじんの妻つま、しもべ、はしため、牛うし、ろば、またすべて隣人りんじんのものをむさぼってはならない」。
    


    
      18民たみは皆みな、かみなりと、いなずまと、ラッパの音おとと、山やまの煙けむっているのとを見みた。民たみは恐おそれおののき、遠とおく離はなれて立たった。 19彼かれらはモーセに言いった、「あなたがわたしたちに語かたってください。わたしたちは聞きき従したがいます。神かみがわたしたちに語かたられぬようにしてください。それでなければ、わたしたちは死しぬでしょう」。 20モーセは民たみに言いった、「恐おそれてはならない。神かみはあなたがたを試こころみるため、またその恐おそれをあなたがたの目めの前まえにおいて、あなたがたが罪つみを犯おかさないようにするために臨のぞまれたのである」。
    


    
      21そこで、民たみは遠とおく離はなれて立たったが、モーセは神かみのおられる濃こい雲くもに近ちかづいて行いった。 22主しゅはモーセに言いわれた、「あなたはイスラエルの人々ひとびとにこう言いいなさい、『あなたがたは、わたしが天てんからあなたがたと語かたるのを見みた。 23あなたがたはわたしと並ならべて、何なにをも造つくってはならない。銀ぎんの神々かみがみも、金きんの神々かみがみも、あなたがたのために、造つくってはならない。 24あなたはわたしのために土つちの祭壇さいだんを築きずき、その上うえにあなたの燔祭はんさい、酬恩祭しゅうおんさい、羊ひつじ、牛うしをささげなければならない。わたしの名なを覚おぼえさせるすべての所ところで、わたしはあなたに臨のぞんで、あなたを祝福しゅくふくするであろう。 25あなたがもしわたしに石いしの祭壇さいだんを造つくるならば、切きり石いしで築きずいてはならない。あなたがもし、のみをそれに当あてるならば、それをけがすからである。 26あなたは階段かいだんによって、わたしの祭壇さいだんに登のぼってはならない。あなたの隠かくし所ところが、その上うえにあらわれることのないようにするためである』。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1これはあなたが彼かれらの前まえに示しめすべきおきてである。 2あなたがヘブルびとである奴隷どれいを買かう時ときは、六年ねんのあいだ仕つかえさせ、七年ねん目めには無償むしょうで自由じゆうの身みとして去さらせなければならない。 3彼かれがもし独身どくしんできたならば、独身どくしんで去さらなければならない。もし妻つまを持もっていたならば、その妻つまは彼かれと共ともに去さらなければならない。 4もしその主人しゅじんが彼かれに妻つまを与あたえて、彼かれに男おとこの子こまた女おんなの子こを産うんだならば、妻つまとその子こ供ともは主人しゅじんのものとなり、彼かれは独身どくしんで去さらなければならない。 5奴隷どれいがもし『わたしは、わたしの主人しゅじんと、わたしの妻つまと子供こどもを愛あいします。わたしは自由じゆうの身みとなって去さることを好このみません』と明言めいげんするならば、 6その主人しゅじんは彼かれを神かみのもとに連つれて行いき、戸とあるいは柱はしらのところに連つれて行いって、主人しゅじんは、きりで彼かれの耳みみを刺さし通とおさなければならない。そうすれば彼かれはいつまでもこれに仕つかえるであろう。
    


    
      7もし人ひとがその娘むすめを女おんな奴隷どれいとして売うるならば、その娘むすめは男おとこ奴隷どれいが去さるように去さってはならない。 8彼女かのじょがもし彼女かのじょを自分じぶんのものと定さだめた主人しゅじんの気きにいらない時ときは、その主人しゅじんは彼女かのじょが、あがなわれることを、これに許ゆるさなければならない。彼かれはこれを欺あざむいたのであるから、これを他国たこくの民たみに売うる権利けんりはない。 9彼かれがもし彼女かのじょを自分じぶんの子このものと定さだめるならば、これを娘むすめのように扱あつかわなければならない。 10彼かれが、たとい、ほかに女おんなをめとることがあっても、前まえの女おんなに食物しょくもつと衣服いふくを与あたえることと、その夫婦ふうふの道みちとを絶たえさせてはならない。 11彼かれがもしこの三つを行おこなわないならば、彼女かのじょは金かねを償つぐなわずに去さることができる。
    


    
      12人ひとを撃うって死しなせた者ものは、必かならず殺ころされなければならない。 13しかし、人ひとがたくむことをしないのに、神かみが彼かれの手てに人ひとをわたされることのある時ときは、わたしはあなたのために一つの所ところを定さだめよう。彼かれはその所ところへのがれることができる。 14しかし人ひとがもし、ことさらにその隣人りんじんを欺あざむいて殺ころす時ときは、その者ものをわたしの祭壇さいだんからでも、捕とらえて行いって殺ころさなければならない。
    


    
      15自分じぶんの父ちちまたは母ははを撃うつ者ものは、必かならず殺ころされなければならない。
    


    
      16人ひとをかどわかした者ものは、これを売うっていても、なお彼かれの手てにあっても、必かならず殺ころされなければならない。
    


    
      17自分じぶんの父ちちまたは母ははをのろう者ものは、必かならず殺ころされなければならない。
    


    
      18人ひとが互たがいに争あらそい、そのひとりが石いしまたは、こぶしで相手あいてを撃うった時とき、これが死しなないで床とこにつき、 19再ふたたび起おきあがって、つえにすがり、外そとを歩あるくようになるならば、これを撃うった者ものは、ゆるされるであろう。ただその仕事しごとを休やすんだ損失そんしつを償つぐない、かつこれにじゅうぶん治療ちりょうさせなければならない。
    


    
      20もし人ひとがつえをもって、自分じぶんの男おとこ奴隷どれいまたは女おんな奴隷どれいを撃うち、その手ての下したに死しぬならば、必かならず罰ばっせられなければならない。 21しかし、彼かれがもし一日にちか、ふつか生いき延のびるならば、その人ひとは罰ばっせられない。奴隷どれいは彼かれの財産ざいさんだからである。
    


    
      22もし人ひとが互たがいに争あらそって、身みごもった女おんなを撃うち、これに流産りゅうざんさせるならば、ほかの害がいがなくとも、彼かれは必かならずその女おんなの夫おっとの求もとめる罰金ばっきんを課かせられ、裁判人さいばんにんの定さだめるとおりに支払しはらわなければならない。 23しかし、ほかの害がいがある時ときは、命いのちには命いのち、 24目めには目め、歯はには歯は、手てには手て、足あしには足あし、 25焼やき傷きずには焼やき傷きず、傷きずには傷きず、打うち傷きずには打うち傷きずをもって償つぐなわなければならない。
    


    
      26もし人ひとが自分じぶんの男おとこ奴隷どれいの片目かため、または女おんな奴隷どれいの片目かためを撃うち、これをつぶすならば、その目めのためにこれを自由じゆうの身みとして去さらせなければならない。 27また、もしその男おとこ奴隷どれいの一本ぽんの歯は、またはその女おんな奴隷どれいの一本ぽんの歯はを撃うち落おとすならば、その歯はのためにこれを自由じゆうの身みとして去さらせなければならない。
    


    
      28もし牛うしが男おとこまたは女おんなを突ついて殺ころすならば、その牛うしは必かならず石いしで撃うち殺ころされなければならない。その肉にくは食たべてはならない。しかし、その牛うしの持もち主ぬしは罪つみがない。 29牛うしがもし以前いぜんから突つく癖くせがあって、その持もち主ぬしが注意ちゅういされても、これを守まもりおかなかったために、男おとこまたは女おんなを殺ころしたならば、その牛うしは石いしで撃うち殺ころされ、その持もち主ぬしもまた殺ころされなければならない。 30彼かれがもし、あがないの金かねを課かせられたならば、すべて課かせられたほどのものを、命いのちの償つぐないに支払しはらわなければならない。 31男おとこの子こを突ついても、女おんなの子こを突ついても、この定さだめに従したがって処置しょちされなければならない。 32牛うしがもし男おとこ奴隷どれいまたは女おんな奴隷どれいを突つくならば、その主人しゅじんに銀ぎん三十シケルを支払しはらわなければならない。またその牛うしは石いしで撃うち殺ころされなければならない。
    


    
      33もし人ひとが穴あなをあけたままに置おき、あるいは穴あなを掘ほってこれにおおいをしないために、牛うしまたは、ろばがこれに落おち込こむことがあれば、 34穴あなの持もち主ぬしはこれを償つぐない、金かねをその持もち主ぬしに支払しはらわなければならない。しかし、その死しんだ獣けものは彼かれのものとなるであろう。
    


    
      35ある人ひとの牛うしが、もし他人たにんの牛うしを突ついて殺ころすならば、彼かれらはその生いきている牛うしを売うって、その価あたいを分わけ、またその死しんだものをも分わけなければならない。 36あるいはその牛うしが以前いぜんから突つく癖くせのあることが知しられているのに、その持もち主ぬしがこれを守まもりおかなかったならば、その人ひとは必かならずその牛うしのために牛うしをもって償つぐなわなければならない。しかし、その死しんだ獣けものは彼かれのものとなるであろう。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1もし人ひとが牛うしまたは羊ひつじを盗ぬすんで、これを殺ころし、あるいはこれを売うるならば、彼かれは一頭とうの牛うしのために五頭とうの牛うしをもって、一頭とうの羊ひつじのために四頭とうの羊ひつじをもって償つぐなわなければならない。 3b彼かれは必かならず償つぐなわなければならない。もし彼かれに何なにもない時ときは、彼かれはその盗ぬすんだ物もののために身みを売うられるであろう。 4もしその盗ぬすんだ物ものがなお生いきて、彼かれの手てもとにあれば、それは牛うし、ろば、羊ひつじのいずれにせよ、これを二倍ばいにして償つぐなわなければならない。
    


    
      2もし盗ぬすびとが穴あなをあけてはいるのを見みて、これを撃うって殺ころしたときは、その人ひとには血ちを流ながした罪つみはない。 3aしかし日ひがのぼって後のちならば、その人ひとに血ちを流ながした罪つみがある。
    


    
      5もし人ひとが畑はたけまたはぶどう畑はたけのものを食くわせ、その家畜かちくを放はなって他人たにんの畑はたけのものを食くわせた時ときは、自分じぶんの畑はたけの最もっとも良よい物ものと、ぶどう畑はたけの最もっとも良よい物ものをもって、これを償つぐなわなければならない。
    


    
      6もし火ひが出でて、いばらに移うつり、積つみあげた麦むぎ束たば、または立た穂ほ、または畑はたけを焼やいたならば、その火ひを燃もやした者ものは、必かならずこれを償つぐなわなければならない。
    


    
      7もし人ひとが金銭きんせんまたは物品ぶっぴんの保管ほかんを隣人りんじんに託たくし、それが隣人りんじんの家いえから盗ぬすまれた時とき、その盗ぬすびとが見みつけられたならば、これを二倍ばいにして償つぐなわせなければならない。 8もし盗ぬすびとが見みつけられなければ、家いえの主人しゅじんを神かみの前まえに連つれてきて、彼かれが隣人りんじんの持もち物ものに手てをかけたかどうかを、確たしかめなければならない。
    


    
      9牛うしであれ、ろばであれ、羊ひつじであれ、衣服いふくであれ、あるいはどんな失うしなった物ものであれ、それについて言いい争あらそいが起おこり『これがそれです』と言いう者ものがあれば、その双方そうほうの言いい分ぶんを、神かみの前まえに持もち出ださなければならない。そして神かみが有罪ゆうざいと定さだめられる者ものは、それを二倍ばいにしてその相手あいてに償つぐなわなければならない。
    


    
      10もし人ひとが、ろば、または牛うし、または羊ひつじ、またはどんな家畜かちくでも、それを隣人りんじんに預あづけて、それが死しぬか、傷きずつくか、あるいは奪うばい去さられても、それを見みた者ものがなければ、 11双方そうほうの間あいだに、隣人りんじんの持もち物ものに手てをかけなかったという誓ちかいが、主しゅの前まえになされなければならない。そうすれば、持もち主ぬしはこれを受うけ入いれ、隣人りんじんは償つぐなうに及およばない。 12けれども、それがまさしく自分じぶんの所ところから盗ぬすまれた時ときは、その持もち主ぬしに償つぐなわなければならない。 13もしそれが裂さき殺ころされた時ときは、それを証拠しょうことして持もって来くるならば、その裂さき殺ころされたものは償つぐなうに及およばない。
    


    
      14もし人ひとが隣人りんじんから家畜かちくを借かりて、それが傷きずつき、または死しぬ場合ばあい、その持もち主ぬしがそれと共ともにいない時ときは、必かならずこれを償つぐなわなければならない。 15もしその持もち主ぬしがそれと共ともにおれば、それを償つぐなうに及およばない。もしそれが賃借ちんがりしたものならば、その借か賃ちんをそれに当あてなければならない。
    


    
      16もし人ひとがまだ婚約こんやくしない処女しょじょを誘さそって、これと寝ねたならば、彼かれは必かならずこれに花嫁はなよめ料りょうを払はらって、妻つまとしなければならない。 17もしその父ちちがこれをその人ひとに与あたえることをかたく拒こばむならば、彼かれは処女しょじょの花嫁はなよめ料りょうに当あたるほどの金かねを払はらわなければならない。
    


    
      18魔法使まほうつかいの女おんなは、これを生いかしておいてはならない。
    


    
      19すべて獣けものを犯おかす者ものは、必かならず殺ころされなければならない。
    


    
      20主しゅのほか、他たの神々かみがみに犠牲ぎせいをささげる者ものは、断たち滅ほろぼされなければならない。
    


    
      21あなたは寄留きりゅうの他国たこく人じんを苦くるしめてはならない。また、これをしえたげてはならない。あなたがたも、かつてエジプトの国くにで、寄留きりゅうの他国たこく人じんであったからである。 22あなたがたはすべて寡婦かふ、または孤児こじを悩なやましてはならない。 23もしあなたが彼かれらを悩なやまして、彼かれらがわたしにむかって叫さけぶならば、わたしは必かならずその叫さけびを聞きくであろう。 24そしてわたしの怒いかりは燃もえたち、つるぎをもってあなたがたを殺ころすであろう。あなたがたの妻つまは寡婦かふとなり、あなたがたの子供こどもたちは孤児こじとなるであろう。
    


    
      25あなたが、共ともにおるわたしの民たみの貧まずしい者ものに金かねを貸かす時ときは、これに対たいして金貸かねかしのようになってはならない。これから利子りしを取とってはならない。 26もし隣人りんじんの上着うわぎを質しつに取とるならば、日ひの入いるまでにそれを返かえさなければならない。 27これは彼かれの身みをおおう、ただ一つの物もの、彼かれの膚はだのための着物きものだからである。彼かれは何なにを着きて寝ねることができよう。彼かれがわたしにむかって叫さけぶならば、わたしはこれに聞きくであろう。わたしはあわれみ深ふかいからである。
    


    
      28あなたは神かみをののしってはならない。また民たみの司つかさをのろってはならない。
    


    
      29あなたの豊ゆたかな穀物こくもつと、あふれる酒さけとをささげるに、ためらってはならない。
    


    
      あなたのういごを、わたしにささげなければならない。 30あなたはまた、あなたの牛うしと羊ひつじをも同様どうようにしなければならない。七日なぬかの間あいだその母ははと共ともに置おいて、八日か目めにそれをわたしに、ささげなければならない。
    


    
      31あなたがたは、わたしに対たいして聖せいなる民たみとならなければならない。あなたがたは、野ので裂さき殺ころされたものの肉にくを食たべてはならない。それは犬いぬに投なげ与あたえなければならない。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1あなたは偽いつわりのうわさを言いいふらしてはならない。あなたは悪人あくにんと手てを携たずさえて、悪意あくいのある証人しょうにんになってはならない。 2あなたは多数たすうに従したがって悪あくをおこなってはならない。あなたは訴訟そしょうにおいて、多数たすうに従したがって片寄かたより、正義せいぎを曲まげるような証言しょうげんをしてはならない。 3また貧まずしい人ひとをその訴訟そしょうにおいて、曲まげてかばってはならない。
    


    
      4もし、あなたが敵てきの牛うしまたは、ろばの迷まよっているのに会あう時ときは、必かならずこれを彼かれの所ところに連つれて行いって、帰きさなければならない。 5もしあなたを憎にくむ者もののろばが、その荷物にもつの下したに倒たおれ伏ふしているのを見みる時ときは、これを見捨みすてて置おかないように気きをつけ、必かならずその人ひとに手てを貸かして、これを起おこさなければならない。
    


    
      6あなたは貧まずしい者ものの訴訟そしょうにおいて、裁判さいばんを曲まげてはならない。 7あなたは偽いつわり事ことに遠とおざからなければならない。あなたは罪つみのない者ものと正ただしい者ものとを殺ころしてはならない。わたしは悪人あくにんを義ぎとすることはないからである。 8あなたは賄賂わいろを取とってはならない。賄賂わいろは人ひとの目めをくらまし、正ただしい者ものの事件じけんをも曲まげさせるからである。
    


    
      9あなたは寄留きりゅうの他国たこく人じんをしえたげてはならない。あなたがたはエジプトの国くにで寄留きりゅうの他国たこく人じんであったので、寄留きりゅうの他国たこく人じんの心こころを知しっているからである。
    


    
      10あなたは六年ねんのあいだ、地ちに種たねをまき、その産物さんぶつを取とり入いれることができる。 11しかし、七年ねん目めには、これを休やすませて、耕たがやさずに置おかなければならない。そうすれば、あなたの民たみの貧まずしい者ものがこれを食たべ、その残のこりは野のの獣けものが食たべることができる。あなたのぶどう畑はたけも、オリブ畑はたけも同様どうようにしなければならない。
    


    
      12あなたは六日かのあいだ、仕事しごとをし、七日なぬか目めには休やすまなければならない。これはあなたの牛うしおよび、ろばが休やすみを得え、またあなたのはしための子こおよび寄留きりゅうの他国たこく人じんを休やすませるためである。 13わたしが、あなたがたに言いったすべての事ことに心こころを留とめなさい。他たの神々かみがみの名なを唱となえてはならない。また、これをあなたのくちびるから聞きこえさせてはならない。
    


    
      14あなたは年ねんに三度ど、わたしのために祭まつりを行おこなわなければならない。 15あなたは種たね入いれぬパンの祭まつりを守まもらなければならない。わたしが、あなたに命めいじたように、アビブの月つきの定さだめの時ときに七日なぬかのあいだ、種たね入いれぬパンを食たべなければならない。それはその月つきにあなたがエジプトから出でたからである。だれも、むなし手てでわたしの前まえに出でてはならない。 16また、あなたが畑はたけにまいて獲えた物ものの勤労きんろうの初穂はつほをささげる刈入かりいれの祭まつりと、あなたの勤労きんろうの実みを畑はたけから取とり入いれる年ねんの終おわりに、取入とりいれの祭まつりを行おこなわなければならない。 17男子だんしはみな、年ねんに三度ど、主しゅなる神かみの前まえに出でなければならない。
    


    
      18あなたはわたしの犠牲ぎせいの血ちを、種たねを入いれたパンと共ともにささげてはならない。また、わたしの祭まつりの脂肪しぼうを翌朝よくあさまで残のこして置おいてはならない。
    


    
      19あなたの土地とちの初穂はつほの最もっとも良よい物ものを、あなたの神かみ、主しゅの家いえに携たずさえてこなければならない。あなたは子こやぎを、その母ははの乳ちちで煮にてはならない。
    


    
      20見みよ、わたしは使つかいをあなたの前まえにつかわし、あなたを道みちで守まもらせ、わたしが備そなえた所ところに導みちびかせるであろう。 21あなたはその前まえに慎つつしみ、その言葉ことばに聞きき従したがい、彼かれにそむいてはならない。わたしの名なが彼かれのうちにあるゆえに、彼かれはあなたがたのとがをゆるさないであろう。
    


    
      22しかし、もしあなたが彼かれの声こえによく聞きき従したがい、すべてわたしが語かたることを行おこなうならば、わたしはあなたの敵てきを敵てきとし、あなたのあだをあだとするであろう。
    


    
      23わたしの使つかいはあなたの前まえに行いって、あなたをアモリびと、ヘテびと、ペリジびと、カナンびと、ヒビびと、およびエブスびとの所ところに導みちびき、わたしは彼かれらを滅ほろぼすであろう。 24あなたは彼かれらの神々かみがみを拝おがんではならない。これに仕つかえてはならない。また彼かれらのおこないにならってはならない。あなたは彼かれらを全まったく打うち倒たおし、その石いしの柱はしらを打うち砕くだかなければならない。 25あなたがたの神かみ、主しゅに仕つかえなければならない。そうすれば、わたしはあなたがたのパンと水みずを祝しゅくし、あなたがたのうちから病やまいを除のぞき去さるであろう。 26あなたの国くにのうちには流産りゅうざんする女おんなもなく、不妊ふにんの女おんなもなく、わたしはあなたの日ひの数かずを満みち足たらせるであろう。 27わたしはあなたの先さきに、わたしの恐おそれをつかわし、あなたが行いく所ところの民たみを、ことごとく打うち敗やぶり、すべての敵てきに、その背せをあなたの方ほうへ向むけさせるであろう。 28わたしはまた、くまばちをあなたの先さきにつかわすであろう。これはヒビびと、カナンびと、およびヘテびとをあなたの前まえから追おい払はらうであろう。 29しかし、わたしは彼かれらを一年ねんのうちには、あなたの前まえから追おい払はらわないであろう。土地とちが荒あれすたれ、野のの獣けものが増まして、あなたを害がいすることのないためである。 30わたしは徐々じょじょに彼かれらをあなたの前まえから追おい払はらうであろう。あなたは、ついにふえひろがって、この地ちを継つぐようになるであろう。　　 31わたしは紅海こうかいからペリシテびとの海うみに至いたるまでと、荒野あらのからユフラテ川かわに至いたるまでを、あなたの領域りょういきとし、この地ちに住すんでいる者ものをあなたの手てにわたすであろう。あなたは彼かれらをあなたの前まえから追おい払はらうであろう。 32あなたは彼かれら、および彼かれらの神々かみがみと契約けいやくを結むすんではならない。 33彼かれらはあなたの国くにに住すんではならない。彼かれらがあなたをいざなって、わたしに対たいして罪つみを犯おかさせることのないためである。もし、あなたが彼かれらの神かみに仕つかえるならば、それは必かならずあなたのわなとなるであろう」。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1また、モーセに言いわれた、「あなたはアロン、ナダブ、アビウおよびイスラエルの七十人にんの長老ちょうろうたちと共ともに、主しゅのもとにのぼってきなさい。そしてあなたがたは遠とおく離はなれて礼拝れいはいしなさい。 2ただモーセひとりが主しゅに近ちかづき、他たの者ものは近ちかづいてはならない。また、民たみも彼かれと共ともにのぼってはならない」。
    


    
      3モーセはきて、主しゅのすべての言葉ことばと、すべてのおきてとを民たみに告つげた。民たみはみな同どう音おんに答こたえて言いった、「わたしたちは主しゅの仰おおせられた言葉ことばを皆みな、行おこないます」。 4そしてモーセは主しゅの言葉ことばを、ことごとく書かきしるし、朝あさはやく起おきて山やまのふもとに祭壇さいだんを築きずき、イスラエルの十二部族ぶぞくに従したがって十二の柱はしらを建たて、 5イスラエルの人々ひとびとのうちの若者わかものたちをつかわして、主しゅに燔祭はんさいをささげさせ、また酬恩祭しゅうおんさいとして雄牛おうしをささげさせた。 6その時ときモーセはその血ちの半なかばを取とって、鉢はちに入いれ、また、その血ちの半なかばを祭壇さいだんに注そそぎかけた。 7そして契約けいやくの書しょを取とって、これを民たみに読よみ聞きかせた。すると、彼かれらは答こたえて言いった、「わたしたちは主しゅが仰おおせられたことを皆みな、従順じゅうじゅんに行おこないます」。 8そこでモーセはその血ちを取とって、民たみに注そそぎかけ、そして言いった、「見みよ、これは主しゅがこれらのすべての言葉ことばに基もとづいて、あなたがたと結むすばれる契約けいやくの血ちである」。
    


    
      9こうしてモーセはアロン、ナダブ、アビウおよびイスラエルの七十人にんの長老ちょうろうたちと共ともにのぼって行いった。 10そして、彼かれらがイスラエルの神かみを見みると、その足あしの下したにはサファイアの敷石しきいしのごとき物ものがあり、澄すみ渡わたるおおぞらのようであった。 11神かみはイスラエルの人々ひとびとの指導者しどうしゃたちを手てにかけられなかったので、彼かれらは神かみを見みて、飲のみ食くいした。
    


    
      12ときに主しゅはモーセに言いわれた、「山やまに登のぼり、わたしの所ところにきて、そこにいなさい。彼かれらを教おしえるために、わたしが律法りっぽうと戒いましめとを書かきしるした石いしの板いたをあなたに授さづけるであろう」。 13そこでモーセは従者じゅうしゃヨシュアと共ともに立たちあがり、モーセは神かみの山やまに登のぼった。 14彼かれは長老ちょうろうたちに言いった、「わたしたちがあなたがたの所ところに帰かえって来くるまで、ここで待まっていなさい。見みよ、アロンとホルとが、あなたがたと共ともにいるから、事ことある者ものは、だれでも彼かれらの所ところへ行いきなさい」。
    


    
      15こうしてモーセは山やまに登のぼったが、雲くもは山やまをおおっていた。 16主しゅの栄光えいこうがシナイ山さんの上うえにとどまり、雲くもは六日かのあいだ、山やまをおおっていたが、七日なぬか目めに主しゅは雲くもの中なかからモーセを呼よばれた。 17主しゅの栄光えいこうは山やまの頂いただきで、燃もえる火ひのようにイスラエルの人々ひとびとの目めに見みえたが、 18モーセは雲くもの中なかにはいって、山やまに登のぼった。そしてモーセは四十日にち四十夜や、山やまにいた。
    

  


  


  
    第二十五章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに告つげて、わたしのためにささげ物ものを携たずさえてこさせなさい。すべて、心こころから喜よろこんでする者ものから、わたしにささげる物ものを受うけ取とりなさい。 3あなたがたが彼かれらから受うけ取とるべきささげ物ものはこれである。すなわち金きん、銀ぎん、青銅せいどう、 4青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんし、やぎの毛糸けいと、 5あかね染そめの雄羊おひつじの皮かわ、じゅごんの皮かわ、アカシヤ材ざい、 6ともし油あぶら、注そそぎ油あぶらと香こうばしい薫香くんこうのための香料こうりょう、 7縞しまめのう、エポデと胸当むねあてにはめる宝石ほうせき。 8また、彼かれらにわたしのために聖所せいじょを造つくらせなさい。わたしが彼かれらのうちに住すむためである。 9すべてあなたに示しめす幕屋まくやの型かたおよび、そのもろもろの器うつわの型かたに従したがって、これを造つくらなければならない。
    


    
      10彼かれらはアカシヤ材ざいで箱はこを造つくらなければならない。長ながさは二キュビト半はん、幅はばは一キュビト半はん、高たかさは一キュビト半はん。 11あなたは純金じゅんきんでこれをおおわなければならない。すなわち内外ないがいともにこれをおおい、その上うえの周囲しゅういに金きんの飾かざり縁ふちを造つくらなければならない。 12また金きんの環かん四つを鋳いて、その四すみに取とり付つけなければならない。すなわち二つの環かんをこちら側がわに、二つの環かんをあちら側がわに付つけなければならない。 13またアカシヤ材ざいのさおを造つくり、金きんでこれをおおわなければならない。 14そしてそのさおを箱はこの側面そくめんの環かんに通とおし、それで箱はこをかつがなければならない。 15さおは箱はこの環かんに差さして置おき、それを抜ぬき放はなしてはならない。 16そしてその箱はこに、わたしがあなたに与あたえるあかしの板いたを納おさめなければならない。 17また純金じゅんきんの贖罪所しょくざいしょを造つくらなければならない。長ながさは二キュビト半はん、幅はばは一キュビト半はん。 18また二つの金きんのケルビムを造つくらなければならない。これを打物うちもの造つくりとし、贖罪所しょくざいしょの両端りょうはしに置おかなければならない。 19一つのケルブをこの端はしに、一つのケルブをかの端はしに造つくり、ケルビムを贖罪所しょくざいしょの一部いちぶとしてその両端りょうはしに造つくらなければならない。 20ケルビムは翼つばさを高たかく伸のべ、その翼つばさをもって贖罪所しょくざいしょをおおい、顔かおは互たがいにむかい合あい、ケルビムの顔かおは贖罪所しょくざいしょにむかわなければならない。 21あなたは贖罪所しょくざいしょを箱はこの上うえに置おき、箱はこの中なかにはわたしが授さづけるあかしの板いたを納おさめなければならない。 22その所ところでわたしはあなたに会あい、贖罪所しょくざいしょの上うえから、あかしの箱はこの上うえにある二つのケルビムの間あいだから、イスラエルの人々ひとびとのために、わたしが命めいじようとするもろもろの事ことを、あなたに語かたるであろう。
    


    
      23あなたはまたアカシヤ材ざいの机つくえを造つくらなければならない。長ながさは二キュビト、幅はばは一キュビト、高たかさは一キュビト半はん。 24純金じゅんきんでこれをおおい、周囲しゅういに金きんの飾かざり縁ふちを造つくり、 25またその周囲しゅういに手て幅はばの棧さんを造つくり、その棧さんの周囲しゅういに金きんの飾かざり縁ふちを造つくらなければならない。 26また、そのために金きんの環かん四つを造つくり、その四つの足あしのすみ四か所しょにその環かんを取とり付つけなければならない。 27環かんは棧さんのわきに付つけて、机つくえをかつぐさおを入いれる所ところとしなければならない。 28またアカシヤ材ざいのさおを造つくり、金きんでこれをおおい、それをもって、机つくえをかつがなければならない。 29また、その皿さら、乳香にゅうこうを盛もる杯はいおよび灌祭かんさいを注そそぐための瓶びんと鉢はちを造つくり、これらは純金じゅんきんで造つくらなければならない。 30そして机つくえの上うえには供そなえのパンを置おいて、常つねにわたしの前まえにあるようにしなければならない。
    


    
      31また純金じゅんきんの燭台しょくだいを造つくらなければならない。燭台しょくだいは打物うちもの造つくりとし、その台だい、幹みき、萼がく、節ふし、花はなを一つに連つらならせなければならない。 32また六つの枝えだをそのわきから出ださせ、燭台しょくだいの三つの枝えだをこの側がわから、燭台しょくだいの三つの枝えだをかの側がわから出ださせなければならない。 33あめんどうの花はなの形かたちをした三つの萼がくが、それぞれ節ふしと花はなをもって一つの枝えだにあり、また、あめんどうの花はなの形かたちをした三つの萼がくが、それぞれ節ふしと花はなをもってほかの枝えだにあるようにし、燭台しょくだいから出でる六つの枝えだを、みなそのようにしなければならない。 34また、燭台しょくだいの幹みきには、あめんどうの花はなの形かたちをした四つの萼がくを付つけ、その萼がくにはそれぞれ節ふしと花はなをもたせなさい。 35すなわち二つの枝えだの下したに一つの節ふしを取とり付つけ、次つぎの二つの枝えだの下したに一つの節ふしを取とり付つけ、更さらに次つぎの二つの枝えだの下したに一つの節ふしを取とり付つけ、燭台しょくだいの幹みきから出でる六つの枝えだに、みなそのようにしなければならない。 36それらの節ふしと枝えだを一つに連つらね、ことごとく純金じゅんきんの打物うちもの造つくりにしなければならない。 37また、それのともしび皿ざらを七つ造つくり、そのともしび皿ざらに火ひをともして、その前方ぜんぽうを照てらさせなければならない。 38その芯しん切きりばさみと、芯しん取とり皿ざらは純金じゅんきんで造つくらなければならない。 39すなわち純金じゅんきん一タラントで燭台しょくだいと、これらのもろもろの器うつわとが造つくられなければならない。 40そしてあなたが山やまで示しめされた型かたに従したがい、注意ちゅういしてこれを造つくらなければならない。
    

  


  


  
    第二十六章


    
      1あなたはまた十枚まいの幕まくをもって幕屋まくやを造つくらなければならない。すなわち亜麻あまの撚糸ねんし、青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いとで幕まくを作つくり、巧たくみなわざをもって、それにケルビムを織おり出ださなければならない。 2幕まくの長ながさは、おのおの二十八キュビト、幕まくの幅はばは、おのおの四キュビトで、幕まくは皆みな同おなじ寸法すんぽうでなければならない。 3その幕まく五枚まいを互たがいに連つらね合あわせ、また他たの五枚まいの幕まくをも互たがいに連つらね合あわせなければならない。 4その一連いちれんの端はしにある幕まくの縁ふちに青色あおいろの乳ちをつけ、また他たの一連いちれんの端はしにある幕まくの縁ふちにもそのようにしなければならない。 5あなたは、その一枚まいの幕まくに乳ち五十をつけ、また他たの一連いちれんの幕まくの端はしにも乳ち五十をつけ、その乳ちを互たがいに相あい向むかわせなければならない。 6あなたはまた金きんの輪わ五十を作つくり、その輪わで幕まくを互たがいに連つらね合あわせて一つの幕屋まくやにしなければならない。
    


    
      7また幕屋まくやをおおう天幕てんまくのためにやぎの毛糸けいとで幕まくを作つくらなければならない。すなわち幕まく十一枚まいを作つくり、 8その一枚まいの幕まくの長ながさは三十キュビト、その一枚まいの幕まくの幅はばは四キュビトで、その十一枚まいの幕まくは同おなじ寸法すんぽうでなければならない。 9そして、その幕まく五枚まいを一つに連つらね合あわせ、またその幕まく六枚まいを一つに連つらね合あわせて、その六枚まい目めの幕まくを天幕てんまくの前まえで折おり重かさねなければならない。 10またその一連いちれんの端はしにある幕まくの縁ふちに乳ち五十をつけ、他たの一連いちれんの幕まくの縁ふちにも乳ち五十をつけなさい。
    


    
      11そして青銅せいどうの輪わ五十を作つくり、その輪わを乳ちに掛かけ、その天幕てんまくを連つらね合あわせて一つにし、 12その天幕てんまくの幕まくの残のこりの垂たれる部分ぶぶん、すなわちその残のこりの半はん幕まくを幕屋まくやのうしろに垂たれさせなければならない。 13そして天幕てんまくの幕まくのたけで余あまるものの、こちらのキュビトと、あちらのキュビトとは、幕屋まくやをおおうように、その両側りょうがわのこちらとあちらとに垂たれさせなければならない。 14また、あかね染ぞめの雄羊おひつじの皮かわで天幕てんまくのおおいと、じゅごんの皮かわでその上うえにかけるおおいとを造つくらなければならない。
    


    


    
      15あなたは幕屋まくやのために、アカシヤ材ざいで立たて枠わくを造つくらなければならない。 16枠わくの長ながさを十キュビト、枠わくの幅はばを一キュビト半はんとし、 17枠わくごとに二つの柄ほぞを造つくって、かれとこれとを食くい合あわさせ、幕屋まくやのすべての枠わくにこのようにしなければならない。 18あなたは幕屋まくやのために枠わくを造つくり、南側みなみがわのために枠わく二十とし、 19その二十の枠わくの下したに銀ぎんの座ざ四十を造つくって、この枠わくの下したに、その二つの柄ほぞのために二つの座ざを置おき、かの枠わくの下したにもその二つの柄ほぞのために二つの座ざを置おかなければならない。 20また幕屋まくやの他たの側がわ、すなわち北側きたがわのためにも枠わく二十を造つくり、 21その銀ぎんの座ざ四十を造つくって、この枠わくの下したに、二つの座ざを置おき、かの枠わくの下したにも二つの座ざを置おかなければならない。 22また幕屋まくやのうしろ、すなわち西側にしがわのために枠わく六つを造つくり、 23幕屋まくやのうしろの二つのすみのために枠わく二つを造つくらなければならない。 24これらは下したで重かさなり合あい、同おなじくその頂いただきでも第だい一の環かんまで重かさなり合あうようにし、その二つともそのようにしなければならない。それらは二つのすみのために設もうけるものである。 25こうしてその枠わくは八つ、その銀ぎんの座ざは十六、この枠わくの下したに二つの座ざ、かの枠わくの下したにも二つの座ざを置おかなければならない。 26またアカシヤ材ざいで横木よこぎを造つくらなければならない。すなわち幕屋まくやのこの側がわの枠わくのために五つ、 27また幕屋まくやのかの側がわの枠わくのために横木よこぎ五つ、幕屋まくやのうしろの西側にしがわの枠わくのために横木よこぎ五つを造つくり、 28枠わくのまん中なかにある中央ちゅうおうの横木よこぎは端はしから端はしまで通とおるようにしなければならない。 29そしてその枠わくを金きんでおおい、また横木よこぎを通とおすその環かんを金きんで造つくり、また、その横木よこぎを金きんでおおわなければならない。 30こうしてあなたは山やまで示しめされた様式ようしきに従したがって幕屋まくやを建たてなければならない。
    


    
      31また青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしで垂幕たれまくを作つくり、巧たくみなわざをもって、それにケルビムを織おり出ださなければならない。 32そして金きんでおおった四つのアカシヤ材ざいの柱はしらの金きんの鉤こまにこれを掛かけ、その柱はしらは四つの銀ぎんの座ざの上うえにすえなければならない。 33　その垂幕たれまくの輪わを鉤こまに掛かけ、その垂幕たれまくの内うちにあかしの箱はこを納おさめなさい。その垂幕たれまくはあなたがたのために聖所せいじょと至聖所しせいじょとを隔へだて分わけるであろう。 34また至聖所しせいじょにあるあかしの箱はこの上うえに贖罪所しょくざいしょを置おかなければならない。 35そしてその垂幕たれまくの外そとに机つくえを置おき、幕屋まくやの南側みなみがわに、机つくえに向むかい合あわせて燭台しょくだいを置おかなければならない。ただし机つくえは北側きたがわに置おかなければならない。
    


    
      36あなたはまた天幕てんまくの入口いりぐちのために青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしで、色いろとりどりに織おったとばりを作つくらなければならない。 37あなたはそのとばりのためにアカシヤ材ざいの柱はしら五つを造つくり、これを金きんでおおい、その鉤こまを金きんで造つくり、またその柱はしらのために青銅せいどうの座ざ五つを鋳いて造つくらなければならない。
    

  


  


  
    第二十七章


    
      1あなたはまたアカシヤ材ざいで祭壇さいだんを造つくらなければならない。長ながさ五キュビト、幅はば五キュビトの四角かくで、高たかさは三キュビトである。 2その四すみの上うえにその一部いちぶとしてそれの角つのを造つくり、青銅せいどうで祭壇さいだんをおおわなければならない。 3また灰はいを取とるつぼ、十能じゅうのう、鉢はち、肉にく叉また、火皿ひざらを造つくり、その器うつわはみな青銅せいどうで造つくらなければならない。 4また祭壇さいだんのために青銅せいどうの網あみ細工ざいくの格子こうしを造つくり、その四すみで、網あみの上うえに青銅せいどうの環かんを四つ取とり付つけなければならない。 5その網あみを祭壇さいだんの出張でばりの下したに取とり付つけ、これを祭壇さいだんの高たかさの半なかばに達たっするようにしなければならない。 6また祭壇さいだんのために、さおを造つくらなければならない。すなわちアカシヤ材ざいで、さおを造つくり、青銅せいどうで、これをおおわなければならない。 7そのさおを環かんに通とおし、さおを祭壇さいだんの両側りょうがわにして、これをかつがなければならない。 8祭壇さいだんは板いたで空洞くうどうに造つくり、山やまで示しめされたように、これを造つくらなければならない。
    


    
      9あなたはまた幕屋まくやの庭にわを造つくり、両側りょうがわでは庭にわのために長ながさ百キュビトの亜麻あまの撚糸ねんしのあげばりを設もうけ、その一方いっぽうに当あてなければならない。 10その柱はしらは二十、その柱はしらの二十の座ざは青銅せいどうにし、その柱はしらの鉤こまと桁けたとは銀ぎんにしなければならない。 11また同おなじく北側きたがわのために、長ながさ百キュビトのあげばりを設もうけなければならない。その柱はしらは二十、その柱はしらの二十の座ざは青銅せいどうにし、その柱はしらの鉤こまと桁けたとは銀ぎんにしなければならない。 12また庭にわの西側にしがわの幅はばのために五十キュビトのあげばりを設もうけなければならない。その柱はしらは十、その座ざも十。 13また東側ひがしがわでも庭にわの幅はばを五十キュビトにしなければならない。 14そしてその一方いっぽうに十五キュビトのあげばりを設もうけなければならない。その柱はしらは三つ、その座ざも三つ。 15また他たの一方いっぽうにも十五キュビトのあげばりを設もうけなければならない。その柱はしらは三つ、その座ざも三つ。 16庭にわの門もんのために青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしで、色いろとりどりに織おった長ながさ二十キュビトのとばりを設もうけなければならない。その柱はしらは四つ、その座ざも四つ。 17庭にわの周囲しゅういの柱はしらはみな銀ぎんの桁けたでつなぎ、その鉤こまは銀ぎん、その座ざは青銅せいどうにしなければならない。 18庭にわの長ながさは百キュビト、その幅はばは五十キュビト、その高たかさは五キュビトで、亜麻あまの撚糸ねんしの布ぬのを掛かけめぐらし、その座ざを青銅せいどうにしなければならない。 19すべて幕屋まくやに用もちいるもろもろの器うつわ、およびそのすべての釘くぎ、また庭にわのすべての釘くぎは青銅せいどうで造つくらなければならない。
    


    
      20あなたはまたイスラエルの人々ひとびとに命めいじて、オリブをつぶして採とった純粋じゅんすいの油あぶらを、ともし火ひのために持もってこさせ、絶たえずともし火ひをともさなければならない。 21アロンとその子こたちとは、会見かいけんの幕屋まくやの中なかのあかしの箱はこの前まえにある垂幕たれまくの外そとで、夕ゆうから朝あさまで主しゅの前まえに、そのともし火ひを整ととのえなければならない。これはイスラエルの人々ひとびとの守まもるべき世々よよ変かわらざる定さだめでなければならない。
    

  


  


  
    第二十八章


    
      1またイスラエルの人々ひとびとのうちから、あなたの兄弟きょうだいアロンとその子こたち、すなわちアロンとアロンの子こナダブ、アビウ、エレアザル、イタマルとをあなたのもとにこさせ、祭司さいしとしてわたしに仕つかえさせ、 2またあなたの兄弟きょうだいアロンのために聖せいなる衣服いふくを作つくって、彼かれに栄さかえと麗うるわしきをもたせなければならない。 3あなたはすべて心こころに知恵ちえある者もの、すなわち、わたしが知恵ちえの霊れいを満みたした者ものたちに語かたって、アロンの衣服いふくを作つくらせ、アロンを聖別せいべつし、祭司さいしとしてわたしに仕つかえさせなければならない。 4彼かれらの作つくるべき衣服いふくは次つぎのとおりである。すなわち胸当むねあて、エポデ、衣ころも、市松いちまつ模様もようの服ふく、帽子ぼうし、帯おびである。彼かれらはあなたの兄弟きょうだいアロンとその子こたちとのために聖せいなる衣服いふくを作つくり、祭司さいしとしてわたしに仕つかえさせなければならない。
    


    
      5彼かれらは金糸きんし、青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしを受うけ取とらなければならない。 6そして彼かれらは金糸きんし、青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしを用もちい、巧たくみなわざをもってエポデを作つくらなければならない。 7これに二つの肩かたひもを付つけ、その両端りょうはしを、これに付つけなければならない。 8エポデの上うえで、これをつかねる帯おびは、同おなじきれでエポデの作つくりのように、金糸きんし、青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしで作つくらなければならない。 9あなたは二つの縞しまめのうを取とって、その上うえにイスラエルの子こたちの名なを刻きざまなければならない。 10すなわち、その名な六つを一つの石いしに、残のこりの名な六つを他たの石いしに、彼かれらの生うまれた順じゅんに刻きざまなければならない。 11宝石ほうせきに彫刻ちょうこくする人ひとが印いんを彫刻ちょうこくするように、イスラエルの子こたちの名なをその二つの石いしに刻きざみ、それを金きんの編あみ細工ざいくにはめ、 12この二つの石いしをエポデの肩かたひもにつけて、イスラエルの子こたちの記念きねんの石いしとしなければならない。こうしてアロンは主しゅの前まえでその両りょう肩かたに彼かれらの名なを負おうて記念きねんとしなければならない。 13あなたはまた金きんの編あみ細工ざいくを作つくらなければならない。 14そして二つの純金じゅんきんの鎖くさりを、ひも細工ざいくにねじて作つくり、そのひもの鎖くさりをかの編あみ細工ざいくにつけなければならない。
    


    
      15あなたはまたさばきの胸当むねあてを巧たくみなわざをもって作つくり、これをエポデの作つくりのように作つくらなければならない。すなわち金糸きんし、青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしで、これを作つくらなければならない。 16これは二つに折おって四角かくにし、長ながさは一指ゆび当あたり、幅はばも一指ゆび当あたりとしなければならない。 17またその中なかに宝石ほうせきを四列れつにはめ込こまなければならない。すなわち紅こう玉髄ぎょくずい、貴きかんらん石いし、水晶すいしょうの列れつを第だい一列れつとし、 18第だい二に列れつは、ざくろ石いし、るり、赤あか縞しまめのう。 19第だい三列れつは黄き水晶すいしょう、めのう、紫むらさき水晶すいしょう。 20第だい四列れつは黄き碧玉へきぎょく、縞しまめのう、碧玉へきぎょくであって、これらを金きんの編あみ細工ざいくの中なかにはめ込こまなければならない。 21その宝石ほうせきはイスラエルの子こらの名なに従したがい、その名なとひとしく十二とし、おのおの印いんの彫刻ちょうこくのように十二の部族ぶぞくのためにその名なを刻きざまなければならない。 22またひも細工ざいくにねじた純金じゅんきんの鎖くさりを胸当むねあてにつけなければならない。 23また、胸当むねあてのために金きんの環かん二つを作つくり、胸当むねあての両端りょうはしにその二つの環かんをつけ、 24かの二に筋すじの金きんのひもを胸当むねあての端はしの二つの環かんにつけなければならない。 25ただし、その二に筋すじのひもの他たの両端りょうはしをかの二つの編あみ細工ざいくにつけ、エポデの肩かたひもにつけて、前まえにくるようにしなければならない。 26あなたはまた二つの金きんの環かんを作つくって、これを胸当むねあての両端りょうはしにつけなければならない。すなわちエポデに接せっする内側うちがわの縁ふちにこれをつけなければならない。 27また二つの金きんの環かんを作つくって、これをエポデの二つの肩かたひもの下したの部分ぶぶんにつけ、前まえの方ほうで、そのつなぎ目めに近ちかく、エポデの帯おびの上うえの方ほうにあるようにしなければならない。 28胸当むねあては青あおひもをもって、その環かんをエポデの環かんに結むすびつけ、エポデの帯おびの上うえの方ほうにあるようにしなければならない。こうして胸当むねあてがエポデから離はなれないようにしなければならない。 29アロンが聖所せいじょにはいる時ときは、さばきの胸当むねあてにあるイスラエルの子こたちの名なをその胸むねに置おき、主しゅの前まえに常つねに覚おぼえとしなければならない。 30あなたはさばきの胸当むねあてにウリムとトンミムを入いれて、アロンが主しゅの前まえにいたる時とき、その胸むねの上うえにあるようにしなければならない。こうしてアロンは主しゅの前まえに常つねにイスラエルの子こたちのさばきを、その胸むねに置おかなければならない。
    


    
      31あなたはまた、エポデに属ぞくする上服うわふくをすべて青地あおじで作つくらなければならない。 32頭あたまを通とおす口くちを、そのまん中なかに設もうけ、その口くちの周囲しゅういには、よろいのえりのように織物おりものの縁ふちをつけて、ほころびないようにし、 33そのすそには青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いとで、ざくろを作つくり、そのすその周囲しゅういにつけ、また周囲しゅういに金きんの鈴すずをざくろの間々あいだあいだにつけなければならない。 34すなわち金きんの鈴すずにざくろ、また金きんの鈴すずにざくろと、上服うわふくのすその周囲しゅういにつけなければならない。 35アロンは務つとめの時とき、これを着きなければならない。彼かれが聖所せいじょにはいって主しゅの前まえにいたる時とき、また出でる時とき、その音おとが聞きこえて、彼かれは死しを免まぬかれるであろう。
    


    
      36あなたはまた純金じゅんきんの板いたを造つくり、印いんの彫刻ちょうこくのように、その上うえに『主しゅに聖せいなる者もの』と刻きざみ、 37これを青あおひもで帽子ぼうしに付つけ、それが帽子ぼうしの前まえの方ほうに来くるようにしなければならない。 38これはアロンの額ひたいにあり、そしてアロンはイスラエルの人々ひとびとがささげる聖せいなる物もの、すなわち彼かれらのもろもろの聖せいなる供そなえ物ものについての罪つみの責せめを負おうであろう。これは主しゅの前まえにそれらの受うけいれられるため、常つねにアロンの額ひたいになければならない。
    


    
      39あなたは亜麻あま糸いとで市松いちまつ模様もように下した服ふくを織おり、亜麻あま布ぬので、ずきんを作つくり、また、帯おびを色いろとりどりに織おって作つくらなければならない。
    


    
      40あなたはまたアロンの子こたちのために下した服ふくを作つくり、彼かれらのために帯おびを作つくり、彼かれらのために、ずきんを作つくって、彼かれらに栄さかえと麗うるわしきをもたせなければならない。 41そしてあなたはこれをあなたの兄弟きょうだいアロンおよび彼かれと共ともにいるその子こたちに着きせ、彼かれらに油あぶらを注そそぎ、彼かれらを職しょくに任にんじ、彼かれらを聖別せいべつし、祭司さいしとして、わたしに仕つかえさせなければならない。 42また、彼かれらのために、その隠かくし所ところをおおう亜麻あま布ぬののしたばきを作つくり、腰こしからももに届とどくようにしなければならない。 43アロンとその子こたちは会見かいけんの幕屋まくやにはいる時とき、あるいは聖所せいじょで務つとめをするために祭壇さいだんに近ちかづく時ときに、これを着きなければならない。そうすれば、彼かれらは罪つみを得えて死しぬことはないであろう。これは彼かれと彼かれの後のちの子孫しそんとのための永久えいきゅうの定さだめでなければならない。
    

  


  


  
    第二十九章


    
      1あなたは彼かれらを聖別せいべつし、祭司さいしとしてわたしに仕つかえさせるために、次つぎの事ことを彼かれらにしなければならない。すなわち若わかい雄牛おうし一頭とうと、きずのない雄羊おひつじ二頭とうとを取とり、 2また種たね入いれぬパンと、油あぶらを混まぜた種たね入いれぬ菓子かしと、油あぶらを塗ぬった種たね入いれぬせんべいとを取とりなさい。これらは小麦粉こむぎこで作つくらなければならない。 3そしてこれを一つのかごに入いれ、そのかごに入いれたまま、かの一頭とうの雄牛おうしおよび二頭とうの雄羊おひつじと共ともに携たずさえてこなければならない。 4あなたはまたアロンとその子こたちを会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちに連つれてきて、水みずで彼かれらを洗あらい清きよめ、 5また衣服いふくを取とり、下した服ふくとエポデに属ぞくする上服うわふくと、エポデと胸当むねあてとをアロンに着きせ、エポデの帯おびを締しめさせなければならない。 6そして彼かれの頭あたまに帽子ぼうしをかぶらせ、その帽子ぼうしの上うえにかの聖せいなる冠かんむりをいただかせ、 7注そそぎ油あぶらを取とって彼かれの頭あたまにかけ、彼かれに油あぶら注そそぎをしなければならない。 8あなたはまた彼かれの子こたちを連つれてきて下した服ふくを着きせ、 9彼かれら、すなわちアロンとその子こたちに帯おびを締しめさせ、ずきんをかぶらせなければならない。祭司さいしの職しょくは永久えいきゅうの定さだめによって彼かれらに帰きするであろう。あなたはこうして、アロンとその子こたちを職しょくに任にんじなければならない。
    


    
      10あなたは会見かいけんの幕屋まくやの前まえに雄牛おうしを引ひいてきて、アロンとその子こたちは、その雄羊おひつじの頭あたまに手てを置おかなければならない。 11そして会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちで、主しゅの前まえにその雄牛おうしをほふり、 12その雄牛おうしの血ちを取とり、指ゆびをもって、これを祭壇さいだんの角つのにつけ、その残のこりの血ちを祭壇さいだんの基もといに注そそぎかけなさい。 13また、その内臓ないぞうをおおうすべての脂肪しぼうと肝臓かんぞうの小葉しょうようと、二つの腎臓じんぞうと、その上うえの脂肪しぼうとを取とって、これを祭壇さいだんの上うえで焼やかなければならない。 14ただし、その雄牛おうしの肉にくと皮かわと汚物おぶつとは、宿営しゅくえいの外そとで火ひで焼やき捨すてなければならない。これは罪祭ざいさいである。
    


    
      15あなたはまた、かの雄羊おひつじの一頭とうを取とり、そしてアロンとその子こたちは、その雄羊おひつじの頭あたまに手てを置おかなければならない。 16あなたはその雄羊おひつじをほふり、その血ちを取とって、祭壇さいだんの四つの側面そくめんに注そそぎかけなければならない。 17またその雄羊おひつじを切きり裂さき、その内臓ないぞうと、その足あしとを洗あらって、これをその肉にくの切きれ、および頭とうと共ともに置おき、 18その雄羊おひつじをみな祭壇さいだんの上うえで焼やかなければならない。これは主しゅにささげる燔祭はんさいである。すなわち、これは香こうばしいかおりであって、主しゅにささげる火祭かさいである。
    


    
      19あなたはまた雄羊おひつじの他たの一頭とうを取とり、アロンとその子こたちは、その雄羊おひつじの頭あたまに手てを置おかなければならない。 20そしてあなたはその雄羊おひつじをほふり、その血ちを取とって、アロンの右みぎの耳みみたぶと、その子こたちの右みぎの耳みみたぶとにつけ、また彼かれらの右みぎの手ての親指おやゆびと、右みぎの足あしの親指おやゆびとにつけ、その残のこりの血ちを祭壇さいだんの四つの側面そくめんに注そそぎかけなければならない。 21また祭壇さいだんの上うえの血ちおよび注そそぎ油あぶらを取とって、アロンとその衣服いふく、およびその子こたちと、その子こたちの衣服いふくとに注そそがなければならない。彼かれとその衣服いふく、およびその子こらと、その衣服いふくとは聖別せいべつされるであろう。
    


    
      22あなたはまた、その雄羊おひつじの脂肪しぼう、脂あぶら尾お、内臓ないぞうをおおう脂肪しぼう、肝臓かんぞうの小葉しょうよう、二つの腎臓じんぞう、その上うえの脂肪しぼう、および右みぎのももを取とらなければならない。これは任にん職しょくの雄羊おひつじである。 23また主しゅの前まえにある種たね入いれぬパンのかごの中なかからパン一個こと、油あぶら菓子かし一個こと、せんべい一個ことを取とり、 24これをみなアロンの手てと、その子こたちの手てに置おき、これを主しゅの前まえに揺ゆり動うごかして、揺祭ようさいとしなければならない。 25そしてあなたはこれを彼かれらの手てから受うけ取とり、燔祭はんさいに加くわえて祭壇さいだんの上うえで焼やき、主しゅの前まえに香こうばしいかおりとしなければならない。これは主しゅにささげる火祭かさいである。
    


    
      26あなたはまた、アロンの任にん職しょくの雄羊おひつじの胸むねを取とり、これを主しゅの前まえに揺ゆり動うごかして、揺祭ようさいとしなければならない。これはあなたの受うける分ぶんとなるであろう。 27あなたはアロンとその子こたちの任にん職しょくの雄羊おひつじの胸むねともも、すなわち揺ゆり動うごかした揺祭ようさいの胸むねと、ささげたももとを聖別せいべつしなければならない。 28これはイスラエルの人々ひとびとから永久えいきゅうに、アロンとその子こたちの受うくべきささげ物ものであって、イスラエルの人々ひとびとの酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいの中なかから受うくべきもの、すなわち主しゅにささげるささげ物ものである。
    


    
      29アロンの聖せいなる衣服いふくは彼かれの後のちの子孫しそんに帰きすべきである。彼かれらはこれを着きて、油あぶら注そそがれ、職しょくに任にんぜられなければならない。 30その子こたちのうち、彼かれに代かわって祭司さいしとなり、聖所せいじょで仕つかえるために会見かいけんの幕屋まくやにはいる者ものは、七日なぬかの間あいだこれを着きなければならない。
    


    
      31あなたは任にん職しょくの雄羊おひつじを取とり、聖せいなる場所ばしょでその肉にくを煮になければならない。 32アロンとその子こたちは会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちで、その雄羊おひつじの肉にくと、かごの中なかのパンとを食たべなければならない。 33彼かれらを職しょくに任にんじ、聖別せいべつするため、あがないに用もちいたこれらのものを、彼かれらは食たべなければならない。他たの人ひとはこれを食たべてはならない。これは聖せいなる物ものだからである。 34もし任にん職しょくの肉にく、あるいはパンのうち、朝あさまで残のこるものがあれば、その残のこりは火ひで焼やかなければならない。これは聖せいなる物ものだから食たべてはならない。
    


    
      35あなたはわたしがすべて命めいじるように、アロンとその子こたちにしなければならない。すなわち彼かれらのために七日なぬかのあいだ、任にん職しょくの式しきを行おこなわなければならない。 36あなたは毎日まいにち、あがないのために、罪祭ざいさいの雄牛おうし一頭とうをささげなければならない。また祭壇さいだんのために、あがないをなす時とき、そのために罪祭ざいさいをささげ、また、これに油あぶらを注そそいで聖別せいべつしなさい。 37あなたは七日なぬかの間あいだ、祭壇さいだんのために、あがないをして、これを聖別せいべつしなければならない。こうして祭壇さいだんは、いと聖せいなる物ものとなり、すべて祭壇さいだんに触ふれる者ものは聖せいとなるであろう。
    


    
      38あなたが祭壇さいだんの上うえにささぐべき物ものは次つぎのとおりである。すなわち当歳とうさいの小羊こひつじ二頭とうを毎日まいにち絶たやすことなくささげなければならない。 39その一頭とうの小羊こひつじは朝あさにこれをささげ、他たの一頭とうの小羊こひつじは夕ゆうにこれをささげなければならない。 40一頭とうの小羊こひつじには、つぶして取とった油あぶら一ヒンの四分ぶんの一をまぜた麦粉むぎこ十分ぶんの一エパを添そえ、また灌祭かんさいとして、ぶどう酒しゅ一ヒンの四分ぶんの一を添そえなければならない。 41他たの一頭とうの小羊こひつじは夕ゆうにこれをささげ、朝あさの素祭そさいおよび灌祭かんさいと同おなじものをこれに添そえてささげ、香こうばしいかおりのために主しゅにささげる火祭かさいとしなければならない。 42これはあなたがたが代々よよ会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちで、主しゅの前まえに絶たやすことなく、ささぐべき燔祭はんさいである。わたしはその所ところであなたに会あい、あなたと語かたるであろう。 43また、その所ところでわたしはイスラエルの人々ひとびとに会あうであろう。幕屋まくやはわたしの栄光えいこうによって聖別せいべつされるであろう。 44わたしは会見かいけんの幕屋まくやと祭壇さいだんとを聖別せいべつするであろう。またアロンとその子こたちを聖別せいべつし、祭司さいしとしてわたしに仕つかえさせるであろう。 45わたしはイスラエルの人々ひとびとのうちに住すんで、彼かれらの神かみとなるであろう。 46わたしが彼かれらのうちに住すむために、彼かれらをエジプトの国くにから導みちびき出だした彼かれらの神かみ、主しゅであることを彼かれらは知しるであろう。わたしは彼かれらの神かみ、主しゅである。
    

  


  


  
    第三十章


    
      1あなたはまた香こうをたく祭壇さいだんを造つくらなければならない。アカシヤ材ざいでこれを造つくり、 2長ながさ一キュビト、幅はば一キュビトの四角かくにし、高たかさ二キュビトで、これにその一部いちぶとして角つのをつけなければならない。 3その頂いただき、その四つの側面そくめん、およびその角つのを純金じゅんきんでおおい、その周囲しゅういに金きんの飾かざり縁ふちを造つくり、 4また、その両側りょうがわに、飾かざり縁ふちの下したに金きんの環かん二つをこれのために造つくらなければならない。すなわち、その二つの側がわにこれを造つくらなければならない。これはそれをかつぐさおを通とおすところである。 5そのさおはアカシヤ材ざいで造つくり、金きんでおおわなければならない。 6あなたはそれを、あかしの箱はこの前まえにある垂幕たれまくの前まえに置おいて、わたしがあなたと会あうあかしの箱はこの上うえにある贖罪所しょくざいしょに向むかわせなければならない。 7アロンはその上うえで香こうばしい薫香くんこうをたかなければならない。朝あさごとに、ともしびを整ととのえる時とき、これをたかなければならない。 8アロンはまた夕ゆうべにともしびをともす時ときにも、これをたかなければならない。これは主しゅの前まえにあなたがたが代々よよに絶たやすことなく、ささぐべき薫香くんこうである。 9あなたがたはその上うえで異ことなる香こうをささげてはならない。燔祭はんさいをも素祭そさいをもその上うえでささげてはならない。また、その上うえに灌祭かんさいを注そそいではならない。 10アロンは年ねんに一度どその角つのに血ちをつけてあがないをしなければならない。すなわち、あがないの罪祭ざいさいの血ちをもって代々よよにわたり、年ねんに一度どこれがために、あがないをしなければならない。これは主しゅに最もっとも聖せいなるものである」。
    


    
      11主しゅはモーセに言いわれた、 12「あなたがイスラエルの人々ひとびとの数かずの総計そうけいをとるに当あたり、おのおのその数かぞえられる時とき、その命いのちのあがないを主しゅにささげなければならない。これは数かぞえられる時とき、彼かれらのうちに災わざわいの起おこらないためである。 13すべて数かずに入いる者ものは聖所せいじょのシケルで、半はんシケルを払はらわなければならない。一シケルは二十ゲラであって、おのおの半はんシケルを主しゅにささげ物ものとしなければならない。 14すべて数かずに入いる二十歳さい以上いじょうの者ものは、主しゅにささげ物ものをしなければならない。 15あなたがたの命いのちをあがなうために、主しゅにささげ物ものをする時とき、富とめる者ものも半はんシケルより多おおく出だしてはならず、貧まずしい者ものもそれより少すくなく出だしてはならない。 16あなたはイスラエルの人々ひとびとから、あがないの銀ぎんを取とって、これを会見かいけんの幕屋まくやの用ように当あてなければならない。これは主しゅの前まえにイスラエルの人々ひとびとのため記念きねんとなって、あなたがたの命いのちをあがなうであろう」。
    


    
      17主しゅはモーセに言いわれた、 18「あなたはまた洗あらうために洗盤せんばんと、その台だいを青銅せいどうで造つくり、それを会見かいけんの幕屋まくやと祭壇さいだんとの間あいだに置おいて、その中なかに水みずを入いれ、 19アロンとその子こたちは、それで手てと足あしとを洗あらわなければならない。 20彼かれらは会見かいけんの幕屋まくやにはいる時とき、水みずで洗あらって、死しなないようにしなければならない。また祭壇さいだんに近ちかづいて、その務つとめをなし、火祭かさいを主しゅにささげる時ときにも、そうしなければならない。 21すなわち、その手て、その足あしを洗あらって、死しなないようにしなければならない。これは彼かれとその子孫しそんの代々よよにわたる永久えいきゅうの定さだめでなければならない」。
    


    
      22主しゅはまたモーセに言いわれた、 23「あなたはまた最もっとも良よい香料こうりょうを取とりなさい。すなわち液体えきたいの没薬もつやく五百シケル、香こうばしい肉桂にっけいをその半なかば、すなわち二百五十シケル、におい菖蒲しょうぶ二百五十シケル、 24桂けい枝し五百シケルを聖所せいじょのシケルで取とり、また、オリブの油あぶら一ヒンを取とりなさい。 25あなたはこれを聖せいなる注そそぎ油あぶら、すなわち香油こうゆを造つくるわざにしたがい、まぜ合あわせて、におい油あぶらに造つくらなければならない。これは聖せいなる注そそぎ油あぶらである。 26あなたはこの油あぶらを会見かいけんの幕屋まくやと、あかしの箱はことに注そそぎ、 27机つくえと、そのもろもろの器うつわ、燭台しょくだいと、そのもろもろの器うつわ、香こうの祭壇さいだん、 28燔祭はんさいの祭壇さいだんと、そのもろもろの器うつわ、洗盤せんばんと、その台だいとに油あぶらを注そそぎ、 29これらをきよめて最もっとも聖せいなる物ものとしなければならない。すべてこれに触ふれる者ものは聖せいとなるであろう。 30あなたはアロンとその子こたちに油あぶらを注そそいで、彼かれらを聖別せいべつし、祭司さいしとしてわたしに仕つかえさせなければならない。 31そしてあなたはイスラエルの人々ひとびとに言いわなければならない、『これはあなたがたの代々よよにわたる、わたしの聖せいなる注そそぎ油あぶらであって、 32常つねの人ひとの身みにこれを注そそいではならない。またこの割合わりあいをもって、これと等ひとしいものを造つくってはならない。これは聖せいなるものであるから、あなたがたにとっても聖せいなる物ものでなければならない。 33すべてこれと等ひとしい物ものを造つくる者もの、あるいはこれを祭司さいし以外いがいの人ひとにつける者ものは、民たみのうちから断たたれるであろう』」。
    


    
      34主しゅはまた、モーセに言いわれた、「あなたは香料こうりょう、すなわち蘇そ合ごう香こう、シケレテ香こう、楓ふう子し香こう、純粋じゅんすいの乳香にゅうこうの香料こうりょうを取とりなさい。おのおの同おなじ量りょうでなければならない。 35あなたはこれをもって香こう、すなわち香料こうりょうをつくるわざにしたがって薫香くんこうを造つくり、塩しおを加くわえ、純じゅんにして聖せいなる物ものとしなさい。 36また、その幾いくぶんを細こまかに砕くだき、わたしがあなたと会あう会見かいけんの幕屋まくやにある、あかしの箱はこの前まえにこれを供そなえなければならない。これはあなたがたに最もっとも聖せいなるものである。 37あなたが造つくる香こうの同おなじ割合わりあいをもって、それを自分じぶんのために造つくってはならない。これはあなたにとって主しゅに聖せいなるものでなければならない。 38すべてこれと等ひとしいものを造つくって、これをかぐ者ものは民たみのうちから断たたれるであろう」。
    

  


  


  
    第三十一章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、 2「見みよ、わたしはユダの部族ぶぞくに属ぞくするホルの子こなるウリの子こベザレルを名なざして召めし、 3これに神かみの霊れいを満みたして、知恵ちえと悟さとりと知識ちしきと諸種しょしゅの工作こうさくに長ちょうぜしめ、 4工夫くふうを凝こらして金きん、銀ぎん、青銅せいどうの細工さいくをさせ、 5また宝石ほうせきを切きりはめ、木きを彫刻ちょうこくするなど、諸種しょしゅの工作こうさくをさせるであろう。 6見みよ、わたしはまたダンの部族ぶぞくに属ぞくするアヒサマクの子こアホリアブを彼かれと共ともならせ、そしてすべて賢かしこい者ものの心こころに知恵ちえを授さづけ、わたしがあなたに命めいじたものを、ことごとく彼かれらに造つくらせるであろう。 7すなわち会見かいけんの幕屋まくや、あかしの箱はこ、その上うえにある贖罪所しょくざいしょ、幕屋まくやのもろもろの器うつわ、 8机つくえとその器うつわ、純金じゅんきんの燭台しょくだいと、そのもろもろの器うつわ、香こうの祭壇さいだん、 9燔祭はんさいの祭壇さいだんとそのもろもろの器うつわ、洗盤せんばんとその台だい、 10編物あみものの服ふく、すなわち祭司さいしの務つとめをするための祭司さいしアロンの聖せいなる服ふく、およびその子こたちの服ふく、 11注そそぎ油あぶら、聖所せいじょのための香こうばしい香こうなどを、すべてわたしがあなたに命めいじたように造つくらせるであろう」。
    


    
      12主しゅはまたモーセに言いわれた、 13「あなたはイスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『あなたがたは必かならずわたしの安息日あんそくにちを守まもらなければならない。これはわたしとあなたがたとの間あいだの、代々よよにわたるしるしであって、わたしがあなたがたを聖別せいべつする主しゅであることを、知しらせるためのものである。 14それゆえ、あなたがたは安息日あんそくにちを守まもらなければならない。これはあなたがたに聖せいなる日ひである。すべてこれを汚けがす者ものは必かならず殺ころされ、すべてこの日ひに仕事しごとをする者ものは、民たみのうちから断たたれるであろう。 15六日かのあいだは仕事しごとをしなさい。七日なぬか目めは全まったき休やすみの安息日あんそくにちで、主しゅのために聖せいである。すべて安息日あんそくにちに仕事しごとをする者ものは必かならず殺ころされるであろう。 16ゆえに、イスラエルの人々ひとびとは安息日あんそくにちを覚おぼえ、永遠えいえんの契約けいやくとして、代々よよ安息日あんそくにちを守まもらなければならない。 17これは永遠えいえんにわたしとイスラエルの人々ひとびととの間あいだのしるしである。それは主しゅが六日かのあいだに天地てんちを造つくり、七日なぬか目めに休やすみ、かつ、いこわれたからである』」。
    


    
      18主しゅはシナイ山さんでモーセに語かたり終おえられたとき、あかしの板いた二枚まい、すなわち神かみが指ゆびをもって書かかれた石いしの板いたをモーセに授さづけられた。
    

  


  


  
    第三十二章


    
      1民たみはモーセが山やまを下くだることのおそいのを見みて、アロンのもとに集あつまって彼かれに言いった、「さあ、わたしたちに先立さきだって行ゆく神かみを、わたしたちのために造つくってください。わたしたちをエジプトの国くにから導みちびきのぼった人ひと、あのモーセはどうなったのかわからないからです」。 2アロンは彼かれらに言いった、「あなたがたの妻つま、むすこ、娘むすめらの金きんの耳輪みみわをはずしてわたしに持もってきなさい」。 3そこで民たみは皆みなその金きんの耳輪みみわをはずしてアロンのもとに持もってきた。 4アロンがこれを彼かれらの手てから受うけ取とり、工具こうぐで型かたを造つくり、鋳いて子こ牛うしとしたので、彼かれらは言いった、「イスラエルよ、これはあなたをエジプトの国くにから導みちびきのぼったあなたの神かみである」。 5アロンはこれを見みて、その前まえに祭壇さいだんを築きずいた。そしてアロンは布告ふこくして言いった、「あすは主しゅの祭まつりである」。 6そこで人々ひとびとはあくる朝あさ早はやく起おきて燔祭はんさいをささげ、酬恩祭しゅうおんさいを供そなえた。民たみは座ざして食くい飲のみし、立たって戯ざれた。
    


    
      7主しゅはモーセに言いわれた、「急いそいで下くだりなさい。あなたがエジプトの国くにから導みちびきのぼったあなたの民たみは悪わるいことをした。 8彼かれらは早はやくもわたしが命めいじた道みちを離はなれ、自分じぶんのために鋳物いものの子こ牛うしを造つくり、これを拝おがみ、これに犠牲ぎせいをささげて、『イスラエルよ、これはあなたをエジプトの国くにから導みちびきのぼったあなたの神かみである』と言いっている」。 9主しゅはまたモーセに言いわれた、「わたしはこの民たみを見みた。これはかたくなな民たみである。 10それで、わたしをとめるな。わたしの怒いかりは彼かれらにむかって燃もえ、彼かれらを滅ほろぼしつくすであろう。しかし、わたしはあなたを大おおいなる国民こくみんとするであろう」。
    


    
      11モーセはその神かみ、主しゅをなだめて言いった、「主しゅよ、大おおいなる力ちからと強つよき手てをもって、エジプトの国くにから導みちびき出だされたあなたの民たみにむかって、なぜあなたの怒いかりが燃もえるのでしょうか。 12どうしてエジプトびとに『彼かれは悪意あくいをもって彼かれらを導みちびき出だし、彼かれらを山地さんちで殺ころし、地ちの面めんから断たち滅ほろぼすのだ』と言いわせてよいでしょうか。どうかあなたの激はげしい怒いかりをやめ、あなたの民たみに下くだそうとされるこの災わざわいを思おもい直なおし、 13あなたのしもべアブラハム、イサク、イスラエルに、あなたが御ご自身じしんをさして誓ちかい、『わたしは天てんの星ほしのように、あなたがたの子孫しそんを増まし、わたしが約束やくそくしたこの地ちを皆みなあなたがたの子孫しそんに与あたえて、長ながくこれを所有しょゆうさせるであろう』と彼かれらに仰おおせられたことを覚おぼえてください」。 14それで、主しゅはその民たみに下くだすと言いわれた災わざわいについて思おもい直なおされた。
    


    
      15モーセは身みを転てんじて山やまを下くだった。彼かれの手てには、かの二枚まいのあかしの板いたがあった。板いたはその両面りょうめんに文字もじがあった。すなわち、この面めんにも、かの面めんにも文字もじがあった。 16その板いたは神かみの作さく、その文字もじは神かみの文字もじであって、板いたに彫ほったものである。 17ヨシュアは民たみの呼よばわる声こえを聞きいて、モーセに言いった、「宿営しゅくえいの中なかに戦たたかいの声こえがします」。 18しかし、モーセは言いった、「勝かちどきの声こえでなく、敗北はいぼくの叫さけび声ごえでもない。わたしの聞きくのは歌うたの声こえである」。 19モーセが宿営しゅくえいに近ちかづくと、子こ牛うしと踊おどりとを見みたので、彼かれは怒いかりに燃もえ、手てからかの板いたを投なげうち、これを山やまのふもとで砕くだいた。 20また彼かれらが造つくった子こ牛うしを取とって火ひに焼やき、こなごなに砕くだき、これを水みずの上うえにまいて、イスラエルの人々ひとびとに飲のませた。
    


    
      21モーセはアロンに言いった、「この民たみがあなたに何なにをしたので、あなたは彼かれらに大おおいなる罪つみを犯おかさせたのですか」。 22アロンは言いった、「わが主しゅよ、激はげしく怒いからないでください。この民たみの悪わるいのは、あなたがごぞんじです。 23彼かれらはわたしに言いいました、『わたしたちに先立さきだって行いく神かみを、わたしたちのために造つくってください。わたしたちをエジプトの国くにから導みちびきのぼった人ひと、あのモーセは、どうなったのかわからないからです』。 24そこでわたしは『だれでも、金きんを持もっている者ものは、それを取とりはずしなさい』と彼かれらに言いいました。彼かれらがそれをわたしに渡わたしたので、わたしがこれを火ひに投なげ入いれると、この子こ牛うしが出でてきたのです」。
    


    
      25モーセは民たみがほしいままにふるまったのを見みた。アロンは彼かれらがほしいままにふるまうに任まかせ、敵てきの中なかに物笑ものわらいとなったからである。 26モーセは宿営しゅくえいの門もんに立たって言いった、「すべて主しゅにつく者ものはわたしのもとにきなさい」。レビの子こたちはみな彼かれのもとに集あつまった。 27そこでモーセは彼かれらに言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅはこう言いわれる、『あなたがたは、おのおの腰こしにつるぎを帯おび、宿営しゅくえいの中なかを門もんから門もんへ行いき巡めぐって、おのおのその兄弟きょうだい、その友とも、その隣人りんじんを殺ころせ』」。 28レビの子こたちはモーセの言葉ことばどおりにしたので、その日ひ、民たみのうち、おおよそ三千人にんが倒たおれた。 29そこで、モーセは言いった、「あなたがたは、おのおのその子こ、その兄弟きょうだいに逆さからって、きょう、主しゅに身みをささげた。それで主しゅは、きょう、あなたがたに祝福しゅくふくを与あたえられるであろう」。
    


    
      30あくる日ひ、モーセは民たみに言いった、「あなたがたは大おおいなる罪つみを犯おかした。それで今いま、わたしは主しゅのもとに上のぼって行いく。あなたがたの罪つみを償つぐなうことが、できるかも知しれない」。 31モーセは主しゅのもとに帰かえって、そして言いった、「ああ、この民たみは大おおいなる罪つみを犯おかし、自分じぶんのために金きんの神かみを造つくりました。 32今いまもしあなたが、彼かれらの罪つみをゆるされますならば——。しかし、もしかなわなければ、どうぞあなたが書かきしるされたふみから、わたしの名なを消けし去さってください」。 33主しゅはモーセに言いわれた、「すべてわたしに罪つみを犯おかした者ものは、これをわたしのふみから消けし去さるであろう。 34しかし、今いまあなたは行いって、わたしがあなたに告つげたところに民たみを導みちびきなさい。見みよ、わたしの使つかいはあなたに先立さきだって行いくであろう。ただし刑罰けいばつの日ひに、わたしは彼かれらの罪つみを罰ばっするであろう」。
    


    
      35そして主しゅは民たみを撃うたれた。彼かれらが子こ牛うしを造つくったからである。それはアロンが造つくったのである。
    

  


  


  
    第三十三章


    
      1さて、主しゅはモーセに言いわれた、「あなたと、あなたがエジプトの国くにから導みちびきのぼった民たみとは、ここを立たってわたしがアブラハム、イサク、ヤコブに誓ちかって、『これをあなたの子孫しそんに与あたえる』と言いった地ちにのぼりなさい。 2わたしはひとりの使つかいをつかわしてあなたに先立さきだたせ、カナンびと、アモリびと、ヘテびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとを追おい払はらうであろう。 3あなたがたは乳ちちと蜜みつの流ながれる地ちにのぼりなさい。しかし、あなたがたは、かたくなな民たみであるから、わたしが道みちであなたがたを滅ほろぼすことのないように、あなたがたのうちにあって一緒いっしょにはのぼらないであろう」。
    


    
      4民たみはこの悪わるい知しらせを聞きいて憂うれい、ひとりもその飾かざりを身みに着つける者ものはなかった。 5主しゅはモーセに言いわれた、「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『あなたがたは、かたくなな民たみである。もしわたしが一刻いっこくでも、あなたがたのうちにあって、一緒いっしょにのぼって行いくならば、あなたがたを滅ほろぼすであろう。ゆえに、今いま、あなたがたの飾かざりを身みから取とり去さりなさい。そうすればわたしはあなたがたになすべきことを知しるであろう』」。 6それで、イスラエルの人々ひとびとはホレブ山やま以来いらいその飾かざりを取とり除のぞいていた。
    


    
      7モーセは幕屋まくやを取とって、これを宿営しゅくえいの外そとに、宿営しゅくえいを離はなれて張はり、これを会見かいけんの幕屋まくやと名なづけた。すべて主しゅに伺うかがい事ことのある者ものは出でて、宿営しゅくえいの外そとにある会見かいけんの幕屋まくやに行いった。 8モーセが出でて、幕屋まくやに行いく時ときには、民たみはみな立たちあがり、モーセが幕屋まくやにはいるまで、おのおのその天幕てんまくの入口いりぐちに立たって彼かれを見送みおくった。 9モーセが幕屋まくやにはいると、雲くもの柱はしらが下くだって幕屋まくやの入口いりぐちに立たった。そして主しゅはモーセと語かたられた。 10民たみはみな幕屋まくやの入口いりぐちに雲くもの柱はしらが立たつのを見みると、立たっておのおの自分じぶんの天幕てんまくの入口いりぐちで礼拝れいはいした。 11人ひとがその友ともと語かたるように、主しゅはモーセと顔かおを合あわせて語かたられた。こうしてモーセは宿営しゅくえいに帰かえったが、その従者じゅうしゃなる若者わかもの、ヌンの子こヨシュアは幕屋まくやを離はなれなかった。
    


    
      12モーセは主しゅに言いった、「ごらんください。あなたは『この民たみを導みちびきのぼれ』とわたしに言いいながら、わたしと一緒いっしょにつかわされる者ものを知しらせてくださいません。しかも、あなたはかつて『わたしはお前まえを選えらんだ。お前まえはまたわたしの前まえに恵めぐみを得えた』と仰おおせになりました。 13それで今いま、わたしがもし、あなたの前まえに恵めぐみを得えますならば、どうか、あなたの道みちを示しめし、あなたをわたしに知しらせ、あなたの前まえに恵めぐみを得えさせてください。また、この国民こくみんがあなたの民たみであることを覚おぼえてください」。 14主しゅは言いわれた「わたし自身じしんが一緒いっしょに行いくであろう。そしてあなたに安息あんそくを与あたえるであろう」。 15モーセは主しゅに言いった「もしあなた自身じしんが一緒いっしょに行いかれないならば、わたしたちをここからのぼらせないでください。 16わたしとあなたの民たみとが、あなたの前まえに恵めぐみを得えることは、何なにによって知しられましょうか。それはあなたがわたしたちと一緒いっしょに行いかれて、わたしとあなたの民たみとが、地ちの面めんにある諸民しょみんと異ことなるものになるからではありませんか」。
    


    
      17主しゅはモーセに言いわれた、「あなたはわたしの前まえに恵めぐみを得え、またわたしは名なをもってあなたを知しるから、あなたの言いったこの事ことをもするであろう」。 18モーセは言いった、「どうぞ、あなたの栄光えいこうをわたしにお示しめしください」。 19主しゅは言いわれた、「わたしはわたしのもろもろの善ぜんをあなたの前まえに通とおらせ、主しゅの名なをあなたの前まえにのべるであろう。わたしは恵めぐもうとする者ものを恵めぐみ、あわれもうとする者ものをあわれむ」。 20また言いわれた、「しかし、あなたはわたしの顔かおを見みることはできない。わたしを見みて、なお生いきている人ひとはないからである」。 21そして主しゅは言いわれた、「見みよ、わたしのかたわらに一つの所ところがある。あなたは岩いわの上うえに立たちなさい。 22わたしの栄光えいこうがそこを通とおり過すぎるとき、わたしはあなたを岩いわの裂さけ目めに入いれて、わたしが通とおり過すぎるまで、手てであなたをおおうであろう。 23そしてわたしが手てをのけるとき、あなたはわたしのうしろを見みるが、わたしの顔かおは見みないであろう」。
    

  


  


  
    第三十四章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、「あなたは前まえのような石いしの板いた二枚まいを、切きって造つくりなさい。わたしはあなたが砕くだいた初はじめの板いたにあった言葉ことばを、その板いたに書かくであろう。 2あなたは朝あさまでに備そなえをし、朝あさのうちにシナイ山さんに登のぼって、山やまの頂いただきでわたしの前まえに立たちなさい。 3だれもあなたと共ともに登のぼってはならない。また、だれも山やまの中なかにいてはならない。また山やまの前まえで羊ひつじや牛うしを飼かっていてはならない」。 4そこでモーセは前まえのような石いしの板いた二枚まいを、切きって造つくり、朝あさ早はやく起おきて、主しゅが彼かれに命めいじられたようにシナイ山さんに登のぼった。彼かれはその手てに石いしの板いた二枚まいをとった。 5ときに主しゅは雲くもの中なかにあって下くだり、彼かれと共ともにそこに立たって主しゅの名なを宣のべられた。 6主しゅは彼かれの前まえを過すぎて宣のべられた。「主しゅ、主しゅ、あわれみあり、恵めぐみあり、怒いかることおそく、いつくしみと、まこととの豊ゆたかなる神かみ、 7いつくしみを千代だいまでも施ほどこし、悪あくと、とがと、罪つみとをゆるす者もの、しかし、罰ばつすべき者ものをば決けっしてゆるさず、父ちちの罪つみを子こに報むくい、子この子こに報むくいて、三、四代だいにおよぼす者もの」。 8モーセは急いそぎ地ちに伏ふして拝はいし、 9そして言いった、「ああ主しゅよ、わたしがもし、あなたの前まえに恵めぐみを得えますならば、かたくなな民たみですけれども、どうか主しゅがわたしたちのうちにあって一緒いっしょに行いってください。そしてわたしたちの悪あくと罪つみとをゆるし、わたしたちをあなたのものとしてください」。
    


    
      10主しゅは言いわれた、「見みよ、わたしは契約けいやくを結むすぶ。わたしは地ちのいずこにも、いかなる民たみのうちにも、いまだ行おこなわれたことのない不思議ふしぎを、あなたのすべての民たみの前まえに行おこなうであろう。あなたが共ともに住すむ民たみはみな、主しゅのわざを見みるであろう。わたしがあなたのためになそうとすることは、恐おそるべきものだからである。
    


    
      11わたしが、きょう、あなたに命めいじることを守まもりなさい。見みよ、わたしはアモリびと、カナンびと、ヘテびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとを、あなたの前まえから追おい払はらうであろう。 12あなたが行ゆく国くにに住すんでいる者ものと、契約けいやくを結むすばないように、気きをつけなければならない。おそらく彼かれらはあなたのうちにあって、わなとなるであろう。 13むしろあなたがたは、彼かれらの祭壇さいだんを倒たおし、石いしの柱はしらを砕くだき、アシラ像ぞうを切きり倒たおさなければならない。 14あなたは他たの神かみを拝おがんではならない。主しゅはその名なを『ねたみ』と言いって、ねたむ神かみだからである。 15おそらくあなたはその国くにに住すむ者ものと契約けいやくを結むすび、彼かれらの神々かみがみを慕したって姦淫かんいんを行おこない、その神々かみがみに犠牲ぎせいをささげ、招まねかれて彼かれらの犠牲ぎせいを食たべ、 16またその娘むすめたちを、あなたのむすこたちにめとり、その娘むすめたちが自分じぶんたちの神々かみがみを慕したって姦淫かんいんを行おこない、また、あなたのむすこたちをして、彼かれらの神々かみがみを慕したわせ、姦淫かんいんを行おこなわせるに至いたるであろう。
    


    
      17あなたは自分じぶんのために鋳物いものの神々かみがみを造つくってはならない。
    


    
      18あなたは種たね入いれぬパンの祭まつりを守まもらなければならない。すなわち、わたしがあなたに命めいじたように、アビブの月つきの定さだめの時ときに、七日なぬかのあいだ、種たね入いれぬパンを食たべなければならない。あなたがアビブの月つきにエジプトを出でたからである。 19すべて初はじめに生うまれる者ものは、わたしのものである。すべてあなたの家畜かちくのういごの雄おすは、牛うしも羊ひつじもそうである。 20ただし、ろばのういごは小羊こひつじであがなわなければならない。もしあがなわないならば、その首くびを折おらなければならない。あなたのむすこのうちのういごは、みなあがなわなければならない。むなし手てでわたしの前まえに出でてはならない。
    


    
      21あなたは六日かのあいだ働はたらき、七日なぬか目めには休やすまなければならない。耕たがやし時どきにも、刈入かりいれ時どきにも休やすまなければならない。 22あなたは七週しゅうの祭まつり、すなわち小麦こむぎ刈かりの初穂はつほの祭まつりを行おこなわなければならない。また年ねんの終おわりに取とり入いれの祭まつりを行おこなわなければならない。 23年ねんに三度ど、男子だんしはみな主しゅなる神かみ、イスラエルの神かみの前まえに出でなければならない。 24わたしは国々くにぐにの民たみをあなたの前まえから追おい払はらって、あなたの境さかいを広ひろくするであろう。あなたが年ねんに三度どのぼって、あなたの神かみ、主しゅの前まえに出でる時ときには、だれもあなたの国くにを侵おかすことはないであろう。
    


    
      25あなたは犠牲ぎせいの血ちを、種たねを入いれたパンと共ともに供そなえてはならない。また過越すぎこしの祭まつりの犠牲ぎせいを、翌朝よくあさまで残のこして置おいてはならない。 26あなたの土地とちの初穂はつほの最もっとも良よいものを、あなたの神かみ、主しゅの家いえに携たずさえてこなければならない。あなたは子こやぎをその母ははの乳ちちで煮にてはならない」。 27また主しゅはモーセに言いわれた、「これらの言葉ことばを書かきしるしなさい。わたしはこれらの言葉ことばに基もとづいて、あなたおよびイスラエルと契約けいやくを結むすんだからである」。 28モーセは主しゅと共ともに、四十日にち四十夜や、そこにいたが、パンも食たべず、水みずも飲のまなかった。そして彼かれは契約けいやくの言葉ことば、十誡じっかいを板いたの上うえに書かいた。
    


    
      29モーセはそのあかしの板いた二枚まいを手てにして、シナイ山さんから下くだったが、その山やまを下くだったとき、モーセは、さきに主しゅと語かたったゆえに、顔かおの皮かわが光ひかりを放はなっているのを知しらなかった。 30アロンとイスラエルの人々ひとびととがみな、モーセを見みると、彼かれの顔かおの皮かわが光ひかりを放はなっていたので、彼かれらは恐おそれてこれに近ちかづかなかった。 31モーセは彼かれらを呼よんだ。アロンと会衆かいしゅうのかしらたちとがみな、モーセのもとに帰かえってきたので、モーセは彼かれらと語かたった。 32その後のち、イスラエルの人々ひとびとがみな近ちかよったので、モーセは主しゅがシナイ山さんで彼かれに語かたられたことを、ことごとく彼かれらにさとした。 33モーセは彼かれらと語かたり終おえた時とき、顔かおおおいを顔かおに当あてた。 34しかしモーセは主しゅの前まえに行いって主しゅと語かたる時ときは、出でるまで顔かおおおいを取とり除のぞいていた。そして出でて来くると、その命めいじられた事ことをイスラエルの人ひと人ひとに告つげた。 35イスラエルの人々ひとびとはモーセの顔かおを見みると、モーセの顔かおの皮かわが光ひかりを放はなっていた。モーセは行いって主しゅと語かたるまで、また顔かおおおいを顔かおに当あてた。
    

  


  


  
    第三十五章


    
      1モーセはイスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうを集あつめて言いった、「これは主しゅが行おこなえと命めいじられた言葉ことばである。 2六日かの間あいだは仕事しごとをしなさい。七日なぬか目めはあなたがたの聖日せいじつで、主しゅの全まったき休やすみの安息日あんそくにちであるから、この日ひに仕事しごとをする者ものはだれでも殺ころされなければならない。 3安息日あんそくにちにはあなたがたのすまいのどこでも火ひをたいてはならない」。
    


    
      4モーセはイスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうに言いった、「これは主しゅが命めいじられたことである。 5あなたがたの持もち物もののうちから、主しゅにささげる物ものを取とりなさい。すべて、心こころから喜よろこんでする者ものは、主しゅにささげる物ものを持もってきなさい。すなわち金きん、銀ぎん、青銅せいどう。 6青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あま糸いと、やぎの毛糸けいと。 7あかね染ぞめの雄羊おひつじの皮かわ、じゅごんの皮かわ、アカシヤ材ざい、 8ともし油あぶら、注そそぎ油あぶらと香こうばしい薫香くんこうとのための香料こうりょう、 9縞しまめのう、エポデと胸当むねあてとにはめる宝石ほうせき。
    


    
      10すべてあなたがたのうち、心こころに知恵ちえある者ものはきて、主しゅの命めいじられたものをみな造つくりなさい。 11すなわち幕屋まくや、その天幕てんまくと、そのおおい、その鉤こまと、その枠わく、その横木よこぎ、その柱はしらと、その座ざ、 12箱はこと、そのさお、贖罪所しょくざいしょ、隔へだての垂幕たれまく、 13机つくえと、そのさお、およびそのもろもろの器うつわ、供そなえのパン、 14また、ともしびのための燭台しょくだいと、その器うつわ、ともしび皿ざらと、ともし油あぶら、 15香こうの祭壇さいだんと、そのさお、注そそぎ油あぶら、香こうばしい薫香くんこう、幕屋まくやの入口いりぐちのとばり、 16燔祭はんさいの祭壇さいだんおよびその青銅せいどうの網あみ、そのさおと、そのもろもろの器うつわ、洗盤せんばんと、その台だい、 17庭にわのあげばり、その柱はしらとその座ざ、庭にわの門もんのとばり、 18幕屋まくやの釘くぎ、庭にわの釘くぎおよびそのひも、 19聖所せいじょにおける務つとめのための編物あみものの服ふく、すなわち祭司さいしの務つとめをなすための祭司さいしアロンの聖せいなる服ふくおよびその子こたちの服ふく」。
    


    
      20イスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうはモーセの前まえを去さり、 21すべて心こころに感かんじた者もの、すべて心こころから喜よろこんでする者ものは、会見かいけんの幕屋まくやの作業さぎょうと、そのもろもろの奉仕ほうしと、聖せいなる服ふくとのために、主しゅにささげる物ものを携たずさえてきた。 22すなわち、すべて心こころから喜よろこんでする男女だんじょは、鼻輪はなわ、耳輪みみわ、指輪ゆびわ、首飾くびかざり、およびすべての金きんの飾かざりを携たずさえてきた。すべて金きんのささげ物ものを主しゅにささげる者ものはそのようにした。 23すべて青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あま糸いと、やぎの毛糸けいと、あかね染ぞめの雄羊おひつじの皮かわ、じゅごんの皮かわを持もっている者ものは、それを携たずさえてきた。 24すべて銀ぎん、青銅せいどうのささげ物ものをささげることのできる者ものは、それを主しゅにささげる物ものとして携たずさえてきた。また、すべて組立くみたての工事こうじに用もちいるアカシヤ材ざいを持もっている者ものは、それを携たずさえてきた。 25また、すべて心こころに知恵ちえある女おんなたちは、その手てをもって紡つむぎ、その紡つむいだ青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あま糸いとを携たずさえてきた。 26すべて知恵ちえがあって、心こころに感かんじた女おんなたちは、やぎの毛けを紡つむいだ。 27また、かしらたちは縞しまめのう、およびエポデと胸当むねあてにはめる宝石ほうせきを携たずさえてきた。 28また、ともしびと、注そそぎ油あぶらと、香こうばしい薫香くんこうのための香料こうりょうと、油あぶらとを携たずさえてきた。 29このようにイスラエルの人々ひとびとは自発じはつのささげ物ものを主しゅに携たずさえてきた。すなわち主しゅがモーセによって、なせと命めいじられたすべての工作こうさくのために、物ものを携たずさえてこようと、心こころから喜よろこんでする男女だんじょはみな、そのようにした。
    


    
      30モーセはイスラエルの人々ひとびとに言いった、「見みよ、主しゅはユダの部族ぶぞくに属ぞくするホルの子こなるウリの子こベザレルを名なざして召めし、 31彼かれに神かみの霊れいを満みたして、知恵ちえと悟さとりと知識ちしきと諸種しょしゅの工作こうさくに長ちょうぜしめ、 32工夫くふうを凝こらして金きん、銀ぎん、青銅せいどうの細工さいくをさせ、 33また宝石ほうせきを切きりはめ、木きを彫刻ちょうこくするなど、諸種しょしゅの工作こうさくをさせ、 34また人ひとを教おしえうる力ちからを、彼かれの心こころに授さづけられた。彼かれとダンの部族ぶぞくに属ぞくするアヒサマクの子こアホリアブとが、それである。 35主しゅは彼かれらに知恵ちえの心こころを満みたして、諸種しょしゅの工作こうさくをさせられた。すなわち彫刻ちょうこく、浮うき織おりおよび青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あま糸いとの縫取ぬいとり、また機はた織おりなど諸種しょしゅの工作こうさくをさせ、工夫くふうを凝こらして巧たくみなわざをさせられた。
    

  


  


  
    第三十六章


    
      1ベザレルとアホリアブおよびすべて心こころに知恵ちえある者もの、すなわち主しゅが知恵ちえと悟さとりとを授さづけて、聖所せいじょの組立くみたての諸種しょしゅの工事こうじを、いかになすかを知しらせられた者ものは、すべて主しゅが命めいじられたようにしなければならない」。
    


    
      2そこで、モーセはベザレルとアホリアブおよびすべて心こころに知恵ちえある者もの、すなわち、その心こころに主しゅが知恵ちえを授さづけられた者もの、またきて、その工事こうじをなそうと心こころに望のぞむすべての者ものを召めし寄よせた。 3彼かれらは聖所せいじょの組立くみたての工事こうじをするために、イスラエルの人々ひとびとが携たずさえてきたもろもろのささげ物ものを、モーセから受うけ取とったが、民たみはなおも朝あさごとに、自発じはつのささげ物ものを彼かれのもとに携たずさえてきた。 4そこで聖所せいじょのもろもろの工事こうじをする賢かしこい人々ひとびとはみな、おのおのしていた工事こうじをやめて、 5モーセに言いった「民たみがあまりに多おおく携たずさえて来くるので、主しゅがせよと命めいじられた組立くみたての工事こうじには余あまります」。 6モーセは命令めいれいを発はっし、宿営しゅくえい中ちゅうにふれさせて言いった、「男おとこも女おんなも、もはや聖所せいじょのために、ささげ物ものをするに及およばない」。それで民たみは携たずさえて来くることをやめた。 7材料ざいりょうはすべての工事こうじをするのにじゅうぶんで、かつ余あまるからである。
    


    
      8すべて工作こうさくをする者もののうちの心こころに知恵ちえある者ものは、十枚まいの幕まくで幕屋まくやを造つくった。すなわち亜麻あまの撚糸ねんし、青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いとで造つくり、巧たくみなわざをもって、それにケルビムを織おり出だした。 9幕まくの長ながさは、おのおの二十八キュビト、幕まくの幅はばは、おのおの四キュビトで、幕まくはみな同おなじ寸法すんぽうである。
    


    
      10その幕まく五枚まいを互たがいに連つらね合あわせ、また他たの五枚まいの幕まくをも互たがいに連つらね合あわせ、 11その一連いちれんの端はしにある幕まくの縁ふちに青色あおいろの乳ちをつけ、他たの一連いちれんの端はしにある幕まくの縁ふちにも、そのようにした。 12その一枚まいの幕まくに乳ち五十をつけ、他たの一連いちれんの幕まくの端はしにも、乳ち五十をつけた。その乳ちを互たがいに相あい向むかわせた。 13そして金きんの輪わ五十を作つくり、その輪わで、幕まくを互たがいに連つらね合あわせたので、一つの幕屋まくやになった。
    


    
      14また、やぎの毛糸けいとで幕まくを作つくり、幕屋まくやをおおう天幕てんまくにした。すなわち幕まく十一枚まいを作つくった。 15おのおのの幕まくの長ながさは三十キュビト、おのおのの幕まくの幅はばは四キュビトで、その十一枚まいの幕まくは同おなじ寸法すんぽうである。 16そして、その幕まく五枚まいを一つに連つらね合あわせ、また、その幕まく六枚まいを一つに連つらね合あわせ、 17その一連いちれんの端はしにある幕まくの縁ふちに、乳ち五十をつけ、他たの一連いちれんの幕まくの縁ふちにも、乳ち五十をつけた。 18そして、青銅せいどうの輪わ五十を作つくり、その天幕てんまくを連つらね合あわせて一つにした。 19また、あかね染ぞめの雄羊おひつじの皮かわで、天幕てんまくのおおいと、じゅごんの皮かわで、その上うえにかけるおおいとを作つくった。
    


    
      20また幕屋まくやのためにアカシヤ材ざいをもって、立たて枠わくを造つくった。 21枠わくの長ながさは十キュビト、枠わくの幅はばは、おのおの一キュビト半はんとし、 22枠わくごとに二つの柄ほぞを造つくって、かれとこれとをくい合あわせ、幕屋まくやのすべての枠わくにこのようにした。 23幕屋まくやのために枠わくを造つくった。すなわち南側みなみがわのために枠わく二十を造つくった。 24その二十の枠わくの下したに銀ぎんの座ざ四十を造つくって、この枠わくの下したに、その二つの柄ほぞのために二つの座ざを置おき、かの枠わくの下したにも、その二つの柄ほぞのために二つの座ざを置おいた。 25また幕屋まくやの他たの側がわ、すなわち北側きたがわのためにも枠わく二十を造つくった。 26その銀ぎんの座ざ四十を造つくって、この枠わくの下したにも二つの座ざを置おき、かの枠わくの下したにも二つの座ざを置おいた。 27また幕屋まくやのうしろ、西側にしがわのために枠わく六つを造つくり、 28幕屋まくやのうしろの二つのすみのために枠わく二つを造つくった。 29これらは、下したで重かさなり合あい、同おなじくその頂いただきでも第だい一の環かんまで重かさなり合あうようにし、その二つとも二つのすみのために、そのように造つくった。 30こうして、その枠わくは八つ、その銀ぎんの座ざは十六、おのおのの枠わくの下したに、二つずつ座ざがあった。
    


    
      31またアカシヤ材ざいの横木よこぎを造つくった。すなわち幕屋まくやのこの側がわの枠わくのために五つ、 32また幕屋まくやのかの側がわの枠わくのために横木よこぎ五つ、幕屋まくやのうしろの西側にしがわの枠わくのために横木よこぎ五つを造つくった。 33枠わくのまん中なかにある中央ちゅうおうの横木よこぎは、端はしから端はしまで通とおるようにした。 34そして、その枠わくを金きんでおおい、また横木よこぎを通とおすその環かんを金きんで造つくり、またその横木よこぎを金きんでおおった。
    


    
      35また青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしで、垂幕たれまくを作つくり、巧たくみなわざをもって、それにケルビムを織おり出だした。 36また、これがためにアカシヤ材ざいの柱はしら四本ほんを作つくり、金きんでこれをおおい、その鉤こまを金きんにし、その柱はしらのために銀ぎんの座ざ四つを鋳いた。 37また幕屋まくやの入口いりぐちのために青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしで、色いろとりどりに織おったとばりを作つくった。 38その柱はしら五本ほんと、その鉤こまとを造つくり、その柱はしらの頭あたまと桁けたとを金きんでおおった。ただし、その五つの座ざは青銅せいどうであった。
    

  


  


  
    第三十七章


    
      1ベザレルはアカシヤ材ざいの箱はこを造つくった。長ながさは二キュビト半はん、幅はばは一キュビト半はん、高たかさは一キュビト半はんである。 2純金じゅんきんで、内うちそとをおおい、その周囲しゅういに金きんの飾かざり縁ふちを造つくった。 3また金きんの環かん四つを鋳いて、その四すみに取とりつけた。すなわち二つの環かんをこちら側がわに、二つの環かんをあちら側がわに取とりつけた。 4またアカシヤ材ざいのさおを造つくり、金きんでこれをおおい、 5そのさおを箱はこの側面そくめんの環かんに通とおして、箱はこをかつぐようにした。 6また純金じゅんきんで贖罪所しょくざいしょを造つくった。長ながさは二キュビト半はん、幅はばは一キュビト半はんである。 7また金きんで、二つのケルビムを造つくった。すなわち、これを打物うちもの造つくりとし、贖罪所しょくざいしょの両端りょうはしに置おいた。 8一つのケルブをこの端はしに、一つのケルブをかの端はしに置おいた。すなわちケルビムを贖罪所しょくざいしょの一部いちぶとして、その両端りょうはしに造つくった。 9ケルビムは翼つばさを高たかく伸のべ、その翼つばさで贖罪所しょくざいしょをおおい、顔かおは互たがいに向むかい合あった。すなわちケルビムの顔かおは贖罪所しょくざいしょに向むかっていた。
    


    
      10またアカシヤ材ざいで、机つくえを造つくった。長ながさは二キュビト、幅はばは一キュビト、高たかさは一キュビト半はんである。 11純金じゅんきんでこれをおおい、その周囲しゅういに金きんの飾かざり縁ふちを造つくった。 12またその周囲しゅういに手て幅はばの棧さんを造つくり、その周囲しゅういの棧さんに金きんの飾かざり縁ふちを造つくった。 13またこれがために金きんの環かん四つを鋳いて、その四つの足あしのすみ四か所しょにその環かんを取とりつけた。 14その環かんは棧さんのわきにあって、机つくえをかつぐさおを入いれる所ところとした。 15またアカシヤ材ざいで、机つくえをかつぐさおを造つくり、金きんでこれをおおった。 16また机つくえの上うえの器うつわ、すなわちその皿さら、乳香にゅうこうを盛もる杯はいおよび灌祭かんさいを注そそぐための鉢はちと瓶びんとを純金じゅんきんで造つくった。
    


    
      17また純金じゅんきんの燭台しょくだいを造つくった。すなわち打物うちもの造つくりで燭台しょくだいを造つくり、その台だい、幹みき、萼がく、節ふし、花はなを一つに連つらねた。 18また六つの枝えだをそのわきから出ださせた。すなわち燭台しょくだいの三つの枝えだをこの側がわから、燭台しょくだいの三つの枝えだをかの側がわから出ださせた。 19あめんどうの花はなの形かたちをした三つの萼がくが、節ふしと花はなとをもって、この枝えだにあり、また、あめんどうの花はなの形かたちをした三つの萼がくが、節ふしと花はなとをもって、かの枝えだにあり、燭台しょくだいから出でる六つの枝えだをみなそのようにした。 20また燭台しょくだいの幹みきには、あめんどうの花はなの形かたちをした四つの萼がくを、その節ふしと花はなとをもたせて取とりつけた。 21また二つの枝えだの下したに一つの節ふしを取とりつけ、次つぎの二つの枝えだの下したに一つの節ふしを取とりつけ、さらに次つぎの二つの枝えだの下したに一つの節ふしを取とりつけ、燭台しょくだいの幹みきから出でる六つの枝えだに、みなそのようにした。 22それらの節ふしと枝えだを一つに連つらね、ことごとく純金じゅんきんの打物うちもの造つくりとした。 23また、それのともしび皿ざら七つと、その芯しん切きりばさみと、芯しん取とり皿ざらとを純金じゅんきんで造つくった。 24すなわち純金じゅんきん一タラントをもって、燭台しょくだいとそのすべての器うつわとを造つくった。
    


    
      25またアカシヤ材ざいで香こうの祭壇さいだんを造つくった。長ながさ一キュビト、幅はば一キュビトの四角かくにし、高たかさ二キュビトで、これにその一部いちぶとして角つのをつけた。　　 26そして、その頂いただき、その周囲しゅういの側面そくめん、その角つのを純金じゅんきんでおおい、その周囲しゅういに金きんの飾かざり縁ふちを造つくった。 27また、その両側りょうがわに、飾かざり縁ふちの下したに金きんの環かん二つを、そのために造つくった。すなわちその二つの側がわにこれを造つくった。これはそれをかつぐさおを通とおす所ところである。 28そのさおはアカシヤ材ざいで造つくり、金きんでこれをおおった。
    


    
      29また香料こうりょうを造つくるわざにしたがって、聖せいなる注そそぎ油あぶらと純粋じゅんすいの香料こうりょうの薫香くんこうとを造つくった。
    

  


  


  
    第三十八章


    
      1またアカシヤ材ざいで燔祭はんさいの祭壇さいだんを造つくった。長ながさ五キュビト、幅はば五キュビトの四角かくで、高たかさは三キュビトである。 2その四すみの上うえに、その一部いちぶとし、それの角つのを造つくり、青銅せいどうで祭壇さいだんをおおった。 3また祭壇さいだんのもろもろの器うつわ、すなわち、つぼ、十能じゅうのう、鉢はち、肉にく叉また、火皿ひざらを造つくった。そのすべての器うつわを青銅せいどうで造つくった。 4また祭壇さいだんのために、青銅せいどうの網あみ細工ざいくの格子こうしを造つくり、これを祭壇さいだんの出張でばりの下したに取とりつけて、祭壇さいだんの高たかさの半なかばに達たっするようにした。 5また青銅せいどうの格子こうしの四すみのために、環かん四つを鋳いて、さおを通とおす所ところとした。 6アカシヤ材ざいで、そのさおを造つくり、青銅せいどうでこれをおおい、 7そのさおを祭壇さいだんの両側りょうがわにある環かんに通とおして、それをかつぐようにした。祭壇さいだんは板いたをもって、空洞くうどうに造つくった。
    


    
      8また洗盤せんばんと、その台だいを青銅せいどうで造つくった。すなわち会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちで務つとめをなす女おんなたちの鏡かがみをもって造つくった。
    


    
      9また庭にわを造つくった。その南側みなみがわのために百キュビトの亜麻あまの撚糸ねんしの庭にわのあげばりを設もうけた。 10その柱はしらは二十、その柱はしらの二十の座ざは青銅せいどうで、その柱はしらの鉤こまと桁けたは銀ぎんとした。 11また北側きたがわのためにも百キュビトのあげばりを設もうけた。その柱はしら二十、その柱はしらの二十の座ざは青銅せいどうで、その柱はしらの鉤こまと桁けたは銀ぎんとした。 12また西側にしがわのために、五十キュビトのあげばりを設もうけた。その柱はしらは十、その座ざも十で、その柱はしらの鉤こまと桁けたは銀ぎんとした。 13また東側ひがしがわのためにも、五十キュビトのあげばりを設もうけた。 14その一方いっぽうに十五キュビトのあげばりを設もうけた。その柱はしらは三つ、その座ざも三つ。 15また他たの一方いっぽうにも、同おなじようにした。すなわち庭にわの門もんのこなたかなたともに、十五キュビトのあげばりを設もうけた。その柱はしらは三つ、その座ざも三つ。 16庭にわの周囲しゅういのあげばりはみな亜麻あまの撚糸ねんしである。 17柱はしらの座ざは青銅せいどう、柱はしらの鉤こまと桁けたとは銀ぎん、柱はしらの頭あたまのおおいも銀ぎんである。庭にわの柱はしらはみな銀ぎんの桁けたで連つらねた。 18庭にわの門もんのとばりは青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしで、色いろとりどりに織おったものであった。長ながさは二十キュビト、幅はばなる高たかさは五キュビトで、庭にわのあげばりと等ひとしかった。 19その柱はしらは四つ、その座ざも四つで、ともに青銅せいどう。その鉤こまは銀ぎん、柱はしらの頭あたまのおおいと桁けたは銀ぎんである。 20ただし、幕屋まくやおよび、その周囲しゅういの庭にわの釘くぎはみな青銅せいどうであった。
    


    
      21幕屋まくや、すなわちあかしの幕屋まくやに用もちいた物ものの総計そうけいは次つぎのとおりである。すなわちモーセの命いのちに従したがい、祭司さいしアロンの子こイタマルがレビびとを用もちいて量はかったものである。 22ユダの部族ぶぞくに属ぞくするホルの子こなるウリの子こベザレルは、主しゅがモーセに命めいじられた事ことをことごとくした。 23ダンの部族ぶぞくに属ぞくするアヒサマクの子こアホリアブは彼かれと共ともにあって彫刻ちょうこく、浮うき織おりをなし、また青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あま糸いとで、縫取ぬいとりをする者ものであった。
    


    
      24聖所せいじょのもろもろの工作こうさくに用もちいたすべての金きん、すなわち、ささげ物ものなる金きんは聖所せいじょのシケルで、二十九タラント七百三十シケルであった。 25会衆かいしゅうのうちの数かぞえられた者もののささげた銀ぎんは聖所せいじょのシケルで、百タラント千七百七十五シケルであった。 26これはひとり当あたり一ベカ、すなわち聖所せいじょのシケルの半はんシケルであって、すべて二十歳さい以上いじょうで数かぞえられた者ものが六十万三千五百五十人にんであったからである。 27聖所せいじょの座ざと垂幕たれまくの座ざとを鋳いるために用もちいた銀ぎんは百タラントであった。すなわち百座ざにつき百タラント、一座ざにつき一タラントである。 28また千七百七十五シケルで柱はしらの鉤こまを造つくり、また柱はしらの頭あたまをおおい、柱はしらのために桁けたを造つくった。 29ささげ物ものなる青銅せいどうは七十タラント二千四百シケルであった。 30これを用もちいて会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちの座ざ、青銅せいどうの祭壇さいだんと、それにつく青銅せいどうの格子こうし、および祭壇さいだんのもろもろの器うつわを造つくった。 31また庭にわの周囲しゅういの座ざ、庭にわの門もんの座ざ、および幕屋まくやのもろもろの釘くぎと、庭にわの周囲しゅういのもろもろの釘くぎを造つくった。
    

  


  


  
    第三十九章


    
      1彼かれらは青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いとで、聖所せいじょの務つとめのための編物あみものの服ふくを作つくった。またアロンのために聖せいなる服ふくを作つくった。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      2また金糸きんし、青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしでエポデを作つくった。 3また金きんを打うち延のべて板いたとし、これを切きって糸いととし、青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしに交まじえて、巧たくみな細工さいくとした。 4また、これがために肩かたひもを作つくってこれにつけ、その両端りょうはしでこれにつけた。 5エポデの上うえで、これをつかねる帯おびは、同おなじきれで、同おなじように、金糸きんし、青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしで作つくった。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      6また、縞しまめのうを細工さいくして、金糸きんしの編あみ細工ざいくにはめ、これに印いんを彫刻ちょうこくするように、イスラエルの子こたちの名なを刻きざみ、 7これをエポデの肩かたひもにつけて、イスラエルの子こたちの記念きねんの石いしとした。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      8また胸当むねあてを巧たくみなわざをもって、エポデの作つくりのように作つくった。すなわち金糸きんし、青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしで作つくった。 9胸当むねあては二つに折おって四角かくにした。すなわち二つに折おって、長ながさを一指ゆび当あたりとし、幅はばも一指ゆび当あたりとした。 10その中なかに宝石ほうせき四列れつをはめた。すなわち、紅こう玉髄ぎょくずい、貴きかんらん石いし、水晶すいしょうの列れつを第だい一列れつとし、 11第だい二列れつは、ざくろ石いし、るり、赤あか縞しまめのう、 12第だい三列れつは黄き水晶すいしょう、めのう、紫むらさき水晶すいしょう、 13第だい四列れつは黄き碧玉へきぎょく、縞しまめのう、碧玉へきぎょくであって、これらを金きんの編あみ細工ざいくの中なかにはめ込こんだ。 14その宝石ほうせきはイスラエルの子こたちの名なにしたがい、その名なと等ひとしく十二とし、おのおの印いんの彫刻ちょうこくのように、十二部族ぶぞくのためにその名なを刻きざんだ。 15またひも細工ざいくにねじた純金じゅんきんのくさりを胸当むねあてにつけた。 16また金きんの二つの編あみ細工ざいくと、二つの金きんの環かんとを作つくり、その二つの環かんを胸当むねあての両端りょうはしにつけた。 17かの二筋すじの金きんのひもを胸当むねあての端はしの二つの環かんにつけた。 18ただし、その二筋すじのひもの他たの両端りょうはしを、かの二つの編あみ細工ざいくにつけ、エポデの肩かたひもにつけて前まえにくるようにした。 19また二つの金きんの環かんを作つくって、これを胸当むねあての両端りょうはしにつけた。すなわちエポデに接せっする内側うちがわの縁ふちにこれをつけた。 20また金きんの環かん二つを作つくって、これをエポデの二つの肩かたひもの下したの部分ぶぶんにつけ、前まえの方ほうで、そのつなぎ目めに近ちかく、エポデの帯おびの上うえの方ほうにくるようにした。 21胸当むねあては青あおひもをもって、その環かんをエポデの環かんに結むすびつけ、エポデの帯おびの上うえの方ほうにくるようにした。こうして、胸当むねあてがエポデから離はなれないようにした。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      22またエポデに属ぞくする上服うわふくは、すべて青地あおじの織物おりもので作つくった。 23上服うわふくの口くちはそのまん中なかにあって、その口くちの周囲しゅういには、よろいのえりのように縁ふちをつけて、ほころびないようにした。 24上服うわふくのすそには青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いと、亜麻あまの撚糸ねんしで、ざくろを作つくりつけ、 25また純金じゅんきんで鈴すずを作つくり、その鈴すずを上服うわふくのすその周囲しゅういの、ざくろとざくろとの間あいだにつけた。 26すなわち鈴すずにざくろ、鈴すずにざくろと、務つとめの上服うわふくのすその周囲しゅういにつけた。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      27またアロンとその子こたちのために、亜麻あま糸いとで織おった下した服ふくを作つくり、 28亜麻あま布ぬので帽子ぼうしを作つくり、亜麻あま布ぬので麗うるわしい頭とう布ぬのを作つくり、亜麻あまの撚糸ねんしの布ぬので、下したばきを作つくり、 29亜麻あまの撚糸ねんしおよび青あお糸いと、紫むらさき糸いと、緋ひ糸いとで、色いろとりどりに織おった帯おびを作つくった。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      30また純金じゅんきんをもって、聖せいなる冠かんむりの前まえ板いたを作つくり、印いんの彫刻ちょうこくのように、その上うえに「主しゅに聖せいなる者もの」という文字もじを書かき、 31これに青あおひもをつけて、それを帽子ぼうしの上うえに結むすびつけた。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      32こうして会見かいけんの天幕てんまくなる幕屋まくやの、もろもろの工事こうじが終おわった。イスラエルの人々ひとびとはすべて主しゅがモーセに命めいじられたようにおこなった。 33彼かれらは幕屋まくやと天幕てんまくおよびそのもろもろの器うつわをモーセのもとに携たずさえてきた。すなわち、その鉤こま、その枠わく、その横木よこぎ、その柱はしら、その座ざ、 34あかね染ぞめの雄羊おひつじの皮かわのおおい、じゅごんの皮かわのおおい、隔へだての垂幕たれまく、 35あかしの箱はこと、そのさお、贖罪所しょくざいしょ、 36机つくえと、そのもろもろの器うつわ、供そなえのパン、 37純金じゅんきんの燭台しょくだいと、そのともしび皿ざら、すなわち列れつに並ならべるともしび皿ざらと、そのもろもろの器うつわ、およびそのともし油あぶら、 38金きんの祭壇さいだん、注そそぎ油あぶら、香こうばしい薫香くんこう、幕屋まくやの入口いりぐちのとばり、 39青銅せいどうの祭壇さいだん、その青銅せいどうの格子こうしと、そのさお、およびそのもろもろの器うつわ、洗盤せんばんとその台だい、 40庭にわのあげばり、その柱はしらとその座ざ、庭にわの門もんのとばり、そのひもとその釘くぎ、また会見かいけんの天幕てんまくの幕屋まくやに用もちいるもろもろの器うつわ、 41聖所せいじょで務つとめをなす編物あみものの服ふく、すなわち祭司さいしの務つとめをなすための祭司さいしアロンの聖せいなる服ふくおよびその子こたちの服ふく。 42イスラエルの人々ひとびとは、すべて主しゅがモーセに命めいじられたように、そのすべての工事こうじをした。 43モーセがそのすべての工事こうじを見みると、彼かれらは主しゅが命めいじられたとおりに、それをなしとげていたので、モーセは彼かれらを祝福しゅくふくした。
    

  


  


  
    第四十章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた。 2「正月しょうがつの元日がんじつにあなたは会見かいけんの天幕てんまくなる幕屋まくやを建たてなければならない。 3そして、その中なかにあかしの箱はこを置おき、垂幕たれまくで、箱はこを隔へだて隠かくし、 4また、机つくえを携たずさえ入いれ、それに並ならべるものを並ならべ、燭台しょくだいを携たずさえ入いれて、そのともしびをともさなければならない。 5あなたはまた金きんの香こうの祭壇さいだんを、あかしの箱はこの前まえにすえ、とばりを幕屋まくやの入口いりぐちにかけなければならない。 6また燔祭はんさいの祭壇さいだんを会見かいけんの天幕てんまくなる幕屋まくやの入口いりぐちの前まえにすえ、 7洗盤せんばんを会見かいけんの天幕てんまくと祭壇さいだんとの間あいだにすえて、これに水みずを入いれなければならない。 8また周囲しゅういに庭にわを設もうけ、庭にわの門もんにとばりをかけなければならない。 9そして注そそぎ油あぶらをとって、幕屋まくやとその中なかのすべてのものに注そそぎ、それとそのもろもろの器うつわとを聖別せいべつしなければならない、こうして、それは聖せいとなるであろう。 10あなたはまた燔祭はんさいの祭壇さいだんと、そのすべての器うつわに油あぶらを注そそいで、その祭壇さいだんを聖別せいべつしなければならない。こうして祭壇さいだんは、いと聖せいなるものとなるであろう。 11また洗盤せんばんと、その台だいとに油あぶらを注そそいで、これを聖別せいべつし、 12アロンとその子こたちを会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちに連つれてきて、水みずで彼かれらを洗あらい、 13アロンに聖せいなる服ふくを着きせ、これに油あぶらを注そそいで聖別せいべつし、祭司さいしの務つとめをさせなければならない。 14また彼かれの子こたちを連つれてきて、これに服ふくを着きせ、 15その父ちちに油あぶらを注そそいだように、彼かれらにも油あぶらを注そそいで、祭司さいしの務つとめをさせなければならない。彼かれらが油あぶらそそがれることは、代々よよながく祭司さいし職しょくのためになすべきことである」。
    


    
      16モーセはそのように行おこなった。すなわち主しゅが彼かれに命めいじられたように行おこなった。 17第だい二年ねんの正月しょうがつになって、その月つきの元日がんじつに幕屋まくやは建たった。 18すなわちモーセは幕屋まくやを建たて、その座ざをすえ、その枠わくを立たて、その横木よこぎをさし込こみ、その柱はしらを立たて、 19幕屋まくやの上うえに天幕てんまくをひろげ、その上うえに天幕てんまくのおおいをかけた。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。 20彼かれはまたあかしの板いたをとって箱はこに納おさめ、さおを箱はこにつけ、贖罪所しょくざいしょを箱はこの上うえに置おき、 21箱はこを幕屋まくやに携たずさえ入いれ、隔へだての垂幕たれまくをかけて、あかしの箱はこを隠かくした。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。 22彼かれはまた会見かいけんの天幕てんまくなる幕屋まくやの内部ないぶの北側きたがわ、垂幕たれまくの外そとに机つくえをすえ、 23その上うえにパンを列れつに並ならべて、主しゅの前まえに供そなえた。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。 24彼かれはまた会見かいけんの天幕てんまくなる幕屋まくやの内部ないぶの南側みなみがわに、机つくえにむかい合あわせて燭台しょくだいをすえ、 25主しゅの前まえにともしびをともした。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。 26彼かれは会見かいけんの幕屋まくやの中なか、垂幕たれまくの前まえに金きんの祭壇さいだんをすえ、 27その上うえに香こうばしい薫香くんこうをたいた。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。 28彼かれはまた幕屋まくやの入口いりぐちにとばりをかけ、 29燔祭はんさいの祭壇さいだんを会見かいけんの天幕てんまくなる幕屋まくやの入口いりぐちにすえ、その上うえに燔祭はんさいと素祭そさいをささげた。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。 30彼かれはまた会見かいけんの天幕てんまくと祭壇さいだんとの間あいだに洗盤せんばんを置おき、洗あらうためにそれに水みずを入いれた。 31モーセとアロンおよびその子こたちは、それで手てと足あしを洗あらった。 32すなわち会見かいけんの天幕てんまくにはいるとき、また祭壇さいだんに近ちかづくとき、そこで洗あらった。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。 33また幕屋まくやと祭壇さいだんの周囲しゅういに庭にわを設もうけ、庭にわの門もんにとばりをかけた。このようにしてモーセはその工事こうじを終おえた。
    


    
      34そのとき、雲くもは会見かいけんの天幕てんまくをおおい、主しゅの栄光えいこうが幕屋まくやに満みちた。 35モーセは会見かいけんの幕屋まくやに、はいることができなかった。雲くもがその上うえにとどまり、主しゅの栄光えいこうが幕屋まくやに満みちていたからである。 36雲くもが幕屋まくやの上うえからのぼる時とき、イスラエルの人々ひとびとは道みちに進すすんだ。彼かれらはその旅路たびじにおいて常つねにそうした。 37しかし、雲くもがのぼらない時ときは、そののぼる日ひまで道みちに進すすまなかった。 38すなわちイスラエルの家いえのすべての者ものの前まえに、昼ひるは幕屋まくやの上うえに主しゅの雲くもがあり、夜よるは雲くもの中なかに火ひがあった。彼かれらの旅路たびじにおいて常つねにそうであった。
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